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地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製品は完壁

の防水効果を発揮して居ります
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本 社 ・ 工 場 大 阪 市 西 成 区 橘 通 9丁目 24番 地 電 話 天 下 茶 屋 ω8861 ・8862番



米 国 u s ラ パ 一 社 と の
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③ f ? ?芳明辞書切手
m代 (94) 5 0 3  1・

東京事務所 東京都中央区西八丁銅4- 10

⑤八幡袋詰5係長会誌

リノリ且・1.

ー主 要 製 品

軽 量 Jf >鋼 簡 易 鏑 矢 包 括 ι

デッキプレート ガ ー ド ν ーノレ・

サ :;J V ノ、ー サヅ ν フ レ ー ム :

m 縫 鋼 管 ア ー ト ポ ン ド 。

ー皆様の設計と施工に 東洋の床材

リノタイル

1: : 号ートタイル

ヌボシ子、・ト

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5  8  

電話伊丹( 代)3531 ・大阪 (48) 4490

東京都中央区銀座 4 丁目三和ピ ノレ

電 話 京 橋 ⑧ 1 7 0 1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目三和 ピル

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

く〉ソフトな感触 f

O優秀な耐久力

。美 し い 色 彩

東 京 支 后
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タ

ロ

グ

進

口

五

大阪事務所



t  建築用セメダイン を用いて施工される

ノツスリ ップ ( 大阪・ 東映会館)

』

施 工 法 を 一 変 し た

U 液イ本のクギグ

セ メ ダ イ ン

N O .  1 9 5… 木 レ ン ガ ・ノ ン ス リ ッ プ

テ y ク ス ・ハ ー ド ボ ー ド 等

を コ ンク リート 文 は 木 部 へ

N O.  6 0 1 ・・・ 合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ク ロ

ス 類 の 接 着

N O.  I  5 0 0・・・金属 ・ガ ラ ス ・プ ラ ス チ y

ク ス の 持 者

謹書室長居司 ＱＱ ＱＱＱＢ ＢＢＢＢｉＢＢＢＢｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｦｬｬｬｬｾｉｉｾＱＱＱ ＱＱ

ＱＺ ＣＷＱｾ＠ ... 
発 売 元 東 京 セ メ ダ イ ン商 事 株式 会 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 五 軒 町 3 似1) 3131

大 阪 セ メ タ イ ン 商 事悼式会社 大阪 市 南区太宝寺町東 之T 41 127) 3456 

名古屋セ〆ダイ ン商 事 株式会社名古屋市中区上前樽町 ￦ｾＰＸＴＵ

平JI トMPボイラ

煙管式ボイラの革命見現るノ

⑩ 
特 許

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

2  
株式前土平川鉄工所

日模境lこて

m力ス温度 lQ7

0

C

経費節減527万円♂

利益を ｾｴ
女 高 性 能 • 語 射 型

女 石炭・オイル・力ス焚

女 1年間 (7200時間)の燃料節約額

T x 30' ラン カ乙ノヤ ボ イ ラと

比較 して

平川~水管ボイラ 、平川~機関車型ボイラ

く3営業 向 ヨ>

平川~竪型ボイ ラ、外ボイラ全般 ・輸送機械

本 社 ・工 場 大阪 市 大 淀 区大 仁 西2の1 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東 京 常 業 所 東 京 冊 中 央 区八 箪 州6の7 電 話 ⑮ 5 883 ・7 7 8 7- 8

九 州 出 強 所 信 岡 県 小 倉 市 富野545 電 話 小 倉 ⑤ 1 3 G2



強 力 型

重 荷 用

感

m
M
V
i

l

l

i

-

-

i

i

l

-

-

a

v

-

-

a胃

くM ，K ，K ，)

' レール接続の革命!

新 製 品 完 全 防 錆

異

い

を
工

十
M

ミ

出

明

'

ベ
山

ミ
機

セ

い

木

ま

一

場

買

い

も

五

い

名

願

有

会

国

照

全

御

は

へ

命

底

用

物

御

金

ア ム ス ラ ー 油 圧 式 機 型 引 張 試 験機

( 日本海事協会検定No.3788)

製 品 は 本 機 IC よって試験す
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御用命は全国各地有名建築金物庖へ御照会願います



叢る進 ｪ 争心た建築 ｴｾＯＣ 長三進歩した納

ｅ 二 ｬＱｱ ＧￍＯｾ 寺 〕 ③ 

鍾E - ｱ ィ ｉｾ

イIJ

藤 森 建 材 株 式 会 社

本 社 東 京 都 申 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 2 ( 大倉ピノレ)

電 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大阪出張所 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1 - 1  (大 同 生 命 ピノレ内)

電 話 大 阪 ⑭ 1623 ・3798 ・8 4 6 1 - 4

九 州 出 張 所 福 岡 市 薬 院 大 通 2 一 7 3 電 話 福 岡 ④ 194 5

へ弘杭の陸 t主ヒ最高の千え術託子J 4

大阪支庖 大阪市西区阿波川 ｾ ＧｉＧ 通 Ｑ 丁目 ＴＸ ｩＡ￭］ 地

電 話 新 日! J @432 ・1247 ・6706 番

東京支庖 東京都中央区日本橋浜町 2丁目 47番地

電 話 兜 町 @ 7  3  0  9 番
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最 新 の 設 備

イ 憂 秀 な 製 品

=11lシヤ，'1-

ン グ 下 地 に 赤 外 線 焼 付 加 工

特 殊 ボ ー ル ベ ア リ ン グ 使 用 に よ る 軽 快 な 開 閉

ラ イ ジパ ー カ

@)  

業 界 最 大 最 新 設 備 を 誇 る

I l t B信 =11・T'u'l -ll fEII罫 吾JJZ ］ｬｉｉ ｪ・ＧｐＧｾｾＭＮＺ借用
本 社 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 二 三 電 話 大 臣 ⑩ 53 4( - 3 ・2959

東 京 東 京 都 新 宮 巨 酉 大 久 保 ー 丁 目 三 七 O 電 醤 車 京 @ 2 4 7 8 ・9 6 7 8

札 幌 札 幌 市 南 九 条 西 六 丁 目 電 話 札 樫 ① 13  6  8(l) 4  8  7  8  

仙 台 仙 台 市 土 圏 一 一 ニ 電 話 仙 台 a 32 96 

名 古 屋 名 古 里 市 中 村 区 広 井 町 二 丁 目 四 五 電話 名 古 屋 19 2  8  4  6  

金 沢 金 沢 市 上 胡 桃 町 三 六 電 話 金 沢 ② 13 8 7  

代行届 稚内・留蘭・士別・絹走 北見 ・鋼路・帯広・函館・青草・弘前・盛岡・枚田 ・山首

福島・主連若松 ・喜多方 ・白河 ・前橋・宇都宮・木戸・千葉 ・償提・ 甲府昼岡富山

神戸 '11井桂本・植車・焼連蒲郡・ 一宮・四日市・軍部・奈良・和世山・西組

岡山・意山・ 11山・広島・宇部 ・島車・紐江・高松・喧島・高知・松山 ・八幡・福岡

久留米・f l ' 万里・佐世惇・長崎・熊本・大骨. ｾ ｉｊ 庇ＮｊＡ［岡・鹿児島



、

• 

ス

チ

ー

ル

シ

ャ

ッ

タ

ー

日

本

ν

ャ

ツ

タ

l

製

作

所

小

俣

製

作

所

大

阪

支

居

鈴

木

ν

ヤ

タ

ア

商

会

錠

前

谷

'

山

製

作

所

附

和

金

属

工

葬

輔

が

式

会

刻

サ

切

シ

三

附

属

金

物

内

，

今

近

松

金

物

株

式

会

社

平

安

伸

銅

工

業

株

式

会

社

株

式

会

社

石

倉

商

居

建

築

金

物

渋

谷

幸

雄

商

屈

ド

ア

l

・

ハ

ン

ガ

ー

・

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

三

高

製

作

所

サ

ッ

シ

ュ

パ

l

加

納

鉄

鋼

株

式

会

社

大

阪

支

庖

京

都

災

業

株

式

会

社

大

阪

出

張

所

東

鋼

商

事

株

式

会

社

大

阪

営

業

所

東

京

ν
ヤ

リ

ン

グ

株

式

会

社

大

阪

営

業

所

西

村

金

属

株

式

会

社

大

阪

出

張

所

サ

ッ

シ

ュ

・

ド

ア

l

諸

機

械

製

造

関

西

鉄

工

所

力

l

日

本

パ

l

カ

ラ

イ

ジ

ン

グ

株

式

会

社

大

阪

出

張

所

1' ¥ 

.  
-

唱
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驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品

拘ヲti' ｾ｡Ｍｸ＠
原紙に着色せる優秀製品

ドド

東 京 営 業所

東京郎千代田区 tlill l 1主張 IIIJ2の7

T  E  L ⑧ 9  3  7  5  

名 古 屋 . J j 、比 . ｾ，｜＠ I河

製 造 発 売 元

津 装 飾 株 式 会 社

大阪市北区堂島上ーノ 二凶 T E L 大阪@1351- 3

河

本社
所張出
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患を輩、議勾配尾根氏

軽快た老代建築枚

Ｘｾ ｊｩｴヌー ｉ｜ＢＭｲｬｾ ソイド
8j Jji ｝Ｇｾｉｌ テン Ｑ レ Ｗ イ〉タ

伸 縮 目 地 材 工 牟 ズ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シ 四 ル セ 〆 ン ト

日 施 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (27)  ＷＰＰＰ ・ ＵＴＶＳｾＵ

営業所及東京工場 東京都荒川 区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表016 ＱｾＵ＠

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区堀上通り 3 - 39

T  E  L  Ｈ ＳＹ Ｉ ＰＹＲＴｾＵ ・ Ｒ ＰＴＵ ・ ＲＰＷＹ



の街生陶器ヒ付属金具

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ピル ・アパート はもとよ り一 般住宅

定 価

陶 器 ( 1級 ) L 220 ￥ 2 ，750  

金 具 ( ........ 臥 ι 印)

立 水 絵 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 21凶) ￥ 1，200

止 水 位 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2 1困) ￥ 1，340

排水 金具 T 6P ￥ 1，2 10  

ノずックノ、ンガ「

ｾ付木ヰ ジ ｔ L  2200 ￥ 200 

区民 『豆! ! I 芳男U

…  

も砲事q

にも御探周頂けるよう寸法や 価格の点で は従 来品も よく

ｾｴ ￥ Ｖ Ｎ Ｗ ＰＰ＠

ミコ句5おえ. l ， 御愛用 頂い ていた 製品

参 考 定 価

東 洋 陶 器 株 式 会 社

問 器( 並級 ) L  220 ￥ 2 ，200 

金具 Ｈ ｾに Ｗ 凡 印 Ｉ

立 水 位 K 2 0 5  Y  

@ ￥ う10 ( 2個) ￥ 1，020

本 社
茅ケ崎工場 止 水 松 K 4  A  Y  

@￥ 570 ( 2 1悶) ￥ 1，140

小 倉 市 篠 崎 町 4 5  8  大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 高 館 総 5 - 3 2 T E L ⑫ 4518  - 9 神 奈 川 県 茅 ヶ 崎 市

T E L ⑤ 248 1- 5  番 地 営 業 所 東京・名古屋・小 倉・広島 ・高松 ・札申 ・仙 台 ・富 山 T E  L  210 5 - 8  排水金具 K 6 P C ￥ 1. 030 

い つ も 新 しい 感 覚 で清 潔 感 の あ る

しｉｩロコ ｨ ピニー ｕｾ 建枚 l  

保j ] ! 寸 法 層2 5mmx rl l1 83cm ( 6R  x 長27.45m (15J平巻)

Ｑ 再心地 ｨ ・よ〈癒れ ｲｾ い、 庖 Ｑ ｾＧｈ Ｈｩ生はＱ＾Ｑ，のて ｦｬｴ 秀、色彩低美 、

下入れはJ } ; J ，¥.きでよく tJl'f ・針治的、持メ¥.  J主主1 ・主i，'R， ・油

IJb等 に 宜 ri しおい 。

最 高 級 ビ ニ ー ル タ イ ル

尺 角 ) 30 .  3cmx  30 .  3cmX  2 mm 

採光屋根・問仕切・壁{ 本・天井 ・装飾周等[ こP干過な近代趨" です 。

"11 るく主しい . t U て姐i い. j弘-<.ιl ' ，安い

膚さ 1，15，2. 3，4 ，5聞

透明・ 不透明 ・艶，肖し. tt 1) 平 板 巾91四 1} .i { LX品1位柵 ( 61モ}

;s鵠 11172酬 (2 Ｔ ＱｾＩ＠ x 品 182，mI6R)

型押・網入・倶掠板吾檀 エンドレス :111121伺 川 尺 }

(f主尺，I.!it l<l 1  ' ( k m 1' .6尺j X品10m (33尺)

182，伺 f 61，)  

「ヒニールカ 簡単に貼 れたら J

ニれを 制決したのかロンフイノクスです。

とItJ J 側でι J I じでも存 MI二日占れ (判 j lJJlI工) 、どん ι i' i れも

・・・4炉 石耐水か、l附 ;111て' きれ t ーにとれて企1 ' l せず半本久的じ Ih! 手

で、 ｩ 聖粒 ιｉｨ 製品 です。ＨＢ ＱＭ［ ＱＱＱ 拍車 ￼ ＧＩ 並 専 Ｔ ＶＹＵＵＰｾ［ )  

単色 ・ニ色 ・フラノ 巾96cm13.17尺) X  18m 15  j平巷

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社 本社工唱!J ! ｾＱ Ｑｩ Ｖ ｧ 帥 区本 ＱＱＱ 問 ｊ ';":1115 4 叩 帥 (69 {¥1<1946  

神田宮襲所 地"， nHI UI l ! . I神III V令市町 2ー 16 屯: ! . 東京 129/ 伺 03、 4

全1')117，内ド工事広に回開会ドさい 大阪宮纂所 大 岡 市 開 1" jt 出 保 町 3 3 電 」 大 阪 (27) 43語 、9

.  、

"  

• 



‘  
.  

• 

穫と修学院荷量宮見学会

昭 和 3 4 年 1 0 月

近 畿 建 築 会 館 開 館 記 念 日 の

映画会とビールパーテ ィー

秋の桂離宮と修学院離宮見学会

; 1，会恒例のe1:iaL ! . 離' 凶比学会を下記1t . I J iにより1mしますから，折i ! i し往

復ハガキでお申込み下さい 尚日14f1t111 l 与は符内庁京郎事務所の存可次第

お知らせします。

白 書己

(1)  申 込 方 法 ｲｬｩ 込は ｾｬ ・復ハガキに限る。＼往信用＾に (1)希坦

出 ｉￊ Ｇ￯ｾ Ｇ 千九Ｈ 1 ケ所 l乙限る) (2) 氏名 (3) 年令 (4)勤務

先及び臓千九 (5) 現住所

< 返信用> に差出人住所氏名を記入のこと。

(2) 参加者の決定 15 11までに到おのハカ。キにより村lせんを行い予定

人員各離 ＱｾＡ［ 共 ＳＰ ｾ 円を選ぴ参加者に通知する。

(3) 見 学 予 定 日 11 月初旬か中旬の予定

( 注〉 佳 離 宮 見 学 は 1 級 建E築 士 の 資 格 者 に 限 る

近 畿 建 築 会 館 開 館 記 念 日 の

映 画 会 と ビ ー ル パ ー テ ィ

10月10 11 は木会会合，{ ' ; のDHfri¥，;己念 11I こ当り. 木"T二はその; XP 回門になり

ます。 おli白菜で会ftl¥の平IJ ft1 Ｈ ま肉ｾる ｑｲｴ 況で，各方面関係者からも大変好評

を得ております。つきましては乙の口を s己念して下ぷのとおり 11央同会と

ビ- ) レパーティーを慨しますc 何千十持基御誘い合わせの上多数御; i ¥席下

さいますよう御案内中し上げます。

記

映 画 会

1  . 日 時 10刀10 11 ( 土) 午後 1時半より

1  . 場 所 近汲砧築会館( 北浜 3 丁目)

1  . 映 画 r rl ;.1i:の:主J カラ ー 4 巻

各ブi 前iの同宝級芸術家 7 巨匠の:I;IJ 作ぷりと作品の紹

介( アメリカ文化センタ ー提供)

ｆ ハウス ｾ 1 巻

( イームズの家〕アメリカ大使館提供)

ビールパーティー

1  . 日 時 10月10 日 午 後 3 時より

1  . 場 所 近総建築会飢( 北浜 3 丁 目)

1  会 費 200[1] ( 補助あり)

1  .  申 込 10)j 9  Ｑ Ｍ Ｑ 午前 Ｑ Ｑ｝ 迄に事務局宛会 ｹｾ を添えてお 巾 込み

下さい。



第11 回 工場 見 学 会 和歌山支部と共催

住友金属工業和歌山製造所と和歌山城の見学会

1  ， と き 10月19n ( 月) 131時40分( 集合)

1  ， 集 合 所 南海電車和歌 山市駅前

1  ' 行 程 南海電_ r p: 和歌山市駅前貸切パス発車 ( 14時) →住友金

属工業和歌山製造所見学ー ( 14時 10分- 15時40分) ー〉

和歌山城ー ( 15時40分- 17時20分) →和歌山市駅前現

地解散

1  '  申 込 15日までに屯訴で巾 iるみのこと 。

但し定員50千九 IC達した際は〆切ります。

1  '  住友金属工業和歌山製造所分境圧延工場について

わが同で最初j の大規模な鋼竹製造て坊で. 使用の鋼管は全部同所

の製品です。詳細は 「池築と社会j 8 月号87頁をど参照下さい。

設 ，:1'  11 建設計寸前務株式会社

!i租 了 ａ 鹿 ｽｾｾｪ 池設株式会 ｦｬ

所 在 地 和 歌 山 市i会1850番地

工 JIJl お」二 日目利33句7月20 11 竣功 34年9月30日

i構 造 銅匂及び一郎鉄'fi 造、l'家主jt; ( 鋲及び然接)

ill 策面積 18，340m
2  

1  ' 参 考 大| 奴方面よりご参加の方は《往路》南海電車難波発12

Ａ日 ＡｪＳ Ｐ 分の急行 ｮ￬ｉ ｉＱを， ｾ 両 ｬ Ｚｭｾ和歌山市駅発 Ｑ Ｗ 時 ＳＵ 分

f;;t 行電車ーをど利用下 さし、。尚往復のEE車賃 300 門lまれ

rl でご笠lt 円下さい。

大 阪 市 長 公 館 見 学 会

( 大 阪 府建 築士 会共 催)

1， と き 10月21 n  ( ; ) <) 午後 3 11与( 集合) - 5 時( 解散)

1.  集 合 所 市長公館前( 市包停京阪東円と) -'，- 118 の '-1
1問をJ 七へ入る)

1  .  申 込 15 n までにfE訴で申込みの乙と。

1  ' 建物概要 竹 理 大 阪 市 建 築 局 官 給 諜

設 計双昆社 竹 ｬ 段ｾ祭事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

所在地大阪市部品1 5 < . 網川町35

工 期 計 工 附 和33"1'- 12月 l n

唆 工 昭 和34"下10月15日

鉄筋コンクリート造2附i l ] ，地下11釈然保付

ill 築而航 853 ，27m2  
延而m 1，861，28m宮

外に庭闘と茶牢ーを見学します。

ｾ＠
Z ヨE 告 2

住友金属工業和歌山製造所

和歌山城の見学会

， 

'  叫

和歌山支部会員は次によりご参加下

さい。

集会所 : 住友金属和歌山製造所工

場事務所前

111 込 : 15 円までに支部へお申込

みのこと但し定員30名に

述した際〆切ります。

-
川

河

』

a
a周

司
J

J

掛

川

大阪市長公館見学会

場
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司R

'常 滑 市民病 |涜

段 計

東 京 大 学 吉 武 研 究 室

田 建 綾 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 戸 回 車旦



、

， 

大 |坂
ｾｾ 匡
予言当 察 病 院

鮫計監理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 叫

施 工

西 松 建

=J1. 
i i J t 株 式

4

2

 

社

10 



大 主 盗 察 病 院阪

冷 暖 房 ・ 給 汽 ・ 酸 素 吸 引 設 備

， 

株 式 会 社 晃 商

‘・

.F- /;1せ

• 

. 6.  

=  

主

占

拠

給 排 水 ・衛 生 お よ び 消 火 設 備

株 式 会 社 栄 興 商

. 6.  

=  

11 



12 

愛 知 県 立 城 山 精 神 病 院

股 針 東 大 吉 武 研 究 室

愛 知 県 建 築 部 営 繕 課

新 病 棟 南 西 外 観 お よ び 3 階 講 堂 外 景

施 工 株 式 会 社 銭 高 年E

， 

• 



住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス 卜 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素r:-: 仕 上 工 事

.> 

‘・

戸庁業工棄美
株 式 会 社

電話@l 4938 ・5888 ・⑪8050
大阪市東区E 町二丁目 ( 三和ピル)

近 代 人 の 感 覚 じ マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

( 巳ポッ ト・ヒ ンヂ持出 し吊り 型)

Ｈ カタ ロ グ御入用の節は御申込下さｾ >  )  

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市 機 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電話 布損益(72) 839・7713 番

東京都千代田区神田和泉町 1 / 11 電話 東京 (866) 3051- 2 番

( 中心吊 自由開型)
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絶望室j 片 i 一
ミ

，τ  

.  1- - #ンカー

東レナイロン絞艶・ 綴過は 100% スパン

+ イロ ン糸を使用し たもので・摩療に強 〈

- 弾力性に宮み・吸重性が少なく

. 虫の害を全く受けません

， 

.ム

E置E

議戎童毛・来段ミ重 平

このほか価格低膝な 100% レーヨンによる -， 

東レカーペット も好 J を附しております " J  

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社 j t 必正 ( 株 ) 泉 商会 大阪 ｉｮｾ ｴ ｬＡ Ｎ ｩ 守 ｬ ｪ ｨ ｆ ｌ 完了 ｊ

ビニデラ ッ ク ス は 当 社 の 技 術!I ，! ( が久し く鋭必; 研 究 をあLけて

完 成 し た新 し い 型 の 合 成 樹 脂 ラ テ y ク ス ペ イ シ ト で ， 他 の

ラ テ ッ ク ス ペ イ ン ト lζ 比 べ て ，多 く の 優 れ た 性 能 を も っ 品

質優秀なアクリノレ系 合 成 ゴム を 宅 成 分 と す る おさ料です。

ピ ニ テ. ラ ッ ク ス の 用 途 は 主 に コ Y クリ ー ト・モノレタノレ ・プ

ラスタ ー 而などの 塗装 に好適な 塗料で ， 五ｾ築内外部Ａ自 主 食料

と し て 発売 以 来 好 評 を 博 し て お り ま す 。

・ピニデラックスの特徴

• ff::¥佐伯: が非常によい

ハ ケ チノ ミ キが非 ＱｈＢ に経く ， 乾煉も子守 ｩｬｬｩ の エ Ｗ ノレ ジＢｬｾＢＢＧＺＧ イ ｙ ト

よ りi1Ilく て， 作業能率が よろしい e

・ 耐久力が よ く ' やけ' がない

アタリノレ系合成ゴムを主成分 とするため，他 のラテ ックス ペイ

y トにみられる. やけ. が なく， i耐久力に優れてい ます。

圃 耐水位 ・耐水洗性がよい

乾土地猿肢は非常に強籾で機水性があるため耐水性がよく. 付 lこ

段肢が汚れたときには石総 7I<.でおt うと，たやすくきれいになり

ます。

・ 佼維な光沢ある仕上り

ij，而はエマノレジコ Y ベイ Y トに 見 られない仮殺な光 沢がありま

す。

・ 付主主 力がよい

コテ仕上のよい 平滑な塗而や， ノ、「ドプ ラスタ ー， 調合 ペイ y

k塗而lにもよく付着 し， ν ート状にはげることがありません 0

・ 耐楽品性がよい

耐アリカリ性が強く，. f I i ) 簿な酸にも耐 え，又力ピが生 えません 。

・ 色見本付カタログご希望の方は当字1: 宣伝 I.!l! Z 係 までお If l付け下

さい 。

1::宇弓n支

@ 関 西 ペ イ ン 卜 株 式 会 社

'  大阪市東区伏見町 5 丁目

• 



病 院 特 集

建 築 と 社 会

第 4 0 集 ・ 第 10 号

先 制 l 開1 1  8  Ｐ 円 ・ 送 料 ｪ ｾ

ｉｾｬ＠ Tll 3  4  lf- 1  0月 20 1 - 1 印刷l

I!H Tl l  3  4 年 10 月 25 円 売 行

発 行 所社団法人日 本 ｾ 築協会

大 阪 市 東 区 北 浜 3T I'l 37 

屯活 北浜 @9648・9649・9640需

振 鰐 口 座 大 阪 39975 1骨
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印 刷 所 持: 式会社 側 文 社

大 阪 ili ; i . 区 '世 山 間J 6  6  

電 話 @ 2 0 9 1 - 3 1昏

印 刷l 者 網 野 栄

建 築 と 社 会

1 0  

5  9 年 。 月 号 目 ;欠

巻 頭 の 言 !IIi lt 'e l乙もの 111す ー… 諌 早 口 火・一16

作 品 作 風

'l i¥" rit dl 民 病 /::，';: ...... ，;を JI :  'E  )、 山 氏 研 究 中 17

11 処 "ft ，;1 Ｑ 傍株パ ゴｾ I1 

施 I 除 式 会 11: "  川 m 

Ｚｾｾ＠ Jl I  dl  l (  J，Ii  Ｏｾ Ｇ［Ｚ＠ λ  .11 :  Ｑｉ ，ＮｬＡ ｽｾＢｴ＠ ｬ Ｚｦｾ ｋｋ 名 ＮＧＨ ，， ｾＮ＠ 'Ji防19i ・・ .22

ｾｵｩ＠ 1: :  ft "  ｾｾ＠ I1 熊 行 tll

12  怖 dl l (  !，Ii Ｏｾ Ｇ ￨ ・ Ｐ ・ Ｎ［Ｇｾ＠ .:1' :  Ｇ Ｑ 札 ［ＧｾＢｉ ｴＺ ｦｾ ｋｋ 名山 村。 ｩＧｦ ｍＹ ｩ Ｎ Ｎ Ｎ ＲＶ

情 ，: 向 山 *l! ，;'}: 円: ベ ゴで .1

公 ¥'， 八 脱 出Ii /;t .. ・. ，，'}: ，，! :  rji ).:. ，'i 式 研 究 : . ; ! . .30  

施 Ｑ ・ 一 自 Ｑ Ｑｾｾ ｊＺ ｙｩ 円、式 会 ｴｉ

受知県、/:t J( ll lh'iiJ I'州/:;e … - 企 [I lri : Ｚｾ泊 ＱＱ Ｇ ， Ｇ ，悼 ｲＧｲ ，ＮＺｾ［民 小川 が［ ，'，.  .32 

押印，IH点 λ ，， 1' :  'If 火 山 氏 研 究 本

吐抑1 ｉ ，Ｇ ，ｾ＠ ｾ 被用 ［ ']: r  糾 ，，'I!

liili コ 円、" 会 11: j Q  川 tll 

ノ、 ｬ 坂 ｾＢ Ｇ ｦ ｾ＠ J，Ii 院 tfr flI: ・・・ ｾＧＮｉＺ＠ ，;1 火 山 I(j 他 寝 泊; 'Fr  ＪＧｾ＠ ｬｩ ｬｾ ・ ＳＵ

建 築 の 眼

本 女

胞 ， . 悩 松 長il J t 除 式 会 tI

38 

ltl j!l:のわ、ll，i胞るuc ついて ・ ..... ，'; 11¥ ｾ ｾＯ ｊ Ｈ ・ Ｈｊ ｲ ｬ ｩ 長 ［［ ｉ ｊｾ Ｇ＠ .. 39 
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;n巡 rp.f なの納期とその大きさについて

() t，i長 誠 . di '3原;;(; - nr， "' 51

京間1j ( '，/!，Ii W)'c Ti 'I- i宅判例、!I 司IYJ 談;;0'，'1ζ ついてー 染川 パク1. .56 
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圃量置匡国・幽ｾヨ・

病 院 に も の 申 す 諌 早 信 犬

病院を利用す る一市民の立場から ，建築 lζ 関係あ ること，ない 乙と ，注文 をつける。

安 ら か さ

ｊｬｪｾ 院の球 Ａ ｊ ｾ ， 九分は ｦ おいた ｊｬ ｩＭｩ人本代Ｇ､ ζ っくり ， そしてや ｩＺ ｝ｪＡしてもらい た い 。 病人は皆多

かれ，少かれ，ノイ ローゼにな っている 。病院! i ] 0従は 明 るく ，1J:. らかで，祐;i" i し3 たデダイ

ンがのぞましい そうかとい って，明るすぎて ，京IJげき過来IJ も閃る 。 また建築家の個性の

むきだしのどぎつい設計も戴けない 。

ゆ と り

大ていの大 ｊ ｬ ｪｾｬｾｴ は外米が千宵Ｚ万Ｚ［Ａミで繁八しているが ， 玄関や ， 待合手 ー が ， ｾ ，火く ， 天Ｚｊ ｉ ーが

似く ，lIi' f くて ，出世fT . している 。身体が弱り ，神経のデリケ ー トな忠者 lζ とって，これは全

くやりきれない乙とである 。作科の診察室の IJiJ のせまい廊下に ，長約了などをならべて待

作 ｊｾｲ がわりにしている例が多いが ， サ ー ビスキ Ｑｩｦｩｬ ｬ ゼロだ ｯ }fi! i-卜を待合京がわりりに使うの

たらば ， も っ と ｉ ｉ ｊ を Ｉｬｾ くと っ て Ｑ ＧＱ し、たいものだ 。

待 た せ る な

大 ｊｬｪｾｉｾｾ では ， 外［Ａミ ｪ 心 ｾ ＿ｩ を長 ｬｉ ｾｩ ＯＱ Ｇ ，ｬＱ !J たせるのが内 jill にな っている 。病める身体で，黙々と

辛抱 強 くが 日 ｉ ［ ｦＡ Ｚ ｮ でも Ｑｉ 分の若干を作 っ ている Ａ品 者のｾ ・ は誠にいぢらしい 。 や っ と診祭が終る

と ， 今度は調 剤 と会計でまた長く ｻ ｾ た さ れ る 。 余程ひまな人で ＱＡ 日いと病院通いはできなく

なっている 。診察は充分に 11与r: nをかけて，念入りにや って貰わなければならないが，事務

のスピ ー ド化をはかるために ， もっと伝票制度の近代化と か，;{ I・t 7 の除械化，とかfzl 送 管

の設 ｦｊ ｩｩ￭ をて夫 し て ｬ Ｇ ｬｾ ｾたし〉 。

分 り 易 く

ＹｊＡ［てま し を主ねた大 ｊ ｬ ｩＭｩ ｬ ｾｴ の 内 部は ， 迷路のように分りにくい 。 ， Ｑ Ｑ い建物と新しい詰物は

設やiii もデヂインも巡 っていて ，チグハグである 。狭い敷地IC1!!D:1JHC  ｊ Ｇ ｾ ｉ 築をしたもの ， ｾて

mすときに 既存似との調和を考えなか った もの，当初の建築の とき将来の iW築 l乙対する適

切な配慮 lζ 欠け た もの ，などゆきあたり ば った りの企画の 欠点をはくろ している 。

，円 潔

1tX:もIl' J' 潔で、あるべき病院が，案外不潔な ととろがある 。病院の哀手を歩くとゾ ッとする

ほど欣 っ たらかしにな っ ている 。 ｊｬ ｩＭｩ ｾｩ の ｉ ｾｲｪ の Ｇ Ｑ Ｇ 庇は ， 芝を張る等巡回を す るとともに ， 斜 Ｑ

""1¥'(1%り句: 手入れをよくして此いたい 。$1'; ぴた り， くさ った りした辿只は ，ぺ γ キを塗りか

えたり ，取借えたりして ，たえずw令を完全にして白い たい。食堂は- .mNT潔に 。病院で

病気がうつる乙とが ＱＡＡｾ いよう ｡ Ｇ ￭ ［ＺＺｴは完Ｎ＼ｪ ｾｉｃ 。

人 間 的

マスコミ ｬｉ ｾ ｩ 代であるから ， 病院の施設もますます大規模になり ， 分 化 され ， 機械化され

てくるが品- r r と| 英r : 日j の人 I}¥l 的のつながりが，そのためにおしつぶされてしまわないよう

に。また| 実学大会 HリJiI のため ，ぷ任ある医師が不在となり ，三.l!JHL¥者が生命をおとす乙 と

が ＱＡＡｾ いようにお願いします 。 作 者 本 会 ｾｉ｜ Ｇｬｬ ・ 日本住宅 公 日 ｬ 大 阪 支所次長Ｉ

， 



1.  南 面 全 景 牧Itl 士噌防をへだてて. i l 勢湾に而している 2 - 5 黙を市める府主か らの眺望はすばらしい。 干Jn ｉｃ のびる平 Ｇｩｾ 長 ｉｉ は外来 松明 ｎＡ 外ｾｾは悦 ・ 染色モ

J レタル胞i T : ひ¥. r . . t ヵヲコン モザイクタイノレ ｩｦＱＱ ， に よるＧ， ｉ ｾ を呼応して ， サノシを木明オイルペイント喰としたほか ，外部 ICは桜 ) J 鉄付の山川を避けた

常 滑 rn 民 病 院 T okoname Muni ci pal  Hospi tal  

2. 病 棟 北 面 手前 Iζ のひる、下家越はサービス隙
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工

建築工事 株 式会社 戸 団 組

時防衛生給排水1 ".'11 三険工業株式会社

｜ｾ，，＼｜ ｟ｲＮ＠ 'Il 近 続 屯 勺 ( 1: '1' 株 式 会 社

情造規犠

人院ベッドぷ

1 日平均外米.'J.. l ;月千j g: {

面 積

者 造

病民市滑

所 在 地

企画指導

股 計

市

施

I附自133年 5 1il 5rl

l附和34ff. 4 月2811

期

丹

凌

エ
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一4

一5

3. ｾト来惨療棟の中庭 外そＮ｜Ｇ， ｬｾ 自，の玄関 を入

った正面 / ( 1! J j るい中ピかひらげる 胤 附 は 現

在A 画中。

4.  外 来惨療部の玄 関 ホ ール 左側が五 I姐およ

ｾ＠ ... Ｇ壬 付の ｾｊｊ ， /，由aが中唯 1正面lつきあたり

の Ｏ， ＢＢ ｦ 引 ζ 九科の， ｴｾｦｴｾ 吉かむら目。

5. 病篠廊下 T 前l主!i 仰のエレベ ーター と£

刊の階段宅 ICはさまれたホール。，1・商つきあ

たりは吃立。
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常 滑 市 民 病 院

も目置. . . J l m

常 滑 市 民 病 院 股 針 要 旨

￭ｩｾＧ ｩＧｬ ｴｩｬｩ は知多平 ｊＺｾ ｾＯｩ ‘の中央部 ｉｃ 佼抗する土産物の ｉｉｉ｛ である。 ｅ の下品は ｭｴ 状の丘陵でつらぬかれ

ているから Ｎ 交通的 ｉｃ は主としてＧＱｉＯｩＭｾと￯ｊｉｬ ｬｩｬ とふたつの地区 ｉｃ わけられる 。 ｾｕｩｾｉｃ は戦後 ＱＱＱＱ もなく半

川，IilC ｲｊ ｩ 立病院 がたてられたが ， 西 ｉｾ ｉｃ は相応の 施 ，ＺＡｬ がなく ， 少し厄介な病気の場合には ， 大部分の

人が名古);i 市へ，一部の人が甲山を* へ悦切って下 111の病院へいっていた 。jF.!l i‘ IC も地区の 小心にな

るようなh耳院がのぞまれていたのであるが ， ｉｉｉｈ ＱｉＳ Ｐ Ｑ Ｑ ｯ ついに只 ｉｾＺＨ ｉ Ｇ［ な金剛として ， そのスタディーが

!1IJ(lf，された。 まず'Jf( 地の選定，全体的な構旬、なとについて，愛知県の小川衛生部長より' 世が従示され，

それに従って ｉ ＡＮｦ ｊ［Ｈ 大Ｂ＿の ＮＧｪＧ 武研究室において ， 以前からの研究成燥をできるだけよ直にもり乙んだＧｾ

がいくつかたてられた。 jooj Jrt かにわたる検討の紡*，ょうやく IIIlRI 321rの訴も近い頃Jι 本泣JI が徹起

した 。ち ょうど己の引から ｉｉｾ 以北工務Ｑ￮ ￯ Ｇ￯ ｫｻ Ｇｊｔ 務所との協働がはじまり ， HIl HI33年の作 IC:J!擁;lJl:，汁

がまとめられた。

験 ｪ 也は伊勢湾 ｬζｉｉｉￎ する ｾｮ Il J也で，軟弱な I血椛 IC ｾｉｉ［ 占と ・ 工ＧｴｬＧ上の慨はあったが ， 名鉄 Ｇｩ［｜Ｇｩｦｴ 総の終，Ｑ，Ｇ， ｩ ，

から従 Ａｰ でわずかに Ｕ 分というＱｉＡＡｬ ＧｉＡ 的 ｾＢ ｉ 点， それにもましでかけがえのない絶好の眺望 ， くわえてこ

のj血}j 特イj の焼物 l 場からの煙の ζ ない位 111などという数々の利' ，'，i，をもった場所で，前倒的 IC ものそ

ましいプロァタプランが 111"¥のびのびと ，， 11削できるだけのものであった 。己のような条件のもとで ，

まず全 ＱＱ ・の構成は主同を Ｕ ｾ寄生 ｉｉ にして ， その Ｒ ＡｬＡＧ￭から Ｕ 階までを州ｉｩｬｩ ｉｃ し ， 成防 ｉｃ さえぎられて海の

みえない l 階には ， ｦＨＮｐ ｉＡ 部門の ｊＣ 宅とボイラー宅 ・ ｈｬｾｴ 宅など， ｬ Ａｬ曲目の ｲ � 服 部をおさめた 。 倣地の南側

JC主 Ij i と平行 IC 干 Ｉ［ｴｾ の外来 Ｎｬ ｾ ｪ 東部をおいて ， 乙れを外米人口まわりと中央 ，Ａ ｾ ｉＮ 長関係の Ｒ つの 隙で主

以とむすんだ。E のII l1 lc できた '1'陛は ，Ｚ＿＾ｉｊｈ＿ ｜ の上でおのずか ら仇Ｇ院の 中心をなすｽｾとな 勺た。 主用

の ｊｴｮ 聞 には ， ｉ ，ｬｊじく、ド家ｾのサービス掛ｻをはりだして Ｎ その ［ Ｑ と半 分を給食関係 ， 間半分を洗 ｩ ＨｬＡ ｬ 刻係の

尚南とした 。検ｩＧｦＮ ・ ｘ 線 ・ 下 ｩ 桁 ・ 分娩など， Ａｾ ＡＡＮｩｬ 則係の九郎の占めるべき ｩ 以内については ， 継続的 ｉｃ お

己なわれている病院ｾ策に関する研究の成燥に比較 Ｈｉｾ ・ ｉ ｊＮ ＧＮｊｾｉｃ 従った 。 水位の関係で地下室がとれない

と，作郎門の配7t がきわめてむずかしくなるが， ζ の場合 ICは l 陪 I c! M宝をおかない ι とによって，

院内の7r 般の拘級を比較的スムーズにさばく E とができた。r . 可制の石渡 '1¥1立については ，J JUEの一般

的な行J量締数で比較的ゆきとどいた石渡がお ζ なえるよう ，回ープランの 11¥なるつみかさねを排して，

術前情岐にもあらたな炭宅を1 : 1 : ろみた。その 内i沢は 下の表のようになる 。

WI 可

*  ほかに衛生児宝 l 。

乙れによって ， 従来とかくあいまいに及川されがちであった入院 ｭ ｾ の病問 ・ 年令 ・ 性別区分にほ

とんど文 ｾｲ ［Ｑはきたさないであろう ｅ とが期待される。

，t:! :1町内には ，ラーメン構』告の住型や梁引をそのままよ ICあらわt . . ， ｾ物の巾からの ＡＡＡＡ ［ｪｴ ｦｃ 応じて必

型とすると乙ろ lζ パルコニーやひさしをもうけるとい勺た ，あるがままの姿にまとめた 。ただ伊奈製

陶をはじめとする i也疋の多くの拠陶磁器; ュ: 喝のご好I立によって，さほど肢かでもない主II 築貨の枠内で，

外山 ・内災とも必要に応じてタイル，陶lli なとを卜分 ICっかうととができた 。TI; 氏の方々とともに心

から再び. またJ ! l J -j- nとしても深くお礼を巾しあげたい 。

なお ， 今や百 ｊ 曹締 約 Ｊの ｊＺ ・ Ｑ＾ が府立されんとしており，併設伝染病棟についてのＩｾ本的スタディー

も ｉｉ ｉｬ船されている 。 乙の術院が地 ｽｪｾＮ， 相［， Ｑ［ の ｉｾ 求 ＨＡＮｊ 地域病院として ， その全き姿をととのえる円も ｩ 車

くはない 。 (伊 藤 銭)
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常 滑 l官 民 病 院 1 階 平 面 図

10  20
m 

地 階 平 面 図

2 階 平 面 図
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5 階 平 面 図

4 階 平 面 図

3 階 平 函 図

企画指導 愛 知 県 衛 生 部 長 小 川 朝 吉

股 針 東 大 吉 武 研 究 室

日 建 位 計 工 務 K K  

エ K K 戸 国 組

ｲｾ￨＠

B. 手 術 部 外科系の行

. l l ! 単位と ，官接 ICむすび

ついた i立近 IC おかれてい

る。'1' 火の下洗いをはさ

んで在 .(i 対弥の 下1>1室IC

は fL;;阜J，、. '11
火 吸引技 i世

. マニ 7 オ ー J レドパの供

給技 ｾ ・ 麻ｾｾＡｉｊ ; 史気供給

絞 iu ' . なと近代的な下 i有に

かく乙とのできない設備

をひ とと おり司自制した 。

施

1内民市滑吊

9.  厨房の配膳車プール 調理 室 ｉｃ は ， 採光と換気とを ｊｾ ねた

悩底椴を設けて， 作業スペースを IYJ るく iH潔な感じにするよ

うに配慮した。配 il J r l i は専問リ 7 トで 直接病I!Il IC おくられ

6.  産科 ・小児看護単位 : 乎llil 右側はオー プンカウンターをへ

fごてて右護勤務室および新生児室。左側は分娩室。 正面つき

あたりは石議作業のための T Jレコーヴをは さんで左右が学誼

およ び乳幼児のための小児病室。

る。

21 

4 ベッド室 州室から

は伊勢湾をへだててi車〈

伊吹の山々 が盟ま れる 。

科病宅にはすべてゆった

りとしたパル コニー が，没

けられている 。il はがl'ゆ

く海外航路の( ( 船の惇が，

I主は 1，1.1.々とちった 漁火が，

lJ.l 者たちの心をいやすこ

とであろう 。

7.  

L  

.  

"  

‘r  

F  



クリーム色ニ丁餅タイル。サッゾ チルールサ y シ。 コンクリートの京地とタリーム色のタイル，サ γ シのプリ
1. 正 面 住 ・1荏'1' 1 コンタリ ト打放し 。腰! 盟

品ーと lill 然一体となって軟い感じを与えている。
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2.  2 階 よ り サ プ ラ イ セ ンヲ ー ・物 療 室 を み る
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院

関 ホ ー ル

。 ア ス フ ァ J レ ト タ イ J レ

ーモノレタ J レ エ マ Sレ ジ ョ ン ペ ン キ

ホ モ ト ー ン ク リ ヤ ラ ァ カ 一

天井: プラスターボードエマルジョンペンキ

ｾ Ｎ 事務室ｩｊＡ ｉｊ より待 合ホールをみ る

5.  待合ホ ー ｊ ｾ 中 庭附近より事務室側をみる

τ  7 ス フ ア ル ト タ イ ノ レ 貼

モ ル タ ノ レ エ マ J レ ジ ョ ン ペ ン キ

ベ ニ ヤ オ イ ル ペ ン キ

天井 プラスターボードエマルジョンペンキ

病民市)1¥ 
且皇

正""

3. 玄

l草

壁

虫

3

一4

一5

て

診療を統けながらi . l ! 物を越て. ｍｩ王 ｉｃ は ｉｬｩｾ 、

泌物も全部析しいものに置j唱えるということは

既設組物の配置に制約されて，プロックプラン

の計聞はなかなか厄介である。己の場合，y. い

[ 広々とした駅地があったため外米 1診療部( 手家

住，一部 2 P.削ζ 行 PH郎) を一陣l工事として . ;'1(

に外来診療問』とJ i i j 仰の中間 IC中央診療部を設け

るという . JJ'1iliC! 日b線の解決しやすいのびのび

としたプロックプランを係る E とかできた。

外来の待合形式にはいろいろのタイプがある

が，

L、つ計段

融 i血性のある E と。

lijj るい ζ と。

逸風のよい ζ と。

なとのことから ，スパン 7. 7米の待合ホ ルと

いう Jf : ' にした。

照光通風については ， ホ Ｍｊ レ商，分を越ｾＨ保と

して ，而l 測の天井より光と風をもとめた。

また外来診療部と '1' ; と診療部の交わると E ろ

を中挺として ，そζ I C は，)、 ，ti を遊ばせ -i i i 暗く

て扱い IC困るところを ，一番明るい均しみのあ

る土場所とするよう IC した。

越同級の巾央部分は予算の関係で 1，だ災現し

ていないが，冷房用ダクトスペース I U号えてあ

る。

終りに大槻院長の理解あるご文持 ICよって，

初めに聞いていた ζ との実現できたのを深く感

謝 しています。 ( 文 : a 川辺)

.  

'  
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豊

段針

施工

6  

7  8  

)11 市 民 病 F  ?G 

日 建 段 計 工 務 K K 名 古 屋 事 務 所

株 式 会 社 熊 谷 組

6. 手 術 室 左目: ) t11¥ if i  tU 主

イ」側 IV< 倒 ホ ー J レ

笠の人間はすべて丸町民をつけている

H2 :  Hi 導 テ ラ ゾ

腰 . 3  6  1'1 ? イ J レ

天井ｾ， ' * ベ ニ ヤ オ イ ノ レ ペ ン キ

7 手 術 棟 廊 下

医師が下 if. i宝の状態を見なから下洗のでき ，

また Ａｊ Ｎｬ 昔の日 ｦｩ Ｎｲｾの手術かはえるように ， Ｑ Ｑ｜人

ｮ 協に低投しｾを託ける

8. 小児科隔隊待合を通じて内科診察室をみる

施 エ 者 の 』 と 1': 

l円海市 工織の問: という広々とした駅地に ， シ

ッタな色調の rlj 民病涜が ，111，合i 郡市に" 、さわし

い医療センターとして誕 '1 した

Ｉｾユ ｈ は Ｗ 月 ｬｩＧ Ｇｦ コしでかも ， Ｗ ヵ ｊｪ て市ー ｉｾｪ

l 引を終り ，円いて If J 平向? を解( 1' 魚沼l した料に

第二 ｊｾｉ 工 ｬＧ を Ｓ カ 月 てＱ｜Ｂ［唱し主的を光 ｉｊｚ させる

E とであった

ｩＮｬＡ物は、 ｮ ｦｬ￭Ｈ ｬｾ にＧ口Ｇの ＧｲＧ 引をした外部ｴｊＺ， ＧＱ

ｉ｜ｾ Ｎ 梁はともに打政し コンクリー卜仕上 けをも

って，いかに時しいコンクリ ート 肌を見せるカ

にあったが，阪 1-1 ，節跡なとを出さないように

との要求により ，すべて耐水ベニヤ 1'( 枠 と し

た またn、11 : 上け期間が寺下になるので ，iI‘ コ

ンクリ ー卜 の抱」二を :;_t きアスタイル下地モルタ

ル喧りた特を十分にした。スチー J レサ γ ンか打

，牧し コンクリ トの住 ， ＧｾＧｉＧ ＱＭ ｦＱ、 に ｬ 配まるため

その取付けやら ，千i荷主にu ¥人隅を削れ、11，なと

をすべてカ ー ブ[上上けとしたため ，タイ ル ， テ

ラゾ なと f士上けに; 1 ，' 心した しかし ..('1' b  .ri 

認に込み1主演工 'ji も作りに近づくと ，打放しコ

ンクリー卜の肌色と腰のクリーム色の 三丁J卦テ

ラカ 7 :t ータイルが白地によりくっきりと; ' 7 - ひ

ナイトブルーの窓ゆとともに快L 、ハーモニーを

慨したして史〈尚たわり，f H 立を呈してきまし

た

安価にしてよさ姥物の光! をみた己とは ， >!i 

、LjJ .. j ならひに; ! ，i!盟主Pl l'i の乙 PJ¥I' r 1あるc' 1':l 而J に

よるものと fてく感謝いたします。

株式 Ｒ ， ＩＱ 熊谷 ｾｬ 名前日J 文山

加 藤 ス リj
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車 椅市民 ｪ ｬ ｪ ｾ
〉ムー，

i % 

E主 計 監 理 日 建 段 針 工 務 綜 式 会 社 名 古 屋 事 務 所

施 工 鹿 島 建 股 株 式 会 社

ｾ＠ 0¥11 ..;z v" 'Ii i下 キ ャ リ ア 工 ，'(円， " 会 訂

ー主排主再' j joj 1(帽 シ プ ヤ パ イ ピ ン グ 円 、 式 当 ' 1

Ｔ 正，ｾ俄 近副主 i [J ＧＮＺｴ エ Ｇ ｊ ｾ n パ i; そ
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1. 南 面 外 観 玄 関 ホ ー ル 廻 り

作 . ＱＭｾ Ｚ人 ＭＮＢＱ {J 荒 川 ぎ

f雫 モ ザ イ ク タ イ ル ド I Ii 

軒 '1 モルタ J レ: 町民ヘキ# イトドI ｾｉ ｉＩ［＠ f.t 

耳目 ス チ ー J レサ γ ゾエヤタイ ト5 Y R引

一 部7 レ キ 十 ス ト 中 ' " ブ ロ γ ク

ガ ラ ス ハ メ tj! L  

rW・手 摺 子 ご ン ク リ ー ト 打 放 し



豊 橋 市 民 病 院

所 在 地 盤 両 面 市 松 楽 町 43 番 地

規 模

当初外来数( J 目) ...!!i 外来数 ベヅド数

平均 l ，J 00 t; 1， 500名 400(既設)

現在は外来 1，700名 ベッド数490

建 築 耐i b'l ( 本川のみ〉

m"  

地 階 5  3  4.  9  3  

1 階 2，5  1  3.  4  0  

2 慨 し 4 5  S. 3  0  

t吉 区 2  i. 5  0  

計 4，5  3  4. 1  3  (1， 3  7  2  Ji' ) 

設 備 特 Je

・全阿1を第 1， 司>2系 統， 下術プロック系統

ｉ ｃ 分け中央式ｾコ ｴ 調和

・政送設備全向C 50W 1， 15A  ><l 5W x  3  

・ 非 ￬ｔｾ 報誌ｻ輯全ｦＧｩ ｩ そlJ 盆ω窓，事寺第，消防

害直報

構 造

鉄筋 コンクリート造， 地上 2 問弁， II'! トl 階

外 部 仕 上

柱 梁 人 宣 百 淀 研 き { 土 上

腹 壁 モザイクタイル白色貼，一部プレ

キ 4 スト中主プロック ，ガラス l配

ｾＧｩ し

。f 賓 モルタ ル土蝿， ヘ キ サ イ ト 吹 付

陪 根 アスフアルト防水 ， ' . / ンダー押え

目地切仕上

工 期 η ヱ 昭 T l l33年 4 月10日

竣ヱ予定 昭和34年 10月20日

2  

3  

2. 一 階 薬 局 待 合

1<; :  p プ ラ ス タ イ ル N - 8  

ポ - ，，' - 5  B  A  '1.，: "  

巾 本 木 下l 寸 イ ル ペ ン キ N  - 6  

腰 大 J' R  5  ( 白 サ ラ サ)

ベ ニ ヤ す イ ル ペ ン キ 5 Y 写h

壁 . ベ ニ ヤ オ イ ル ペ ン キ

プラスタ ー エマルジョンペンキ 5 Y%

天 井 吸

t  

u  テ γ タ ス

柱 型 ゾ ラ コ ー ト 吹 付

3. ホ ー ル 階 段 廻 り

路 面 P プ ラ ス タ イ ル N - S

蹴 込 テ ラ ゾ ー プ ロ ァ ク N - S

ポ ダー 蛇 紋

手 間 沼 地 ク リ ヤ ー ラ γ カ ー

乎 m干 2関 税 オ イ ル ペ ン キ 5 ｂ ｲＺ ｾ＠
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2 階 管 理 部 門 ホ ー J L.

E量 計 者 の こ と ば 融 通 性 と 土 地 感

。病院が活動し続けるためにはあらゆる耐で融通刊の号1，1 ¥が大切だといつも純忠します。

乙のf吋院は J争療規模 IC対して事米，1 J . l 百数がとくに事い ので ，沖合の不均等な M維を避けるために

〔いろいろ問題はありますが) とにかく待合スペースを融通の利くよう '1' ;とホ ール にまとめること

を外米 ，151. 京都計l量iの仏本としました 。 すな わち 訪僚の ¥L助からみた診療室の匝JEE と! l ¥/' l の待合 のz昆

み7) か ら 咋えた 診療引の配置とは必ずしも一致しない ので ，同1r.- IC ある TJU庄の巾l約も加えました。

待合スペースはそれぞれ 3 - 4 :

'

月'I の余怖をもって解決しましたが， 古ら IC今後の別加 IC対しては本

館 2 陪 の代理器iをそ の J t 棟 2 階 IC増 築 移設する 予h主です。

配置計 ｉｾｩ については ￦ｴ ，没第 Ｑ 術 ｬｩｉＡ がｾ情 ｊ 色であるために ， とくにその Ｑ Ｑ 帯を 他 の用途に転附する

融通十l がなく ， そのためにいろいろな配位の可能判が大巾に少なくなり ，かつ下術開1，放射線開1，

険 舟 l':li などを狭い' l } I J也ICあえて押し込む結* にな ったのは非前 lζ 残 念でした 。

。土地 fl'j の実感( トチカン) とー煎論とのバランスはとくに病院では大切ですし . また鞭しも、 。 為

ｾを初め ， 下Ｉｊｊ｟ Ｎ カル テの敏い ， 待合のフンイキ ｉｃ ，_ ; るまで一 般論で処 }!Mできない耐があり ， トチ

カンがi嘗み 111てきます。 ( 文口 組1I川 ，織 111)

豊 橋 市 民 病 院

施 工 者 の こ と ば

1Is1f 133年 4 月 ，J' . '1< ，' ，下以来 ht も内心をした

のは，病院としての? 押唱を一円も休むことなく

施工するため ，工期を ｉｾｉ に分け ， 市一期工 Ｇ Ｑ Ｇ

の本館治療室完成後，在米本館治療室を一部解

ｉｾ ニ ｊｕｉ ｊＺ 'IHc ;，' ，干 ，完成後さらに残刻iを解体三

WI- t: 'IIIC;，' 1下する点であった，ために" を2十者お

よび ｬｬ￯ｾ 築課ならびに病院ととくに緊密な工程

上のt i ! 絡を必嬰とした ー IUI 工引の本館治療宅

工事は地下一隣地上 二防であり ，牧地の関係上

材業中の在米本 l"fli 治療宝と近持しているため地

階制削 ICは非市 IC心配いたしましたが ， 苧い地

盤がよかったので無事完 1 いたしました E とは

何よりと，¥!.t っております c

当病院は毎円千余人か らの外米. I J .1，? i があるの

で ， 九ＭｲＮｊ ｕｉ の継さ ｆ Ａ の ｊｕｉｉｉｾ においてとうして も

忠告がI : 'Jf 喝の一部を通り快けねはならぬ個所

ができ ， ＱＺＮのため一郎工程の主ＧｾＡ，尭Ｇよ Ｎ 夜ｲＮ ｵ

作業などにより硲! 1 ' ，の打開に努めた また コン

クリート打ちに 当っては騒 音が入 院忠丹や，干

術 lζ 彬響する E とを :[t.れ，でき るたけ日雌円な

どに施J ーするなと配慮した

;J、だ: 1: IJ¥は半ばであるが，過ぎし -11' を擦り

かえり大過なく進行し ＱｾＩ た己とを，｛Ｇ，ぃ ， 関係各

位 のど ｰｾ 解あるご指噂を感謝する円、市です 。

鹿 Ａ［ｾｦｦｩ ， ｕ 株式 会社名古 川 ｊ 文Ａ占

官 官 村 正 幸

---roe，同

配 置 図
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10 却
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，竺竺事 色唱
地 階 平 面 図
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1 階 平 面 図

豊 橋 di 民 病 院

2 階 平 面 図
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街北よりみる 手 li 日が手術棟。 3 階が一部分だけ作られている。

N  - f '  

② 。 刈て J 勺 一二千 |  

川 作 r_J  ?'I ，11 暗 I I  

広 佐 一一

， ， 

l _  

ｾ峨 民 叫

E コ 昨軍空円 L  L  - J [  
「アJ 今ι Egzae L  

口…「 」i - . -fj， - <l!! _ 1  | 配 置 図:1V¥!' !i l 1ラ¥ 伝 染 病 綴 tR 楠
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公 立 八 鹿 病 院

外 来 診 療 機 ・病 棟

所 在 地 兵司L 叫長父 l郎八躍進町

位 置十 ｮｲ 京→ 、・Ｎ古式研究 家占武ｾ［ｊ、

伊 高 知

船 越 計YI

太 011当1;主

ｾｦ 十 ｴＧｅ ).:::. 

t茸 造 ｬｩｩｾＺ →、ペー ＢＱＧ 中研究宅 仲 成雄

"'"耳光

施 工 三九l 全民1 : ｜ｾ隊式会社

現 時 井 崎ail 二

摘造 ・規模 廷面的 1， 922. 901" 

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 2 1li' i

住( 将来 4 階 の 予 定〉

工 期 守 J: 1958年 4 月

続 1: 1959年 4 月



t  

L  

2 .  3. 4 階 平 面 図

1 階 平 面 図
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理主

犯mQ

公 立 八 鹿 病 院 設 計 要 旨

八鹿は兵 jl ll l J ; l . . の丁! 主まん中 . lllf.主将沿線の一つの町である。人口はさしてx . く

ないが. 1Yf.父 !出の交通の1 : 衝で ，ｾＢ ｲ ｽｪ ｬ 凶行きのパスが乙こから ＱＱＱ ている 。

したがって ，現模はさして大きくないが，地域中心病院的なt E 絡をらっている

と号えられる。ベッド訟は l註終的に{ ム染病棟を別に して 150 を口聞としている。

.:Uトは次の点で困骨量なものであった。

1  ) 敷地にはすでに木造の平京およひ' 2 防組の他物が - [1、Iζ 姐 っていた そして

E の中には比較的析しいものがきまれており ，乙れは t却すととができず， した

がって今回の工事としては ，敷地の 中央にあたる 古い術 慨を取 り壊 したあとの

阪めて伏い場所 IC計副せざるを llJ なか った。

2 ) 新築 部分完成後 b . 既存節分と一緒になって病院の隙能を発拘iする1e. ' ! l ' があ

、

哨

+

った。

3 ) ユ:' )1を行なう IC際しても病院の働きを瞬時も止める己とは E存されなかった 。

ζ のため . 1日病棟の跡 IC厨房を 作って移転し . ｉｉｾ 郎防 の跡 ｬζ 下 術Ｇ五をもうけ ，

今! 立は手術宅の跡 IC外来を作るといった噌Ifi';1ζ 計画した 。

4  Ｉ病院の将来の発展を培 Ｑ ＱＱ｜する必要があった 。 それも町￭ｊ ｩＧ よく段目守的 ｉζ 主ｾＢをで

きるものでなければならない。そしてさらに本選iの他物を全郎取り域した際 IC

は. 析しい病院がきちんとまとまった形で完成されなければなもない 。

以上の諸点については比較的スムーズな解決が得られた。設計は ，待合五のと

り方や，外刊の外来診療室と干術室を近づけて ，ギプス司王を共同にするなどの工

J とも行なったが，また問房のmljj も比較的うまくいったと思う 。なお ，士吉エ古の

紺身的な 努hl こ紙聞を 借 りておましを申しあげる次第である。

下 厨 房 内 部

31 
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愛 知 県 立 城 山 精 神 病 院

新 病 棟

所 在 地 名 1
1
1 hI r! i  r. 侃 区 徳 川 山 町

段 計

企画指導 愛 知 県 衛 生 部 長 小 川 朝 吉

基本段針 東京大学建築学教室 吉武泰水

伊藤 誠

股計監理 愛 知 県 建 築 部 営 繕 謀

施 工

建築工事 株 式 会 社 銭 高 組

電気工事 近 畿 電 気 株 式 会 社

曜房 ・給 俳 浦 安 工 業 株 式 会 社

水衛生工事

規模 ・構造の概要

ｉ 買 ｾ 1持I 1401' 、

ベッ ド欽 l'<e li 糾院に町'111、{市2 ｊｾｉ＠ 100円:

WI' 事I面積 3， 0 8 0  m"  

h1i 造 れ筋コンクリー卜 2階建，一 応

3 階

工 期

(l IHHI 32均一 ll f.i ， "0'"' In(l 自133司11) 1

ＢＢｉｬｬ 町 ｻｬｲｦｨ ｭ ｍ 丹 市 Ｒ ＱｾＱ ¥附有134年 5 )J 

2  

3  

1. 西南側からみた南病棟の外観 J，li 室開，分に

ついては窓凶i I ζ11'( か IC鉄柿 f をつけるととを

せず，パルコニ ーの先に小笠コンクリートプ

ロァタと封絡「とをよ; t けた こうする乙とに

よって主内からみた混じが，きわめて! 阿! { { ( ('

なものとなった。なお割、怖 f は上にあきをと

って，その部分は鉄別件にとりつけた F リン

プ網で水 l三IC切った。 したがって外観 b 一両

に閉鎖された ｍＮＮｾ じから教われている 。

2.  病様西妻面の避難階段 外袈リ シン吹 I.t け

fJ : 上げ。筋子取 1・I け月lのコンクリ ー トスク γ

ドはそ J レタル金 ζ て仕上げ。

3.  北病練と南病棟とにかこまれた中庭a 北約

棟の一郎 3階は忠吉汗1' ' ' 会主。映画 ・i¥i{ _:"'f の

ほか f'f. i ! 治療 ・レクリェーショ ン治1#なとか

おこなわれる。
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新 病 棟

4.  ディスベース。病械は北側 IC寝室を， ，背側

IC ，t，の広い廊下をとって，それを怪いついた

てで区切り ，位JlI Jの生活のためのたまり場と 4  

した。っくりつけのソファーはビニールレサ'

一ばり。下 iζ 暖房が通っている。忠自にとっ

ては ，冬は絶対の nなたぼっ ζ の場所となっ

ている。 ｬｾ ・ 将棋などができる程肢のま兵か

おかれる予定。

5. 寝室から南側のディスペースをみる 。ベ γ

ド式のむ五にはそれぞれのド捌とロッカーと

かある。

6 .  - ? - ? ミ式の寝室。九人ごとの押人と快Pll 捌

がある 。窓台下は蛇w.
5  

6  

愛 知 県 立 城 山 精 神 病 院 新 病 棟 位 E十 要 旨
伊 藤 肢

f月神病院を時国な収容所として下活ち のないものにするために ， 故

防 f や錠のディテール IC<. I ! 犠1>( か府 .L、しなければならなか勺た時代は

今やすぎさ らんとしている 。一 時代前の典明的な制神病院であった ζ

の 城山病院にも，析しく ＲＴＰ ベッドばかりの病棟が汗 ｬｾ される乙とに

江った。新"持i l >l i の，; ) l : ，; I における以大の fl 僚は ， 前線や行議 1mでの条件

がゆるす範 11tH勾で，できるだけ IIIJ 般的な切るい '!#.IIIJ をつくる乙と ， い

いかえれば病弔から収容所的な色彩をなくして ， なるべくt J t i聞な居住

用t曹にするととであった 。

配置，11 酬は ，立正 {I 郎分とのとりあいや起伏のはげしい蚊 j 也の関係か

ら ， 比較的 ＧＱ｜ 測な ｊｂ の Ｇｉｩ 函軸 Ｒ 附主ｾの ｷ を Ｒ つ並列させ， それを南北

柚の Ｑ ，， Ｑ じく Ｒ ＱｬＱＧｩｾの隙でつなぐ ｊｂ となった 。 品ｬｬｉＡ九階のベッド数を ＮＧＺｊ

50として ， それそれを l 百，I{ 'I¥位とし ，南北のI l I ! ICよって1河状わけを

よ Fの階によって到なわけをおこなうように号えた 。

プランは ， まず予算と限られた面倒とから I な 8 人をI j ¥{立とせざる

をえない己とになったので， スペースを少しでもゆとりのある居住部

分としていかす意味で ，j tl Ct . / 可" 南 IC day  r oom 11; なT J レコ ープ

を設け ，11¥IC通路でしかない部分の創作をへらすよう IC した。 乙の' 告

は，すでに附如28年 IC精神衛生存議会の姐雫小1 . ' 只会において提喰し

たものであるが，たまたま乙れを探用した新潟県立精神病院悠久;I (  

良l崎市) では ， 約い間仕切りとして巧えられていた「ついたて J など

が，災胞設計の却合ですべてコン 9 リート慢にされたため ， .Q: 関とは

まったくちがった聞く冷い感じの空II r J になってしまった 。 c の裂をは

じめの構忠のままの姿で検討してみたいとの忠岡もあって ， ふたたび

城山病院 IC 乙ζ ろみたのであるが ， X IiIIi，ll 耐にあたられた愛知県営綿

諜の尼崎係長や久保田氏らのゆきとどいた ［ｾｊｉ と監理とによって ， 一

応J . I! 銭高炉olCは自主功したものとなった 。 九息苦ごとの物入れや戸棚をそ

なえた北側の転l I I i と窓ぞいにつくりつけの ソファ ーを設けた 南側 の問

1111をIlj 位とする病室詳のほかには ， 南北を過した食事 ｉｾ 娯策のへや ，

同国 IC晶l した洗i W自，人口を促した行道勤務屯と配』書室なとそれ行護 111

1立ごとに" 立けた。治術的な OJ l I ミからも大きな比mを，Ij める浴' 五は ， 止1

呂IC と勺ても欠く E とのできない唱しみの場である ζ とか占， 眺望の

ζ とにすぐれた tf!側 IC面してとった。 なお南北軸の械には，1告祭 ・治

療関係のへやといくつかの間政小約五とをおいた ， 1，'itt J':l t曹を大きく

文配する条件として ，ね室をベ γ ドにするかタタミにするかについて

は Ｈ Ｑ Ｉ 精神医学的な治療を ｦｾ 極的 ｉｃ おこ伝う乙とを与えれば ， ベ

ッドの Jj が部合かいい。 ( 2 ) しかし .u護側のたえざるはたらきかけ

がない限り ，ベ y ドはとかく忠I 1 lc 対して qf 縛鮮へのさそいとなりや

すく ，i1: U:t でもベァド IC もぐり E むものが町lすおそれがある。 ( 3 )  

- } j ， 忠者の入院前の生活廼湾が， 一般にタタミを¥. 盤としている乙

とを号l置に入れると ， 比較的 Ｑ止院 ｊｾ ｊｉＺＺ ｬ の長い精神病止 ＡＮｉＧｩ の ｊＩｊ 合 ｉｃ は ，

P タミの方がしたしみやすく ， したがって生活的 IC もすぐれた怠誌を

もっているのではなかろうか。( 4 ) 空間の融週刊からいえば，むろ

んタタミの方に利がある 。 ζ の場合 7 トンのあげおろしなどは. ¥] ! . 苔の

生活指唱の一部としてお ζ なうから ， その労を云々する I孟どの乙とも

ない。 ( 5 ＩしかしタタミはｩｴＱ ｴｾ がはげしく ， とかく 不 潔になりやす

い。 ーー などの得失があってー慨にはきめられない。 いろいろ検討の

結栄一応の試みという含みもあって，北側はタタミ敷き ， 南1J I !はベッ

ド式ということにおちついた 。 どちらがよりすぐれているかについて

は，実際の運営ゃっかわれ方を通して ， 追って結論がi J l される E とで

あろう。

あらゆる面でまだまだ不満の多い設計ではあるが， あまりにも低い

卓司自 ICおかれている現状の精神的' 院一般K 対して . ｾｎ るれた条件の中

でのひとつの揃僚を1 : . の病院が示している乙とはたしかであろう。

しかし ， より先取した計闘がすでに他の公立病院でifll められている乙

とを思えば，今後にかけられる期待は明るく大きいといえよう。
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配 置 図

7. 食堂から病棟入 口部分をみる 。A 例ガラスはりの部

分は配給室。 / ; 側は行，/直勤務当f 。

8 . 食堂の一隅。 L L  Iζ はテレビなともおかれ，従米の

l t ' I 神病院になかった l拘るさがみられる

34 

7  

1 階 平 面 図

J，.j 2.  ，1告察 ・治 療 室 3 休 fi: ?在 4 予 備 主 主

5 似 i氏、， 6. 世 '世 7.  N: Ａｾ宝 8. /i ，; 曹人室

9. li!i 会* - 10 浴 宅 1U 吐 よく 室

A : H 司 ( 6 引) B :  8 ベッド l 6 ギ) C :  '1荷主 ( 8 "' ) E : m問

a. l E 洗 b 洗; I l l

2 階 平 面 図

). f，j; .j時 三， 2 治 総 ・1乍畦宅 3. イ ン シ ュ リ ン

5. ｦｾ＠ IIK 宝 6. 古 '主 7. 配 膳 玄

9.  f師 会 主 10. 浴 衣 11. 刊 文 主

A :  ｾｬ 京 Ｈ Ｖ ＧｬｩＩ B :  8 ベ y ド卒 、6 .，!) D : 3 ベゾド五¥4 本)

E :  J11; mJ 



大 阪 嘗 察 病 院 新 館

段計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 謀

施 工 西 経 建 段 株 式 会 社

外 観 外後 二丁掛タイル - Il l ' i 一部人 i芭6小"rJ き仕上

左・ l日 間ir (-i : 荷 町f

， 
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外 観

よ 玄 関 ホ ー ル

下 講 Ｇｩ Ｚ ｾ＠

大 阪 普 察 病 院 施 工 者 の こ と ば

当コ 'Ji施工にあたりー酢 lili を悩ました ζ とは

地下二隣地上七階i j ! のi j ! 物を 10カ月で完了せし

むるにはいかにした占よ L 、かという問題であっ

た。敷地1先日誌のため '1 コンを似mせねばなら

ぬが ， ど本向 ｬ のとおり生コンは予約 Ｇ ｴ ｾ ＧｒＮ のため

JUJ 日は絶対1 らねばならぬ 。その ためには夜世

を掛けねば広らぬが ， 既舗 ｻｉ ，ｾ，占 ｉ｣ｬ 在校するため

夜 IIIJ の騒音はさけねばならぬ また 111 市との! f <

合せ部分の叫 りのエ ヤハンマーの汗与とも ，入

院止1古に ?ll r . ねをしつつ fi わねばならぬ 。

以上を 号li!! 1ζ 入 れつつ約' 品ーなる n“ を f'e"H l

til! filc 工 事 を統行 l ，多少の統制占はあったにし

てもとうやら初期の目的をi l ' l i. x できたのは ，関

係 各 ｻ 立ならひ ｉｃ［ｾ 備関係官ｲＮＭの絶大なるご協 ｽｊ

の 賜 に よ る と こ ろ と 深 〈 忠 謝 し て い る 次 第 で

す。 ( 戸 怯- I ) J)
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jiJj 誕

総 室

特別病室

小児病室

コバルト ω治械室

大 阪 警 察 病 院 新 館

股軒 大 阪 府 建 築 部 営 繕 理

施工 西 松 建 股 株 式 会 社

位 置 大阪市天王寺区小同町 7. 8 ii'i 地

工 期 消 工 昭 和 33年 2 月 13 日

竣 :1 昭 和 34年 2 月 12 日

!I)'( J也lfii !J'l 5  5. 7  2  3. 2 3 m
2  

ij! 物 両i W

階 別 新 館

地下 中 2 階 3  4.  3  3 1 m'  

地 下 1 " 1， 1 7 1. 5 2 7  

1， 2  2  6.  9  0  2  

1， 1  4  5.  3  5  2  

3 砂 7 2  3.  8  1  6  

5  

6  

市 民 1 階

2  "  

3  "  

7  2  3.  8  1  6  

9  9.  3  2  0  

6  8.  0  7  6  

6  8. 0  7  6  

処 刑 fll 7， 4  3  2.  6  6 4  

u王 国i m 7  O. 5  8  5  

ドライ ヱ リヤ 3 1. 3 9 0  

u ! 坪 I. 2  9  7.  4  8  7  

.1 尚 パラベ γ トx端乙 23.375 m 

ｴ 許 ｉ ，ｾ X 端 乙 31. 425 m 

主 14' 1，11  治 以 前 コ ン ク リ ー ト 込

JtT. ト l  附 ( 一間11)' 2 陪)

地 上 7 附 ，J ;'i I，{ 3 防

股 E十 要 旨

111館は附 RI 12{I' IC ! l I j "をされた 230 あまりの同

時をもっ綜合病院であるか，今I"IWI 喝された祈

fiiib ほほ ι れと hil L 問問と f141¥、紋をもってい

る。

ｗｉ 弔問分の ＮＺｉｉｉＢｪ のＧｾ行Ａ［ｴ ， (!，tJ j品川11町lを古め

てー 14ーとした綜合的広，q 曲iを li なった乙と ， 2  

ζ のため現 (flll 却にある部門のうちでも民放紋

ｉｾ ，の， ｬ ｴｗの 苦 しい丙刊の診械部門 ， 下 ｩｴ［ 京ｼ瑚 ｉｋＢ

レン ト ゲン･ＭＧ ｊｉ Ａｬ ｊ などを有 ｩｾｩＢ｣ tt す E とによって

析しい. i . ' l : t明と均時をうえたこと . 3 消 leのはけ

しいI i I O，y . イラー京なとも笥向。" こ持して建築. i . ' l :

倒的なお返りを，;1 ったことなとである ふ旅 11

11は恨 If>外科 と制 神科を加えて I I科11 となった

はか ， コパルト 60Wl 引五の有rλ など . ｪｬｾｈｾ＠ ｾｾの

Ｈｾｾ押 ｩ とともに 内 千五は［ｒ ｬ 面的 ｩ こ別強された。

前向。! IU側からスロープて迂同して地下K 入るサ

ービス通路は IJ ! Oボイラ ーヰ{IC! をして ， さらに

ＱＱ Ｑ 似の 地下 を ｊ 且り快けて内側通路 ｉｃｾ 紛する ＡＡＢ ｾｾ

Ｊｾを Ｑ ｦ＾ｊ￭Ｑっている。一師寺 ｉ こは ι 刊の ｊ 告鋭部門 ，

レン トゲ ン主がある 。 これらはまた放射線防禦

のため，地階( C，;'l けられたコパルト治株主と! ! j .

ｊｉｊ 附段によってｾ給されている 。一二 隣 ｉｃｉ ま可 ［ｾｬ

ｊ ｾ ｾ のされた大 小 の了寸前五併がある。と三隣以上

は分 岐 宝 ， 小児科病 ｎＡ を合む 九 円の ｉｉｾ 宅であ

る。 とくに 1，1; ' " 悶; については l抽出道路の騒 音の

遮 WJ i のためにエ ヤタ イ トサ γν と一二 (R窓を採111

したほか ，1"11ギへの 11光 の11'( 引を防ぐため ，ル

ーパー! 止とベ ネ シアンプライドとともに移動式

のベ ニ ヤ戸を. i . ' l : !t である。

大阪府ij! 宅部世併，: ，! ! 凶' W係長

怯 み二位丹、

ｾ＠



咽て

平 面 図 説 明
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ト
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大 阪 警 察 病 院 新 館 平 面 図
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旅 行 者 と 病 院

戦前のととである 。天浮から大迎へ船で: i ' i いたが，fIi

報で街を予約しておいたのにみ; 人のHが '1' くおいてしま

って，j! i ". ' 1! . ¥しく本の旅h i ノーズンで， ホテノレは空室が一

つもなく ，かてて加えて天津で引込んだ風邪が乙じれて

悪寒がする 。やむなくフロン トに荷物を預け街の病院に

馳け込み診祭を乞うたところ ， 乙の病状で旅行を続ける

乙とは無理だとの診断で，荘、も病院へ来る前lζ 大iiij から

直ぐに帰国すべく航空会社や船会社に当 ってみたがいず

れも 1 カ月ぐらい先まで満員。その上あてにしていた術

もとれないでは何んとも思案にくれるより他はなか っ

た。そ乙で院長にその ととを おしたと ζ ろ， 'i'. ; a 入院し

ろというととにな って，それから 4 [ 1 ばかりは三位の食

事は尖人の新設婦がj I I : 話ーをしてくれ，媛房付の j静かな例

宝で予約したホテノレより安く， しかも病気はなおしても

らえるし，全く阪は{ て術なりと心から干証明l く思 った ζ と

である 。 ( 1K)  

間

「ケン」 と読もう と， rマ」と読もうと ，いずれにし

ても建築lζ は縁の深い コト パである 。メートノレ法の災組i

以来何やらカグが侍いようだが，造形的なイミでは ，な

かなかどうしてオロソカにはできない。

もともと両住のアイダのr J l ¥] J の音読みから「ケ γ 」

が生れたものだろうが，ともかく ζ のコトパは，発生的

lζ は 「ア キマ 」 とか 「スキ <' J なと、の空間的なイミ lζ 「

ヒマJ rイ トマJ rマニ合 ク」など の時! l 1J 的なイ 2 が} J II

わ ったものと思う 。

と乙ろで日本の1 ; " 典芸術で . r間J が表現 |τ の問題と

されたのは建築での空間的なr J MU ではなく ，むしろ円

安 ｩ や ｾｲｬＢｬ における ｬ 時間的 ， あるいは ＱＱ 寺笠的な ｲｭｵ ( マ)

であ った。今でこそ同本の主主築家達も「建築的空間」を

ヤカマ ν ク論ずるようにな ったが，か つては r1J 1! れる音

:"laJ とともにr ! WJ の方も波てついていたらしい。 どう

か皆さん， 乙れからは「間」をお忘れなく. r間の抜け

た」空間構成をなさらぬようお闘い申し上げます

( MM)  

騒
.:n:. 

日 の 手IJ 用

市1ilii の騒音が| 二lキj ドj な迎動で、だいぶ低減されていると

いう別状は有郊いことであるが，学生 1(. I". 論で，駁高が

小 ，'1' ，高，大"y: tl' :のクレペリンテストの能率や誤謬't.;

lζ と. んな影響を及ぼすかをi J l 'J J 1 : してもら った。不 1・分な

資料で結論づけは危険であるが， 一 - の l削白い知見

ある 。騒音度が大きくなると誤謬率も大になる 。 これは

首fJ されるが，騒音の種類別にみると . ｉ ＧＺ｟ ｉ 似ｾｾ包のような

不快な騒音では誤謬率は高くなるが，ラジオドラ 7 の場

介はかえっ て低下している の 単調な反復作業の工場でｾ

'ji や 3 ズムを りえて作業の f1 f 怠! 惑を低減している例はよ

くあるが，クレ ペリンテ ストなどは乙れと軌をーにして

いるかもしれなし川 和々の出 κ 円六 ｬｉ ｾｩ '1' 仏側さ れている

郎会のう再生などにはある r，uit の背科的中I1快がかえ ってそ

の思考 Ｉｊ ， 学ＧＺｾ｜＿Ｚなどに好ましい杉符を ＯｊＧ すとともｼ分 ｬι

考えられる ζ とである 。 ( 1s )  

箱

技術) ii 主主必ト イ'i J1H主治ノ f>L f¥; f， 1会， ソノ '1' ニ劫ヲ" マ

ク部会ノ人達ハイトモ問中ニ引越ν テユク 今引舷ス 'ぶ

ニー11てヲ送ノレツモリモナク，イズレ 11与ノ条件ニ比、ジタ場

所ヲボメテ行ク間ノ似リノ場所トジテ。

コノヨクナ人達ニ トッテ，家ノ、部会ニ. L.

1

げl スノレfFiデア

ロク 。町ハコノ rfi ト箱トノ述ラナ ッタモノデアリ， ｾむハ

rii ト箱トノスキマニ過ギナイ ソコハ人ト車ガ可:ニ l司己

ヲ主張ν ，迫イツ. i u ワレツ，スリノレヲボメノレ競技場デア
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ミデ . 独向ノ努凶td ト包?eOJ ヲ持ツニハ程遠イ

マタ. ノ、々ノ、 y ノヨクナコ| ニハ無関心デアノレ

(By )  

， 



ｾ Ｑ Ｎ＠ 医療保障へのあゆみ

「経済的な指標によってみれば，わが国のおかれてい

る位置は，あたかも“ 中巡向" とよぶにふさわしい。」

というような長現が政近一郎で流行した。経済力の芯盤

がいかにも浅く，その反商いくつかの消沈生活における

パラメ ーターが舷行的lζ 高い レベルに到達しようと して

いる点を， みどとに指摘し似た表別であるといえよう 。

という乙とは，テレヒ' やfii 気冷蔵lぶのはなぱなしい、if 及

のうらで，いつおそってくるかもしれない経済的な破綻

の ｾｾＨζ ，われわれは常におびえていなければならないと

いう乙となのである。乙乙で経済成長のテンポにあわせ

て，国民すべての福祉水準の luJ 上をねがうならば，日J Uc

くりかえしいわれているように，ぜひとも社会保障が強

力に推進されなければならない。

と乙ろで貧困が病いをよび，病気が貧し さに拍車をか

けるといった絶ちがたい悪循環は， 目をおおう乙とので

きない現実であってみるな らば，貧困を追放するための

社会保障の中で，医療についての保障がまずなによりも

霊必な問題であることは明らかであろう 。病気になれば

相応IC支出が] 1; 1し， しかも収入はまったく途絶えてしま

うか，またはおのずから減ってくるのが当然であるから

常にゆたかなたくわえを準備しているどく一部の人を除

いては，生活が傾いてく る乙とは 明

らかである。もし病気になっても療

養や生活を保障してもらえるだけの

約点がなければ昨日今 Uがいかには

なやかであろうとも明日にむかつて

安心して生活していくわけにはいく

まい。一方アメリカにおける飽1li 調

査の報告によると，所得の低い階j凶

ほど病気にかかる割合が多く， しか

もその受ける医lnが貧弱で，病気の

均11日l も長く，死亡率も高い。以近の

わが国の「人口白 w でも，同じよ

うな 傾向が報告され，低l収入階層ほ

ど一般疾病についての恩恵率が高く

最 近 の

‘  

医 療 施 設 に つ い て

武 泰 7.1< 

伊 藤 誠

また精神病などの発病率も高い とされている。 また，か

りに医療についての保防があったとしても，その保障の

程度によっていろいろと問題が起ってくる。たとえば，

図ー 1 は鎚w保険と国民健bU保険とについて，病気にな

ったときに診療をうける割合と年| 出の医療' J . ' l . とを比較し

たものである。世II 山保険( 弘II 保) の場合は，主 として俸

u 生活者であって，保険料の約半分は被保険者もち，残

りは応用者がおっているから，病気になってもどく粍い

負担で医療がうけられる。 しかし市町村単位にしかれて

いる国民俗以保険( 国保) では，ふだん保険説のj彰で保

険料をおさめてはいるが，商業 ・J出来などに従: れする一

般の被保険者ーにとっては，一部を負担して くれる事業主

がないめたに医療をうけた場合には，その古[1度約半分

の費用を自分で支払らわなければならない。 ζ の負担の

差のために一応は保険制度がしかれていても ，世tr保 と国

保とでは図でみるように，その'立診率にもrtt1遂のために

貸すコスト IC も大きなひ らきがでてくる。 乙のように制

度としての医療保障があっても， 14際上の負担がE けれ

ばおのずから十分な医僚はうけにくくなる乙とがわかる

まして国保の; 1i I l!立 さえしかれていない市町村がまだ相当

に残っ て いるから，国民のうちが ｾＮＡＱ ｉ ｃ 及ぶ人々は，到在

病気に対して何の保障も されていないのである。
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図 . 1 ( a) 国民健民保健と随且I保険の

受診率との比般 cr 厚生白

ｾ日よりＩ

政f(.f : 政j仔笹井主位以保健

組合. 組合管常値凪! I l l l 陣

国保 . 国民健康保健

0  

53 54 55 56 57 年度

図 . 2 ( b ) 国民他国1保健と健日i保蝕の

Ｑ 人当り診 ｾｴｾ の比政

(r 厚生白占J より)
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公 共 学 校 共 済 組 合 関 東 中 央 病 院 ( 設 計 : 吉武ぷ水)

医療Ylj 給付率の不均一などの問題は含んでいるが， と

もかく乙乙 2 ・3 年のうち K 一応すべての地域K 国保の

制度がしかれようとしている。いろいろな保険制度が統

ーも述| 刻もなくいりまじっていて，それぞれのI i ! ，j h ' : 大き

なアンバランスがある乙となどは迫々解決してい くと し

て，まずJBだけでも国民皆保険にむかっていく乙とは何

よりもよろ乙{ ましい乙とといえよう。

ｾ＠ 2.  医療保障のために必要な条件

すべての人々が，必ｾ， ζ 応じて適正な医療をうけられ

るようにするためには，国の経済的施策の問題，診療報

酬の問姐，医学教育制度の問題なと数多くのfiii 泌が山脱

しているが，こ乙では一応主122史的な悦野の純凶内で考え

てみよう 。

乙の ｪ 易合まず第ーに必ｾな条件は，国全体を ｩｩｬｬ じ て そ

れぞれ適当な局所に医療施設が街広よく分布している乙

とであろう。いかに保険制度が完備していても病院のな

い村ではどうしようもない。ま れにヘ リコプターの出動

て1作地の急病人が一命をとりとめたとしても，ニュース

円リューの向し、美談のかげには，話題にもならない大き

な不安が似 U くり かえさ れているのである。乙のよ うな

見方か らすると ，現在ではまだ}j主投的h' : ，は なはだ不完

全な状態であるといえ よう。たとえば厚生15医務局の調

べによる と，11101和33i l-' 5 月J } i . ( E で全国町村のうちJ n( 医村

が 4 タム歯医者のいないところが
2496もある。他方大郎

市には5反撃な病院が密集していると乙ろさえある。乙の

問題に対しては，自 ｬｾ 医地区対策として新たに よ全 滅所を設

置し，とかく古IIr机乙集 11.
1しがちな|去附をも (nJ とか確保し

ようとする政策がすすめられつつある。乙のような辺地

診療所には，当然経営上の赤字問題などが付随してくる

乙とであろうが， ￜ 十戸ーばかりにおわることなく実質 Ｈｉｾ な

成果が挙げられるよう，われわれのすべてが注似してい

なければな らない。

次には ，医療施設が量的 {ζ 数多く分布されたとしても

その聞に有機的なつながりがなければ本当に適正な医療

はWl待できない。かりにとーんな村についても， ｾｾ代の医

学で可能な段高の医療がうけられるような施没がもうけ

40 

られてあれば問題は なかろう。しかしそのような乙とは

ほとんど不可能だし，また意味のない乙とでもある 。そ

うすると，現状でもっとも望ましい形は ，まずわれわれ

のごく身近かなと乙ろ ｉ ｲＮ，常 ｉ ｲＮ弘 ｾｗ の相談相手になって

くれ，また具合の惑いときには気1院に診てもらいにいけ

る家庭医としての診療所をもっ乙とであろう。 i火lζ 乙れ

とは別 Ir. ，適当な地域ごと Ir. ，医療(I ( J にも胞設がJ にもレ

ベルの高い病院があって，厄介な病気の場合 l乙は，そち

らに送ら れるといった組織になっていれば極めて安心で

あろう 。従 って医療施設の組織化の知一条件は，診療所

と病院とのはたらさをはっきり分化 δ せる乙とにある。

診療所は疾病の早期発見と応急適切な処置とを期待でき

るしたしみやすい家庭医として，また病院は面倒な疾!1¥

k 対して現代医学の最高の治療を徹底的にうける乙とが

できる椛l或ある機関として，それぞれの機能を巡行する

乙とになる。第二には，それらの医波機関がたがいに約

機的 lこ結ぼれている乙とである。もっと只体的{ r . いえば

適当な地域ごとに診療所があり r甘やl i 11の中心にそれぞ

れ中央的な病院があり ，またそれらを包括して都道的ー以

単位ぐ らいに; ! J ; ' ; 作病院をもっ ζ と。そ して診療所では干

に負えない患者は 唱スム ーズにその地域の中心的な病院

におくられ，そこでも間にあわなければ中央1お院におく

られる。また診療所で特殊な検査が必11ーになれば，その

何1I支病院に依頼して検査結果の報告をも らう，といった

密接な述けいが保たれる。乙のように施設の体系が整備

されて，すべての地域が有織的な医療組織網でおおわれ

てか らでなければ司医療の保障もその威力を発揮するに

はいたらないであろう。

ところが現状では，多方而の努力にもかかわらず，ま

だまだ乙のような安からはほど ill い。まず郊ーに，われ

われの身近かに診療所を開設している開業医は、病院と

のむすびつきが説く 噌むしろ病院を経営上の繭先がた さ

とみているのではなし、かと思われる協合さえある。従っ

て厄介な症例を病院にお くるというよう なケースは比般

的すくなく， むしろ逆に， 相当の処理をしてまで高度

の検丘治政施設をそなえて j心者をひ きつけようとしてい

る。一方病銃では司充実したスタップと施設とをそなえ

ていなが ら，わずか 1 - 2 k m 半径の| 麹j或を主たる対象

として、数多くの外来忠者を集めている乙とが調査から

あきらかにされた。さほど高級な設備もない家庭l 2 l で乙

とたりる風邪や，ちょっとした腹痛程度の患者が大病院

に殺到して 噌 それをさばくのに病 Ａｾｴ ｏｬ ｉＡ は ｦｪｽ ＱＱ を忙殺され

ているのである。。創肋9i と病院との! U] ! r . ! リii ' l ' な&けいが

ない以上，不安な jよ.¥.(fの似lからはま乙とに止むを1!} ない

乙とだろう。

なお少し問題の性質がちがうが，たとえば本年度の口

木正II 築学会: i 1 をうけた関東逓伝病院の如き( j : ， ，; 会療苛) j "J

から病名R，研究部，付属のな進学校までを含めて総合的

a・



!C充実した施設をもち，実に世界的にみても有数な病院

であるといえよう。と乙ろが乙の病院のはたらさをみる

と， 1詳lζ 電有公社の職員のための病院で、かりに束京』ζ

往んでいても関係者以外はこの施設の慰忠に浴する乙と

はできない。加えて、同じ屯々公社関係で全国に分布し

ている数多 くの逓信病院との聞にさえ‘ それほど有機的

な患者の送り ゃうけ入れがお乙なわれてはいない現状で

あるという。国鉄1)1，1係の全国の鉄道病院や，ｊＮｾＺ必公社の

ｊＮ ｬｩｾＧｾｬ 内院などについても，ほとんど同じ乙とがいえる。

公的な資金でたてられた病院としては. あるべき姿から

はるかに遠いのではなかろうか。

また長近，全国の開業医をもって組織されている口』

医師会では司全国 800 か所に医師会病院と臨床検査セン

ターとを設立する計画であると聞く。もはや聴診23ひと

つで迎般な診断を JUI待できるわけのものでない乙とはあ

きらかである以上‘ IJfl . : ' / : f 医が高級な検査胞設をう らづけ

にもつ ζ とは，一般のわれわれや忠者K とって大変よろ

乙ばしい乙とではあるが，j ; f のと乙ろ乙のような桃位lに

あt 問がない乙ともない。たとえば，そのよう な設備の不

十分な点については，前にものべたように ，必1! f 'ζ 応じ

て大病院K 患者を送るような乙とが何故考えられないの

だろうか。 *I'i をiな検査は公的な大病院に依頼してそのレ

ポートをもらうといったむすびつきにはなら ないのだろ

うか。 l況にある大病院の施設と関係な く開業医自体の臨

床検査センターを設けなければならない綴拠はど乙にあ

るのか。よしんば、既存の病院の胞設や入手

がまだまだ不十分で，乙のよう な忠者の送り

揮しておく必要があろう。そのような立場から，現状と

そ乙にみられるこ ・主のうどきとを一応大まかにながめ

てみよう。

1) まず医療施設を医療法の定義に従って. 入院ベッ

ド20以上をもっ病院と， 19以下の診療所とにわけで，最

近数年間の推移をみると友一 1 のようになる。

表ー 1 医療胞設数のうつりかわり

ｉｾ ，＠ "，'， 1 珍 政 所 *

二lo i!K l W4 1三I ｻｔＢｾ＠ &Kーl 世話 床一

昨 叫 末 I 4 ，ω |  

5臼3 11 I ω 6  I  14 邸 9 I 削 i

55 b  11 I  4，7η I  15，768 I  3-b，0時

55  11 I 山 9 I  17，517  I 札 832

56 11 I  5，418  I  此 お 8 I  礼 558

ττ 一寸つ ｾｉ 寸ぷ寸 ω 3  

叫 4 )J 末| 山6 I  

資料 厚生省統計; l 1 it8ll ｲ 鍋花道伴報 ｪ および「医療脳波 ， ｾｉＮ ＺＱＧ ｩｊ

• t主主科 B診1i : ! 所を除〈。手J J . 1 ; とは入院ベッドをもっ志の。派叫ミとは入

院施設のまったくないもの。

現在医療胞i没とよばれるもののうち、約 6 '，!i IJが無床 B診

療所、約 3 '却が行床診療所，病院は伐りの 1 引l といった

比率になっている。それぞれ時罰則の傾向にあ るが，乙と

に病院数の仰びが目立っている。

2) 次に乙れをベッド数でみると，友- 2 のようにな

る。

表- 2 ベッド数のうつりかわり

や検査の依頼をするには則がたりないとして

も，現住進められつつある公的医療機関の体 年

次 | 病 院 | 有 床

| 一 般 | 結 核 | 精 神 | 伝 染 | ら い | 計 | 診療所

系的強i J l I i とどのよう な述けいがはか られつつ

あるのだろうか。 1]11ι 公的医療施設や大病院

をもって組織されている U本病院協会などと

対抗するための手段ではないようにねがわず

にはいられない。われわれにとっては，家庭

医としての近隣の開業医と尚l支の病院との問

の叫が ζ れ以上深まる乙とは臼分自身の血圧

の高い乙とや焔へのおそれにもまして不安な

ＵＲ 年 Ｑ ＲＩｾ 末

53 11 

5-b  11 

55  
11 

56 ' 1 

57 11 

59i l三4 月末

乙とだからである。悶民持保険にむかわんとしつつある

医療のための賀用が， Ef I 表とか乙表とかむずかしく枝わ

かれしている乙となど，恋、ぞfにとっては何度 きいてもよ

く理解し1. F _ } ないまま，既 lζj 央然たる不安』ζ なっている乙

とはいなめないすｾＺ足であろう。

ｾ＠ 3  医療施設の現状と方向

I狗ZEで発JJ1i しつつある医療胞設の中に備たわっている

いくつかの間題点を指摘した。そのなりゆきについては

国民のひとり として十分な関心をもってみまもってし 、か

なければならないが，また乙れら }j 在設の建設に参画する

建築家としては，施設のありのままの盗をも概括的に把

152，970  14，853  U ，02l  358，478 
.  

170，065  178  ，4- 2-LI31  ，606  L6，329 12，0↓ 7  408 ，471 93 ，928  

181，961  210，062  37，8L9  18，010 14，0-15  461 ，927 104，374 

L98，983 236，183  .H ，250 19，177 14，095  512，688 113 ，924  

216，718  252，803  5'L，， 866 20 ，602  14，260 559 ，349 121 ，381  

237，162 

1;;: ｾ［ｾ ｉ ［ ｾ＠ :  

日 0 削 92|1 M 4

263，908 263  ，485177，580121  ，865  1'1，2601  641 ，098 ・

資料 厚生省統計測資; 部「病院年椴J および「医総継投淵査」

公立学校共済組合関点中央病院Ｈ設計 Ｎ 吉永ｾ水Ｉ
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指摘できょう 。

3) 病院および作床診療所について， 1  hi ! i ; 没当りのベ

ッド数を年次別に; i ¥.t1してみると表- 4 のようになる。

表- 4 1 胞設当りのベッド数のうつりかわり

次 152年! 日刊岬 ¥ＵＵ ｾ ｦＮ Ｑ 叫 Ｑ 57{1:: 159年

院 186 1  92 1  97 1  100 1  103  1  106 1  1l.0  

診 療 所 | ・16.31  6.6¥ 6.51  6.61  6.71  

年

病

有w診療所では乙 ζ 数年間ほと λ ど一定して 6.5ベッド

前 後になっている が，病院の平均 以 校 はｾ ｦＮ々大 きく なり

つつある乙とがわかる。すなわち今や全国平均でみれば

病院の規肢は 110 ベッドという乙とに なるが、その うち

わけを57年末のデーター から 恰 ってみると表- 5のよう

になる。

表- 5
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人 口 10 万 川 り ベ ッ ド 激 ( 1厚生白..!1J より)図 - 2  

病院数の規模別杭成

。写生省統計測有部「病院年制J より)

ｪｩｼ 別協 Ｉ ｬ ｭｺ ｼ 匂 ｼ 咋 ｾ ｉ 吋針。お Ｑ ω お Ｑ ＵＰＰ Ｍ

山 刻 Ｕ 司司王 ｾ ｾ Ｑ ＲＮＵ Ｑ ＱＮ Ｑ ｾ＠

乙のぶだけでは，いかにも資料不足の感があるが，たと

えば比較的よく分布された小学校などにくりべると ，ま

だまだ小脳伎な施設の割合が少なすぎるのではないかと

いう! 必じがする。

4) 病院では j心者(r. 対して入院治療をほ ど乙 すほかに

外来診療活動をもお乙なう 。診療所の湯合，その経営上

のいろいろ な事↑ 古から ー診療をうけにくる 忠者の数など

も只体的 lζ は把但しにくい。従 って乙乙では病院の外来

忠者 だけをとりあげよう 。病院の外来診療は ，IIIj K も述

べたように. 地域 lι 対するはたらさとしては 、多くの1: 1;

令本質的に診療所とさほどかわらない形になっている。

従って，ベッド数をめやすとしてみた病院加悦と外来j心

者数とのr : J Hζ は，必然的な相|刻性はみいだしにくいとと

になるが‘ 一応便宜的に ベッド数を分類の'1111として ，，:5- 察

してみる。ただし結該病院やw相11病院では，外来がきわ

めて少いのが普通であるから，一般病院だけについてみ

ると表- 6 のように なる。

-; 1  

li l  

.  

4・

在院忠者数 Ir . 対する外来j怠者数の比

( 賢明)| ; |; |; |; 11121313131510

平司二卜い

表- 6

乙の表から . まず入院ベッ ドの 8 割 までが，施設数 lζ

して 1 割前後の病院によって Ili められている乙とがわか

る。 またベッド数の推移については，乙乙数五「聞におけ

るｩｦＢＺｊ ｊｮｾ 別代は相当に目ざましいものといえよう 。 乙とに

和相11JIAlベ ッ ド数の急激な1111ぴは注目に 1出する。 しかし乙

れを諸外国と比較してみると . 図 - 2 でわかるように ，

人口当りのベッド数はまだ相当低いレベルにある。 また

病院だけについて唱59年 4 ) J 末の病郡日1]ベッド数の比率

を1'1
1

1 してみると表 - 3 のようになる。

表 - 3 病院の病種別ベッド数'!;I ]合

病 極 | 一般 |結核 1 :W1l 11  1 伝染| らい }

z τ 1  41 1  41い21  3  1  2  11  100 

すなわち小 さな病院では‘ 1 11 の平均外来jぶt J . 数がベッ

ド数の 5 I部こも述するが， J.l!以iが大きくなれば大よそベ

ッド数と同じくらい lζ なることがわかる。1! I t " 命乙の値は

平均的なものであるから，実際にはそれぞれの病院の地

域的な条件や経包主体などによって相当のち らばりをし

めす乙と lζ なる。しか し新た に計画される病院に ついて

結核が一般とほとんど閉じ割合を合めていること， fl'[ 

相111丙のベ y ドがわずかに 1 引lほどしかない乙と などが注

目すべき点で，諸外国では料相111内ーが全体のy. - バを内め

色li 紘は多くの場合 1 ;!;i ]以下である乙とと大きなちがいを

凡ぜている 。 今後は給料 ｬ 病院のｾ設が ＺＧＺＧ￼ ｪ ，ＧｩＨにｻｉｉ ｬ びてい く

であろう乙とは，乙れか らも11. l像できるが， ｾｾ定的 ｬζ は

;ムnの凶lで・数多えのむずかしい1: .rj)辺をは らんだまま ，ま

だ明確な方I，'J がしめ されてお らず，そ の研究もようやく

糸口をみつけたばかりの段階K すぎない。従って，乙れ

から乙の方 lilH乙多くのカが注がれなければな らないが，

乙の問題に関 しては他稿にゆずる乙とにして，乙 乙では

一応ふれずにお乙う。ただlT l : 近一部の結抜僚主主所lζ 空き

ベッ ドがみられるようになり. その反山i t t ' i布11病院のベ y

ド平I]m率が全体的にみても
100 96を上 まわっている乙と

から，今後は結核療養所を精神病院に転10する乙とを考

えるべきであるとする広見が11¥] かれるが，統計lζ よれば

入院を公ーする紡抜j心者の数はー li 引乙減っていなし 、。ただ

li.Hk保険の思忠に浴する ζ ともできず，さりとて生活保

必をうけるまでには困窮してい ないいわゆるボーダーラ

イン肘の 中に、比較的多くの結核忠君ーが放il 1 されている

乙とが 1リ] らかにされているか ら，乙れ らについては皆

保険が完成する 日を待つとして， ｾｉＧｩｾＱ Ｑ 病のベッドは別 ｋ

新し く計画されなければな らない乙とだけははっきりと
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一応の推定はできるだろう。

5) 以上で総体的κ 施設の現状のー紛がうかがわれた

が‘ 分布については「厚生，，: ，古 ・昭和33年度版J は次の

よう 1( ，のべている。 r人口万当り病床数についてみると

32年12) J *，現在企病院については会同平均66)択である

が. 間山! 日の92 .6床を最向 lこ 42. 3床の大分県にいたる

まで，占; fi道的県聞の差異ーは大き L、。とくに一般病床だけ

についてみると，全国平均約26床であるが. 最高の北海

道は40. 1床であるのに対し. 最低の脱児島は 11. 3床にす

ぎず，北海道の約4分の l という状況である。乙のように

病院の病床の分布は ｊ 都道府県により ｾｉ￴ 常な相ｪｊＱがむるが

乙のコ干均衡は診療所についても存花する。砂くに病院数を

市3jlllll:"j)別 [ζ みてみると，約 7ilW は市部! こ集中しており

郡部が空白のまま放置されている乙とがわかる。」乙の

ような分布の不均ーさは. ぜひとも解消されなければな

らないが. かといって単lζ 平均的な密度をそろえただけ

では不十分である。どのような地域に . どの程度の医療

施設が. いかなる関連のもとにおかれるべきか司あるい

は新しく位設されつつある大規絞な住宅団地などに対し

て適正な医療施設を与えるにはどのような下がかりによ

ったらよいか，等の問題に対してはようやく調査研究が

手がけられはじめたばかりである。今後の成果をJ! i Jして

まちたいが，また研究の順調な発展のためには，各方面

の緊空白な協力が必要とされよう 。

6) 最後に ，最近各地の病院に設立されつつある“ 癌

セン ター" “ 高血圧センター" などについてふれてお乙

う。乙れらの施設の紅設に参聞する建築家としても，何

故に乙のような問題がやかましくと りあげ られるのか，

その: t t :i ¥; を一応知っておく必要がある。まず第ーには，

既にひろく知られているように焔と高血圧とが最近の死

因の中で大きな割合を占めてきたからである。 r人口動

態統計 」から死因順位の変動をみると，大正i時代lζ は大

体①肺炎①胃腸炎①結以@ 脳卒中①老袋という順蓄が

安定した 'Rを保 っていた。と乙ろが，その後 ‘ 14i 紘と脳

卒中とがだんだん上位にあがっ てきて， 昭和24年頃には

①結核①脳卒中①肺炎@胃腸炎①老哀といれかわった。

次いでi昭和25年[ζ 癌が新しく 5 位 lζ なって以来，たちま

ち年ごとに上位にのぼり，一方治療の飛限的な発反のお

かげで，国民病とよばれた結核が年々下位! こおち，11刊和

3幻2年にはi遂丞おlに乙 5 位までの11順|唄貝番から姿を1消nしてしまつた。

すなわちH

①肺炎とその手符予相をまつた く一変する乙と lにζ なつ fたこ。

すなわち ， 今や Ｙ Ｎｴされた ｮｍｾ ｬ� と筋とのたたかいに集 中

的な努力がむけられる乙とになったわけである。第二[ζ

たとえば癌の場合，従来は胃癌を手術するなら外科，子

百1おなら姉人科といったように. 診療科 同によって個々

))IJ 々の治療がお乙なわれていた。しかしζ れでは，当然

のζ とながら) ' ，手抗ちが多く，治療効果も頼りないもの

となる 。 各科は Ｑｭｾ 命，法成医学の分野のカをも総合的 ｬζ

結集してはじめて大きな成果がJQ] 符できる。脳卒中につ

いても同じで， “ 老人病学" の名のもとに集中的な研究

と協力診療とがおとなわれようとしている。乙れらのた

めの具体的なはたらさの場がすなわち“ センター" なるも

のである。ノトや厚生約でも 13億円あまりの予t ; c を投じて

国"SLf/iJ 巾炎筒院を設立しよう としてい ると聞く。以上の

ようなな ￆ を正しくとらえた上で，ｾ築家の ￟ｬｉｊ からも，

施設としてあるべきｾを提案すべき ｈ 寺 ｊ ｬｊｊであるといえよ

つ。

S  4. む す び

以上， 最近の区波施設について，比絞的i f 5 い観点から

現状とその問題点. およびいくつかの新しいうどさにつ

いて概制してきた。

側々の施設についてより細かに観察すれば，乙と! と病

院の窃代司i以後 10年以上にわたる名方面の努力の紡米司

王l ! 築的なかたちの面でも ，管理上のうどきやはたらさの

函でも . いちじるしい進歩がみられた。たとえば病秘で

は右ｩｬｬｩＺ ｬｾ 位を基木として診療 ・ 者泣 ・ サービスのすべて

が充実されるようになり ，看護者とi l . ! 築家とが協力して

より発展的なものへの追求が開始されん としている。外

来診療部では. IIIJ 述した問題をはら みながらも . いらだ

たしt 、待ちと長い行列とを何とか解消すべく . 待合室ぐ

ど胞; 量的な工夫や巡営上の新しいシステム( たとえばア

ポイントメント ・システム など) が提案された。検査や

手術や材料消毒などの中央化も概念、的 ・図式的な] 巴から

実際の諸条件を力f I I 床したものへと只休化しでほぼJ也につ

いたものとなった。給食や洗濯施設についても，そのは

たらさが調li かく分析されて， 一時代iii iとは見ちがえるほ

ど向上 して きたが司なおも機械そのものの改良ゃ，個々

の病院だけで解決す るζ とから一歩ふみだ したより体系

的なサービス( たとえばクルー・プア ドミニストレーショ

ンなど) の可能性が検討されようとしている。乙れらに

ついては既Iζ 述べたから乙乙でくりかえすのはやめる九

ともあれ，医療施設のより大きな発展のためには，本

車11でのべたような基木的な問題を適椛1(. 紅施した上で喝

さらに総合的な研究が地道1( ，進められ， しかもその成果

がひとつひとつの辿設に着実に生かされて l 、かなけれ1-:

ならないであろう。 (590920)

' 病院m築の段近の免鹿 古武家水 H 病院" ｝Ｖ ｾＲＱｽ＠ (5702)  

( 筆 者 吉 武 : 東京大学教侵工学部建築学)

伊藤: 千葉大学講師 ・工学部建築学
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¥..- れ か り 医 療 保 健 網
の 施 設

(大 住 宅 団 地 建 設 の 場 合 の 試 案)

は じ め に

乙乙で医療{ 泉純施設とは病院 ・診

療所 ・保健所をさすことにする。

乙れらの分布状態はたとえば図 1

をみてもわかるように病院の分布は

都市に街ではあるが比較的広く分布

し. 診療所はさらに密に分布してい

る。これをみるとわれわれの府住し

ていると乙ろは一郎の無医地区をの

ぞいては乙れら病院 ・診療所の網に

おおわれており，また保健所も均等

に配置されて医療の面でも保似指導

の而でも全く問題がないようにみえ

る。しかし住民の ｾ｜ｉｊ から乙れら医療

保ｾ施設の利用の実態をみると必ら

ずしも問題がないわけではない。

附和31年Aミの医Iti 施設放は厚生1 ' i の1:t<1ti施

設i¥¥1'l' t. 医師. t:姐f11夫側，議剤師澗: t i ICよ

れば次のとおりである。

表 1 氏 自 主 脳 波 数

種 類 |病 院 | 一 般 開 所 | 歯 科 診 療 所

人円 10万 l  

6. 0 I 部 .6 1  28.2  

j J 施，没敬 I  I  

l 胞 ，段I I  

I  17J OO人I 2000人 4000人

当り人μ I i  

病床数 i t 人口 10∞人ペり 病院 6. 2W.

一般診J i j ffr 1. 3  J+: .  t材料診療所 0.0床，

総刊で 7. 5床と伝って t 、る。

医療{ 泉純施設の，没ill のための資料

をＡｬＧｴすためにいままで都市 司 ｊｾ 村の

各地でいろいろな調査を住民側から

とか医療施設のs ¥IJ からおこなってき

たが それらの;;lfJn結果については

it.t J  

ほかに述べてあるので‘ 乙こではそ
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れらの調査結果を随所にはさみなが

らいままでの調脊 ＺＪｾｩ 泉をもととして

大同地が大都市近郊にII 設される場

合を想定して，そ乙にどのような方

針で医療保俗施設を姑設したらよい

かという乙とを述べ. 現在の医療保

長ｾ施設の投置状態に対する問題点，

今後の方向という乙とに対する考え

方にふれていきたい。

乙乙には大団地を$ T しく恕設する

場合を想定して検討を進めているが

' 小団地建設の場合とか既存の市街

地にもその考え方はあてはめ得るも

のと巴、う。本稿は今後の調査研究に

い

僻

よって. もっと深くいろいろな角度

から検討を進めていかなければなら

ない幾多の問題を合んでいるので，

いま各積の調査を計画し一部はすで

に実施しているが ー 読手ｾＮｾ罰百のど批

判をお願いしたい。

これは木年 ( 1959年) 春日本建築

学会の委員会で東大吉武研究室の人

々と共同で検討し、ほかの地域施設

計画とともにすでに報告したものの

中の医療保健施設の項をもととし、

それに加筆したものである。

1  .  医療保健施設設置の方針

(  1  ) 大都市近郊の場合 lζ は地域外

. .' t: 

‘ ザー

、. '

図 1 ｾ 知 県下の病院分布
乙れはｾ知瓜の病 ＱＵＲ 分布である。都 ｩｬｩｬｃ 集中しているが ， 平担 ｉ 由岐には比較的よく分布し

ている。 E れ IC比し IIII:U地戚はずっと少位くなる。 A 日1は保健所



の医療施設も利用されると考えられ

るが，いままでの地域仰lからの利用

調査の結果によると地域内の医療施

設を利用する傾向は強いので、地域

内で平11万] しやすいように医療施設の

分布を密lこし、 しかも水準の高い医

療施設を設置して団地内で利用が一

応完結するようにする。

司 ｬ 京都 内 の Ｓ 団地の［Ｚ｜ｾ資 総 ｭ によると ｬｫｭ

悶内の利川は比較的情厨の高い H では 51%

近郊地待の G が74%. 下町の Y が 85% とな

っている。 (文 1- 6. 文 1- 7)

( 2 ) 日常的 lζ は診療所がよく利用

されているが司高度な治療、検査，

入院など病院利用の必要な時l乙診療

所から病院への患者のおくりはかな

らずしもよく行われているとはいえ

ず，利用者側の判断で行われている

場合が多い。そ乙で今後は診療所と

病院との相互の関連が密接に なるよ

うにする。

乙の 乙とは術院の近 〈白血者は i mま来脱者

が事< . 速くなるとほかの施設を綬11' してか

らくる 忠者が多くなるが，その崩0 IQ)Uの施

設Ｈ多 く の ｬ Ｂ ｾ 診淑 所Ｉ から 紹 介をうけて く

る色のは少' . r . い E とて わかる。 (文 2 ー し

2- 2.  2- 5)  

( 3 ) 出産の時の病院その他の施設

利用の羽l合は非常 lこ高く なる傾向に

あり ，住宅団地内では9096以上にも

およんでいるので' 産院の分布を訟に

する。

さきの資料 ｉ ｾ よれば入居後の出産の内 ｈ で

1196%.  G では95%. Y で1;184%が病院とか

産院の利j f j l U.r. っている。( 文 1- 6)

(  4  ) 保健衛生活動は保健所で現在

は行われているが，その分布は粗で

あるので利用が比較的不便であるが

Ｇ 今後はもう少し住戸の近くで鎚 ｢ｬｾ

相談をうける乙とができるようにす

る。

現 Ｑ ｅ の保 随所 ｬｩ 人 ｬ コ ＱＰ 万 ｉ ｾ 1 カ所 を都精 と

して投阻害 れ，たとえば愛知県での分布状態

は図 Ｑ のよう ｉｕ ，，ｾ Ｎ 人口数万から Ｒ Ｐ 万人以

」てを対象人f I としている。

保他所の分干) i が組なためはその誘致悶 も比

較的広くなり，たとえば愛知県 I 保健所を訪

れた人の地域分布は図 3のようになっている

S 田r. I-l町

、

な担吉野分 吉岡宜た ｴ ｴＮｾＱＡＮ
鯨 骨 島 民

首舎場昨草持品1 "'<:'

図 u

私 鉄

白量的車道路

町 ｩｾ 忠 告ｴ

f.. 1 ! 喰卑品集

図 2 . m! 村地峡の医療h1ii 設分布

I 町

ｾ＠

l l l l T 津川也色

愛知県下平坦鈴村のI町 と山閃出村H町の医療胞設分布をしめす

( れ ;27

!・，/ .' 

.'"1・ミ .. '! !  ・4

ｾＮＺ ，｜Ｇ＠

5  

図 3 I 保健所の受診者地域分布。. 印は母子健康相談。× 印は一般健政相談の受診者

( 約 1 カ月 ) 地主主分布である。管内全地域R ひろ〈分布しているがやはり地核的

かた よりのある E とがわかる。

I OI CM 

45 



2.  住宅団地内の医療保健施設

(  1  ) い. ままでの同地では①診療所

なし①医師を居住 させて夜間診療所

を開設する①開業医を入れる@病院

の/1¥先診療所をおく司の各fll の場合

があったが， 市街地内の 300戸に述

しない程度の小団地をのぞいては団

地内に診療所を設ける乙とが好まし

し、。

E のうち②の夜間診療所は夜間の緊急の場

合にはよいが，夜間のみのために利用が安定

しない傾向があるので，一般に利J日が日限さ

れる。 Xf同'li cよる と夜間診療所の利J l l I士団地

全診1f . HH' ( の25%にとどまっている。

( 2 ) 医療施設を利用しやすく . し

かも水準高いものとするために診療

所の分布を布、にし. 住戸から 500m

以内には診療所があるようにし，都

心の大病院利用が不便な¥1 与には地域

内に 1 またはそれ以上の病院を芯

置する。そうすれば借住者ーは診療所

を 1J':引内に利用して，病院はより目 :j

度な治療. 検査で入院通院を豆する

¥I !j に利用する。そしてさらに必要あ

る¥1寺は都心の国立病院とか大学附以

病院などの 中央病院を利用するよう

にすればよいわけーごある。しかし現

状ではl I IJ述のように一般の開決医に

よる診療所から病院への忠朽のおく

りは緊密には行われていな L、。

診療所の利用 It ωOm 以内伎のと〈近くの

ものが利JTl されており. b しも近くに彩服所

がないようたと乙ろでは利ｊｬ ｉｾｪｊ ｊＡＺがおらてい

る乙とが測在の給処明らかにされている。

(文 2- 6他)

( 3 ) そこで開業医診療所とは日IJ に

地域紛: 合病院の ;1¥先診療所を及但し

住宅地域全体をl求人の徒歩限界 とち

えられる l kmの下IJ 川閤でおおうよう

品

、

「

門

m

t

L

f

 

にする。乙の地域綜合病院と 1.1¥先の

珍療所は後述のように保健活動とも

緊密に辿絡する必豆があるので，公

立または公的な経れである乙とが好

ましい。 ζ のIJ'，先診療所は綜合診療

所で必らず産科を併設する。乙の綜

代病院と綜合診療所とは緊密な述絡

をとり、医師の交流司忠者のおくり

はスムースにお乙 なわれるようにす

る。したがって綜合診療所はいまま

での病院の外来忠者のほとんど大郎

分を引受ける乙ととなり，病院は入

院に重点をおく乙ととなる。したが

って n常的には一般診療所を利用し

ていたとしても 必妥のある時には

各住戸から利用しやすい l k m以内の

ところに綜合病院の外来に 相当す る

綜代診療所があるからそ乙を気軽に

利川でき，そこから必ｾある時には

l 中 央1

同 l't I  

Ｍ ｾ＠

図 4 現在の診療所 ・病院

会住宅団地を半径 Ｕωｭ 位の診ｾ所網でおおむ

現tEは診療所と病院はI立般的 ICは関係はなく ，

住民はそ の都i ! ! っかいわけでいる。

ｸ 司 ｩ 圭，［ｾ

r 晶 円

図 5 11'宅団地内の診療所 ・病院の設促案

開業医 ICよる 診療所とは別 IC公立材、合病院のUI 先診療所を; 役R

し，半径約l k mの闘で全日1地をおおうようにする 。そうすると

地峡の人 々は開業医による 診療所を平常は使J f l するだろ うが，

必要あれば1誌の診彼所を利mし，さらに必要あれば綜合病院，

中央病院とより上級の絢; 肢はおくら れるだろ う。己の綜合診療

所はお座もでき ，保他m導色お乙はう。
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( 5 ) また一般住病棟とかマ ーケッ

ト内 lζ 関投し X 線を佼汀lする場合に

は防禦を注意する必要ーがある。

( 6) 開業医による一般診療は施設

数が多いから入居にあたっ てはそ の

分布が地域内! C . 均等になるように計

画する必要がある。

( 4 ) 一般住同線の場合! t : . はテラス

ハウスとか中高陪の第 1 W: など居住

者が近づきやすいと乙ろを当てる必

要ーがある。

( 3 ) 施設としては内科，小児科な

どでは一般住居棟内で開業するとか

歯科. 外科系の診療所ではマーケッ

ト内 に開設するなどの形がよかろ

っ。

( 2 ) 乙の開業医による一般診療所

(; t . 綜令病院一綜合診療所の系列では

うけるととのできない距縦の近ざと

家庭医としてのよさが特徴となるで

あろう 。 乙の場合綜合病院一綜合診

療所の系列との関係はIJg業医による

診療所の忠ず; で検査とか治療で必要

な ｮｾｦ には忠手＿をおくる乙とはなるべ

く考えたい。また綜令病院一綜代;会

療所の施設を一般診療所に開放する

乙とも考えられる。

(  1  ) 全同統計によれば前述のよう

に人 i1 10 万に対し 58 . 6 の一般診療

所 28. 2の歯科 診lf.t所がある。都市

では患者数が多いこと 診療所とし

ては忠者数が多くないと都市では経

? ? ? が背しいことの 2 点を考えると噌

上の全国統計程度の診療所は経常的

には成立するとちえられる。 ( 人口

15万とすると，一般診療所は88，術

科診療所は42となる。)

総合病院へj忍者をおくり ね るように

して現在の欠かんを柿なう 。

( 4 ) また乙の紛; 合診療所lこは保剣!

所の保世. t 婦が常駐して地域の保健15'

導をお乙ない. 乙乙で母子長s W相

談，成人位&n相談をお乙なう 。そう

すれば各住戸から 1km¥) すにあるから

楽lζ 相談に乙られる。

一 般 診 療 所



4  綜 合 診 療 所

(  1  ) 綜合診療所の近くの府住者に

よっては診療所的に利用され，少し

はなれた居住者ーによっては外科系の

Il .!yは診療所的 lζ . 内科系の時(i 病院

(1':] に利用されていわば綜合病院の外

来部ともいうべきものであり，高度

な検査. 治療が必要な時には綜合病

院へ患者をおくる。

地域病院の利用をみると病院の近く( 一応

1¥Uη と考える) のものは病気 1<:' なればそ己

にまづいくというように常I q11HI しているも

の一- 1 : れを診自主所的利用という一一( 1 : れ

にはサービスの函で限界があるが) と ，遺く

たるとまづ近くの診銀所を利J l I して高度伝治

療検詑を必l ! l ! とする場合 IL病院を利川するも

の一一 ｅ れを病院 ｲｴ ｾ 利 ｊｔｈＺｴ 、う ーーと Ｒ 通り

ある。

( 2 ) 経営は綜合病院と同一経'p; で

公 1止または公的な経営が望ましい。

( 3 ) 設置の単位は日常的には一般

診療所を利用するわけであるから.

乙乙は地域利用の限界と考えられる

l km 以内に 1 つの綜合診療所を考え

る。したがって大体4000戸位となり

中学校区と一致しよう 。

外来且1者の池戚分布については図6.7.8 を

参照していただきたい。乙 のような雌設の設

白方針はただーつの施設だけをとり出して考

えるわけにはいかない。綜合診耳目所の利J f j を

考えるとそ の限界は 1km と耳えるというな

味である。先述の報告1}では 1 (1 区を i: -"1000

戸のまとまりと者え ，そのtl:区3- 4を綜合診

療所，保育所，中学校( 講蛍) など地媛的性

格の強い錨設利用のまとまりと考えた。

( 4 ) 位置はど乙の住区からも交通

[こ便利な中心的な場所がよ L、。

(  5  ) 診療科目 ti 内，外，自，耳司

v(. 包歯とするが誘致問内の人口によ

っては表 2 のように外科系は1 i H I診

--& 2  綜 fT 診 療 所 の 鋭 l ! : !

ト417Lhif;12kl国盟問

τＮ ∞ ｲ｜ 可 ｜ｾｉＳ 凶三ｼヱ凶 ＳＰ 佐割当判 Ｑ
つ，0001- ; 刈川 17 ¥ 48 ¥こ¥6 ¥ 6  1 τ 腔吐竺¥

25

1士

三ｾ｜司 τｼ 丁目 Ｖ ¥ 3I  3  I 7匝!と一一土 恒三

00 1 脚 ｾ ｜ ｾ Ｑ Ｓ ｜ Ｒ Ｑ Ｒ Ｑ Ｔ Ｑ 内 ト小o 直接I 1  

する。

注 2.  上表の算出楓拠は品; のとお りである。

( 1 ) 戸数と住民放の関係は 1戸当り 3.5 人とした。

(  2) 平均 1日出者数は 1. 000人当り外来 25人，入院5人とした。 E れは厚生省澗有の結果をもと

とした。( 文 2 - 6吉武，il li ， ｲ 医療機関の ｉ 山成事 Ｑｭ の調布 ｉｌ ついて ｊＩ ， 都市 ｖ ｾ 給生前家自民 の 場合

では乙れ 以 ｊ ーにたるも のと予 担 ｊｾ れる。

( 3) 外来乃科別出者数は . 厚生省の病院. 診療所について淵一行した山者の傷病の 百l類別出者

数をもととして . < 内> . く外> ，< 目> ，< 耳> ，< 倣〉の割合をそれぞれ . 55  :  14 :  7  :  7  

。17. とし T二。

( 4 )  ｾｬＱ ｈ 病床数 ｉｴ 同地内 の封 ＱＱ 日ＯＱ Ｑ ＧＱ敬を ＱＮ ＰＰＰ 人当り ＳＰ 人として，年ｦｉｉ ｗｉ ＧＱ放をそれぞれ Ｒ Ｑ Ｐ

人. 105人. 52人. 30人とし E れが， 1∞必施設を利附するも のとして，所要病床数をこ の ' /刊

として鉱山した。( 文一閃円i E 生 ri 主fl 術械についてj )

( 5 Ｉ一般利入 ｉｾＡ Ａｴ者数 Ｑ ＺＱ入院 ＱＱＱ 者のうち，結核， 梢ド1' ， 伝染がtt-.J70%をしめるので- 般病

入院也1者を30形とした。

注 3. 役悩診" ' . rl 目のうち( ) 内は医師を常位しないで，交慢で開設してもよいと思われるもの。

i:l: 4  役目病床は入院を要するもの l土産科をのぞき病院K おくる E とを原則 として ，それまでの緊

急ベッドとする。

注 5. ｾｬｭ は現Ｑ￯ＺｦＧｊ ｪ ｊｴｬＡ 内 では病院での Ｚｬｬ ￬ｗが普通であるので ， 積極的 Ｑ＼ＺＧ 開設 す るように す る。
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療では な く，限口をきめての出張診

療でよい。

( 6  ) 産科は私極的に開設しー E師寺

ベッドも設置する。助産婦は乙乙 lζ

登録し，乙乙の胞設を自由 lζ 利用で

きるようにし‘ 地域内の tI:'，EIi はすべ

て乙の施設を利用するようにする。

設置する産科ベッドの数は表 2 のと

おりである。異常・分娩のときは綜合

病院へおくる。このｾ科ベッドは救

ｾｾ｜ベットＮとしても使用する。Ｈ￯Ａ￯Ｎ科

ベッド数の ｾＺｮ ｬ， は 表 Ｒ の注参照Ｉ

( 7 ) 検査施設は綜合病院に高度ぐ

ものは依存しー必要のある 11与は綜令

診療所から忠ず［とか検体は円前にｾｾｾ

合病院へお くら れ噌必要によっては

同じ医師にみてもらいうるようにす

る。

( 8  ) 夜間も診療所の専任医師( 一

般医〕が診療をおこなう。したがっ

て綜合診療所には宿直室または住民

事ｾを附属させる必要がある。また往

診もお乙 なう 。

病院は一般 1<:' lJi: I! 日; 診療，往診をうけにくい

とか，比般的反く 1、? にきれる( 文 3- 3 ，

3 - 4) という ζ とから病院近くの居住者で

もまづ近くの診療所を; f j JJ I j するという傾向が

みられるので，夜間診療と往診をお1 : ' " う E

とは医療胞; 投の利川を安定したものとする 上

1<:' 必要な E とである。( 文 l - lf 也)

まに夜間診療のある E とはサービスの而か

ら色乙のまし t 、。( 文3-3)

( 9 ) 綜合診療所を設置した場令に

その施設を不IIJTJ する !1l 者数は どの位

かは大き な問題であるが，それはそ

の綜合診療所の周囲( こ住区内に開設

される他の診療所の状態とか、地

域外の施設利用傾向 [ζ よって相注す

るので，乙乙では地域内の.¥!.l 者数と

人口との関係をしめすと 表 2のよう

になる。したがって周囲に診療所が

多いときは表 2 の内科系の l心者が減

少する乙とが汚えられる。

地按外の府l川傾向については前述のように

地岐によって，"，1; 畠するが比較的少な L、。姐i域

内出者数のt):I li は表 2 のi:l:を参照していた t::

きたいが . 1 : の山者数は社会保険を持ってい

るかどうかとか， l ド令械I点ICよって相違があ

り，まに季節 ICよって 4相違がゐるが，概数

計算には差支えなかろう。いま ζ 乙では社会



保険のあるかはいかによってどのように違う

かを厚生省の鯛査結果托よってみると次哀の

とおりである.

Ｈ Ｑ Ｐ Ｉ 保弘ｾ活動の場ともなるように

保健所の保健婦 1 ; 名以上を常国させ

て保健所却をおこ ない，乙乙 で成人

fi-ll};)t 相談母子健康相談を定期的 lζ 開

設する。

l 保健姉が地域の保他指導をおとなう J品のに

は受持人口1 t 5∞0 - 1∞00人が適当といわれ

ている。したがってもし4000戸K 1綜合診療

所とすると保健婦は2- 3名とはる。

E の保健婦の数は随時i 相談の日告に も1111伎

を綿成できる数字である。

( 11) 集団検診は学校，集会所など

の施設を利用する乙とも考えられる

5. 綜 合 病 院

(  1  ) 人口が数万になるような大団

地では地域内 l乙病院を建設する乙と

が25えられるが， ｲ ｩￍ￭述のように ｾｾ［ｾｦ￬

診療所を広く住区内に設百すると .

現在の一般の綜合病院の外来部の多

くの部分を先述のように綜合診療所

lこ101待するので，乙 乙は入院と日皮

な検査司治療の函lζ 重点をおき ，こ

のような必要のあるとき綜合診療

所，一般診療所から患者がおくられ

てくるものと考える。

入院の場合の利m先がどうなるかをみると

さきの東京部内 3 団地の淵査では，入院の{ 牛

放が非常に少1.;. いので伺ともいえないが，外

来よ り4都心の病院を利川す る傾向が強い。

しかし E れは近< ｉｾ 設備 の 充Ｅした病院 がな

い ζ とにもよると思われるので，近 <Kよい

病院ができれば，そE が1司1m'" れると考えら

れる。 ζ のo 今後伺淵tE研究を主主ーすると ζ ろ

である。

( 2 ) したがっ て日常・的な外来利用

がほとんどなくなるのでーイ立町はそ

れほど問:mではないが. 全地域から

ち［戸、ヂミ Ｇ ｉｾｲ

ｦｾＺＢＢ＠ :一常;a下 !  

図 7 I 病院の外来!.!.l 者地域分布

1  ｫｭ 間内で ＲＲ ｾ 百で ， Ｒｫｭ 間内 で ＷＳ Ｅ ， 4k mで90%が合まれている。 1- 2k m内の!!l者

のしめる 割合がnいが，乙 れIt ，C . の間内の人口が多いからである。しかし ，乙れを対

象人口氏対 するＡｊＩＮ者数 でみると ， Ｑ ｫｭ 間内 が向く ， 以下次第 ｉｾ 減少する乙とがわか る。
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交通が使平1ほ乙とは必要である。ま

た入院施設としての際墳のよい乙と

が里ましL、。

( 3 )  ｾ則央は全地域 Ｑ つにした ｬ 時に

は人口 1 0 - 15万人 lζ 対して 100 9当地

域施設利用と考えれば500- 700床程

度が考え られるが全体の住区構成

交通条件 [ζ より全団地がL、くつかに

分れるような時には 2 以上の病院を

考えてもよかろう。

( 4 ) 病棟部は伝染，結核も含めて

考える。

( 5 ) 外米は一般の診療は本'1; 合診療

所に多く Jt J ] 待するので、むしろ検査

とか高度な設備を要する治療に重点

をおき . このような場合の 出先綜合

診療所. 一般診療所からの外来利用

を考える。

( 6 ) サービス} 腎はたとえば洗濯は

綜合病院のみでなく，地域内の綜合

診療所とか， 開業医診療所の 中央的

施設として計画する乙とが考えられ

る。

B. 保 健 所

(  1  ) 地域全体[ 乙 1保健所を設置す

る。しかし住区内の保健指導の基地

としては綜合診療所をあてる。すな

わち綜合診療所! ( . 保健所支所を設け

るような形になるわけである。乙れ

は現在の保他所設置単位が大きいた

めに保健所利用が地域的! 乙| 浪られて

いるので，その欠点を補う ためであ

る。

( 2 ) 保健所は現在は多くの場合病

院とは別lこ設けられているが‘ 今後

は同一敷地内にとる乙とによっ て設

備の重複をふせぎ. 医師の交流をは

かることを考えて もよかろう。

( 3 ) 母子術生折若手. 成人健康相談

商科衛生折導、栄養指導ーなどは主と

して綜合診療所でお乙 ない，W団検

診は学校集会所を利用しでもよかろ

つ。
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( 4  Ｉ保弘ｾ指導のための映画会，講

演会、展示会などは集会所， 中学校

講堂または中央でお乙なう 。

( 5 ) したがっ て本所は主! ( . 保健婦

や医 師 の 述絡‘統 ｾ ｉ Ｇ 事務 Ｎ 行政 τ ｊ ｊ

務，検査などをお乙 なうと乙ろとな

ろう。

お わ り に

以上部市の大団地建設という場令

を想定して，医療保健施設の今後の

姿といったもの! とついてのべてきた

が. さきにもふれたように乙の麗の

施設網というようなものを考ーえる場

合lζ は‘ 同f; l dζ 地域的利用の性絡の

強い施設 Ｎ 小 学校Ｎ幼羽 ｬｾ 闘 Ｎ 保育所

集会場，商応というようなものとの

関連で考えていく必変ーがある。乙の

点についてはまた別の機会{ このべた

い。また最近は都市ばかりでなく[ 色

村地域でも乙の種の施設の充実の方

ｉ ｾ ＧＩ へむいており ，大 き な開桁 ｪ 也 もで

るような機会もでできているが

乙の点についても別に検討したい。

乙のよう な験討にあたっ ては利用

頻度とか利用先の分布状態を人口と

の関連で量的に把握する必要があ

る。乙の点 ｊｾ 村地妓については量的

にも把抱されてきた( 文 1- 9他) が宅

都市の俸給生活者の場合については

まだ充分とはいえ ない。今後の研究

課題の一つである。

ｩ 主いままで ｒ お ｅ なったと の加のＺｩ｜Ｑｩ Ｇ ｦ 研究 ｉｾ

は次のようなものがある。

(1  )  地峡住民 の医 療施設利 ｊｔｉｾｉｊ ｲＮ利用先を

みようとし たも の。

文 1- 1 ぼ1世織l児の使われ方( 東京剖3小平町の

場 合 ) 浦 学 大 論 5609

文 1- 2 医僚級l瑚の使われ方( 愛知県繍沢町の

土J，!j f ' i ) 浦 ・柳沢 IYJ 支学研 5802 

文 1- 3 医療横倒の使われ方{ 愛知県新峨町の

均合) 吉武 ・滞 ・抑沢関支学研 5806

文 1- 4 医療栂閃の使いβ ( 地H (l' 民間iからみ

Tニ) 古武 ・II!i ・柳沢学大; ぬ 5810

文 Ｑ ー Ｕ 小見 川 町の医僚級閃利ｬｉｉ ｾＩ｜￰￨ ー住区計

画の研究 4 lis ・日下 ・土肥 ・柳沢

関支学研 5806 

文 1- 6 都内 3 同地のほ耳目機関利JTJ 状況一住区

計画の研究 5 浦 ・日下 ・土肥 ・柳沢

関支学研 弱06

文 ｬ ー Ｗ 郷内住宅問 ｪ 由における会 ｊｾ 継投の使わ

れJJ 梢i ・日下 ・土Jfl ・柳沢 学大論

5810  

文 ] - 8 農村地岐における公共他殺の使われ方

( 千葉!I;¥小見川町の均合) Mi ・日下 ・

土肥 ・柳 沢 学 大 論 5810

文 1- 9 ほsl 施設の使われlj ( 愛知瓜践村地域

におけるx態調在縦伶) 古正:t . IIs ・細

田 ・柳 沢 病 院 5904

( 2)  灰盟主施設の側から思者の地 Ｑｾ 分布，来方

をみようとしたもの。

女 2 - 1 工業労弱者居住地波小病院の使われ方

1 浦 ・川添 関 支 学 研 5706

女 2- 2 近郊股村l'llli! 小病院の使われ方浦 ・

松 崎 関 支 学 研 5706

文 2- 3 結核を中心としてみた医鋭機関の使わ

れ方( 良野県のlq合) 両日 ・柳沢 関支

学研 5706 

文 2- 4 医邸機関の使われプ' j (愛知県の場合)

吉武 ' 1i1i ・柳 沢 関 支 学 研 5706

文 2- 5 医療機関の使われ方( 主に阪僚級関の

側からみた) Il fi 学大沿 5707

女 2- 6 医療関関の地域利mについての凋在

吉武 . iffi 病院 5803 

( 3)  診療所 ・病院の外来利用の実態を犯侭し

ょうとしたもの。

文 3- ] 診療所の計岡( 公先継投の研究そ の] )

ifu 関支学研 5511 

文 ＳＭＲ 診積所の受付システム ｉｾ ついてＨ公共

勉殺の研4光その2li，fi 関女学研 お02

文 3- 3 工業労務者応0' 地按小病院の使われ方

2 市i { . t 宅ならびに地戚雌肢の{ 史われ

方に関す る建築計画作1研' 化) f r線

文 3- 4 近郊鈴村地域小病院の使われ1j 2  

向上

( ^官者 明治大学」再開)



看 護 単 位 の 種 類 と そ の 大 き さ に つ い て

伊 藤 誠 ・ 栗 原 嘉 一 郎

ｾ＠ 1 ま え が き

最近の病院主llZ誌には病棟部分を高層化 したフ' ロ・ノクプ

ランが多い。動部品や設U1 1i的な問題などからすると ， 乙の

ような] 診は現在におけるひとつの典型で' あるとも考え ら

れる。しかし一方，その 中に入るべき忠名ーについてみる

と，そこには少くとも"1:. を単位でJf えなければならない

ほど長く入院している結抜忠者や. 1  illl 間から 10 日 くら

いの周期でめまぐるしく入れかわっていく産科の J怠者 な

どがいる。乙ういったととから ，病被をおJ( 1 化した窃合

l乙も，ただ111に同じプランをつみかさねただけでは ，い

ろいろとまずい乙とが起ってくる。当然の乙とながら ，

それぞれの!lt 者の生活や看護K . 適したプランでなければ

なるまい。

乙乙では乙まかい設計 上の注意などはさておいて，病

棟設計のも っとも基本( 1' - ) な探題ともいうべき，看護単位

の積類とその大きさをどのくらいに したらよ し、かと いう

問題について述べてみよう。

ｾ＠ 2  看護単位の種類

病事kが従来の内科 ・外科 ・小児科などといった診療科

目別のベッド割りふりから . 宕必を主体としたいわゆる

右辺単位の集まりとして考えられるようにかわってきた

乙とはすでにひろく知ら れている。石t，!lHI1. 位というのは

いうまでもなく，何人かの石護婦のチームによってうけ

もたれるベッドの 1 クループのことであるが，乙乙では

まず乙のベッドのグループがどんな種類のものに分けら

れるかを) 5 ・察してみよう。

}よi者をどのような看護単位にわけるかという乙とは ‘

いいかえるならば，いろいろな疾病のj心者をどのように

東 京 大 学 付 属 病 院 外 科 系 新 病 訴 !

類別するかという乙とと同じである。乙のわけ方につい

ては病気の種類や忠者の性別 . t，r令などといった診療 ・

看訟に影轡ーするいろいろな条件が考えられるが，一般的

にはまず内科系・外科系・産科・結核・小児・伝梁病 ・

精神病 といったよ うに分け られると考えてよい。逆にい

えば，乙れ らはなるべく一緒の看護単位に入れるような

乙とをせず，それぞれ独立した単位 として倣わ行る乙と

がのぞま れるものであるが司その独立した扱いに対する

要求は. 大まかにいえば乙乙にならべた/ 1 瓜序で後にゆく

ほどつよい。 ζ のζ とを簡単に説明 してみよう。

まず伝染病と精神病とは ，病気の性質上もちろんそれ

ぞれ他と分けて考- えなければならない。伝染病は医学上

隔離を第一の条件とするし，精神病は他人との共同社会

を営む乙とがむずかしいといったようなτ J]:'t l'j から，右誕

単位としてもはっきりと独立した敏いをもとめられる。

しかしなが らいまのと乙ろでは，伝染病は市11fT村どとに

特定の公立病.院に併設伝染病棟の形で設置され，柏村11丙

は専門の精神病院に収容されるのが一般と なっている。

次にそれらを除いた患者については，病気の種類よ り

はまず成人と小児にわけるのが原則 とされている。つま

り小児はおとなとちがって‘ 診療上の問題のほかに，保

育や教育上の条件を考えなければな らなし、から ，おとな

と一緒にしておく乙とは乙のましくないとされている。

乙の巧ーえ方にそって，病気の極煩とは関係なく 15才未

満の小児 だ け をｾめて 小児病被 をつくる傾 向 はかなり一

般的になってきた。従 って，い うまでもないが. 乙乙で

いう 小児病棟は従来の小児科病棟 よりずっと 巾のひろい

ものである。

次におと なの忠者が，内科系 ・外科系 ・産科 ・結核と

いった病類別 lζ 分けられる乙とになる。乙れらの内; ; R に

ついて，具体的な割合の一例をみると次の 表一1のよう

になる。乙れは東京都内の 中規侠以上の公的綜合病院 15

例の入院忠者のうち，伝染病と精神病の忠者を除いた

6 ，347人の資料を基K して算出したものである。

乙乙で整形外科 ・婦人科 ・小外科の忠者が克際K 手術

をうけるおl合を みる と，それぞれ6296. 7796， 
7496とな

ってい るから 、一応外科系 とよんでひとまとまりのグル

ープにいれでもよかろう 。また内科的1失j忠と外科的疾! E . 、

とはいわば治療法の差であり，乙れを厳?を.，:1こ区別するこ

とは困難である。たとえば外科の医師が担当している皆、
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表 - 1  入院患者の病類l } IJ 内 訳 必 ( 1959年 6 月調査)

成 人

忠 者 1丙 類 内 科 系 外 科 系 産 科 結 核

一 般 外 科 整 形 外 科 婦 人 科 小 外 科 内科 (1'] 外科的 i

12.8  7. 1  4 .6  8. 3 20 .9  7.0 

比 率

25.4 32.7  5.5  27. 9  8.7  100  

宇内科系と外科系のうちｾＩｾ ・ 師人 科 ・ 小外手 ｬ を除いた￐ｩりの山者については ， 手術を｝予定しているもの ， またはすで ｋ 済ませたものをー般 外科と

し，そ れ 以 外 を 内 料 系 と し て 倣 っ た 。 . 小 外 科 と は l主風向 ・泌尿器科 ・11品，¥1II!l眼科 ・l恨料 ・似科をさ す。

者でも下 iof. iはしなかったり ，内科の患者が手術をするよ

うになったりする乙とは応々にしてお乙る乙とではある

が，そのtl l合は非常 t<::. 少ないから ，一般には手術をする

かしないかによって外科系 ・内科系といったように分刻

しても iii 的な比率にはさほどひび くことはあるまい。

さて，乙れらの分知にそって石; r a 単位がつくられる乙

とになるが，その際ひとつの看護単位として成立するた

めには当然ある程度のベッド数のまとまりを必変とする

から ，小 さな病院でtE科なら必科の :1l 者があまりにも少

ない場合lζ は独立の; u 校単位を形づくるわけにはし、かな

い。おのづか ら，ー絡にしてもよいような病植をまとめ

て病類泌合の石謹単位を形成する乙とになる。 乙の切合

いろいろなわけ方が考えられるが，実例を観察すると ，

たとえ数は少なくてもできるだけ独立した単位として扱

おうとしているものと ，そう でないものとがある。病人

とはちがった位以な妊産品 ｉｾ を対象とする ｬ 主科などは当然

独立の傾向が強いブJ で，それだけで数が足りなければ，

せめて同じ』主婦人科の医r : 11 i があっかう知人科とー絡にし

て 1 単位をつ くることが多い。 しかし地ブi などではまだ

病院で分娩するギが低いので主科の jぶ省数はhiil人1' fの

jぷ者とー絡になってもなかなか 1 単位としてまとまる人

数には述しない。そ乙でたとえば 200 ベッド程度の病

院なら ，結紘: で 1 1'1
1
.(立，内科系で l ll J . 位，婦人科以外の

外科系で 1 単位，産科とhiii 人科と小児とで泌合の 1 1)1位

といったような構成になる。 さらに以校が大き くなって

500 ベット 1立ともなれば. ｬￌￍ ｈ ζ 挙げた紺 ｼ 分 ｾｪＧｈ ＼ＺＺＮ 近いと乙

ろまで分化する乙とになる。

裂するに 表 一1 に示したような分類が規模との関係で

実際の百議単位になっていくと考えればよいのである。

しかし，もちろん乙れは平均的な話であり，実際には結

肢の多い ｊｬ ｩＮｪ ｬｾＧ￩ もあれば分娩の多い Ｑ 両院もある 。 すべての

病院が同じ比率の忠省構成を持つなどという乙とはJf え

られなし、。込l11の構成の問題は，病院の性絡やj司Iltl の医

療機関の分布状態や. IlH近の地j或社会の構造などによっ

てきま って くるものであって，一慨にその回知と比ギと

を，¥i t 定することはいまはとてもできない。 乙の問題につ

いては，広qむな地域( <: : . 対する調査 ・研究がすでに石予さ
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れているから ，後の機会にゆずる乙とにしたい。

なお，右辺単位のf J ! 類を考える場合，会く日11の観点か

らの与え方もある。たとえば保険できめられた額以上の

特別料金を払っても，側主や程度のいい病室l乙入りたい

と望む j心者だけを病肢のいかんを1M]わずひとつの単位に

まとめたり ，診断のはっきりしない込U' i ' だけを集めて 1

単位としたり，あるいは内科的治療を しようが外科的治

療をしようがそれには関係なく，前の jよU' i ーだけを集めて

1 単位をつくったりするやり方である。 とくに砲 などの

場合は，結センターを作って，そこで集中的な綜合診療

をほと乙そうとするような1) )きも あるか ら，今後そうし

たブIj JiiJ への可能性にも注ぷはしてお くべきであろう 。

ｾ＠ 3  看護単位の大きさ

従来石波単位の適当な大きさについては，い ろいろな

ことがいわれてきた。その多くは，大きなI j i 位では全部l

のjぶ.('i .tζ 目が行きとどかず，看設も大変なのでせいぜい

30ベッドどまりにしたい，できれば25ベッ ド位が理忽的

である，といったものであった。

乙の大 き さをさめるｾ図はほかにもい く つかあろうが

もとよりこうした石必 l固からもっとも好ましいと J5えら

れると乙ろにきめ られるべき乙とは冶をまたないであろ

う。IglJ 起の困難さゆえに 30ベッドといい 25ベッドと

いい，数値そのものは まだ信頼するに足る客観的なお( ，1

けのあるものとはなっていないが，とも か く看護の凶か

らは比較的小さな他が好ましいようではある。

しかし到ｾの病院について看談単位の大きさを み ると

産科や小児の単位l乙は20ベッ ド程度の小 さなものもよく

みられるが，一般にはもっと大き く40 - 60ベッド1立のも

のが多くを占めている。小さな単位が思! 忽だといいなが

ら ， 乙ｾＧｌはどうした乙とであろうヵ 、

個々の病院についてみれば，既 (J' のプランの制約を父

けて，右越単位を適当と思う大きさにで きなかったりす

る伺別的な 目同占は熊冶あろう 。 しかし問題をいろいろ分

析してみると ，現住のように大きな単位告やむな くさ せ

ている似本的な原凶は別状の右 i.ili!l. ll 数にあり，いまの石-

ｾｾ￥ 数と石ｩｴｬｑ体 ［ｉｪｬｬ をもってしては ＲＵ ベッド程度の小単

位を一般的 t<::. 実施する乙とは到底不可能である乙とがは



っきりしてくる。

少 し厄介な表現になるが，現実になりたちうる看護単

位の大きさにーついては次のような式が考えられる。

B m1n  = μ ・κ . N m1n  

B llli n  : 白波単位として成立しねる段低のベ Y ド致。

μ  : その病院の病棟動あの官護婦全部1 1 : ついての平均

1人当りのうけ bちベッド数。

κ  : 宥穫のために手がかかるI ! r . 合を示す係数。乙のw

は，手間のかかると乙ろでは小宮し由 ｪ 合 ｉｃｾｾ な

単位では大きくなる。

N mi n  1単位1<: 助訪す る. QJ附 lチームの段低人数。

すなわち ， この式のｘ［Ｚ ｾｉ 沫をもっとくだいて説明すると，

1  Z1-l.l¥i単位lζ 勤務すべき宕謎婦数 ( N mln) に 1人当りの

担当ベッド数 ( μ ) をかけて，それ! C. ζ乙，石石百hi設!虫E単位の種別ど

とのいそがしさ lにE 応応、じた若干の補正をしてやれば ( κ 〕

11単私位の大きさ の下限 (B払T州Y

ある。

では次に μ ，κ N mi n をきめるについての問題点とそ

れぞれの他とについて述べよう 。

(  1  j μ : 現在病院の看護婦数は，医療法によって「入

院忠者の数が 4 またはその端数を増すごとに 1 人。およ

び外来患者の数が30またはその端数を増すどとに 1 人。」

と規定されている。病院は乙うして与えられた石護婦を

外来部 ・病棟 ・手術部 ・中央材料室などにわけで配属さ

せるが，乙のうち病棟に勤務するものの割合はおよそ 55

- 7 5%程度である。 μ は病棟全体のベッド数をその右・殻

婦数で除した値であるから，乙れが小さいほどそ乙の病

院の病t!l Ue は看護婦が立かに与え られている乙とを示す

乙とになる 。 乙れは病院の経営主体や以棋や地域によっ

て， かなり の巾を持つと恩われるが，因みに東京の 200

ベッド以上の公的綜合病院 9 例についてその値を出して

みると 3.8- 5.0 となり，東北地方の同じよう な病院 14

例では 4.7- 7.2であった。

( 2 )  /c : 病棟勤務の看護婦はさ らに各看護単位にわか

れて配属 される乙とになるが，乙の JI寺各石説単位の種別

によって石 iJ 主婦のすべき仕事iiHζ はかなりの差がある。

たとえば産科などは，分娩の介助か ら新生児の世話一切

までを合めて大変に忙しいし，また小児の単位も普通の

看護に加えて，乳児の面倒から幼児 ・学盗などに対する

保育にいたるまでいろいろな仕事がある。 乙れ(e対して

結肢の単位などは長期にわたる静養が主体だから ，看護

は比較的手がかから ない。 乙のとき 右辺婦は当然、忙 しい

と乙ろに多く ，比較的手のかから ないと乙ろに少な く配

同される 乙とに なる。 つまり石設単位ごとのベッド数を

そ乙に配属される舌設婦数で除した他，すなわ ち石設婦

1 人当りのベ y ド主主は忙しい単位ほど小さな値となる。

乙れによって各単位の忙しさを相対的に比較す る乙とが

できる が， 乙れそ一般的なめやすとするためには，看護

財敬が全体として多い病院と少ない病院との条件をそろ

えなければならない。 そ乙で乙の値を病院 どとの病棟音

護婦 1人当り担当 ベ ッ ド数 ( μ ) で除 し， ζ れを多く の

病院について平均した他を κ とすれは， κ は石革! hll 数が

総体的 lζ 多かろう が少なかろうがそれには関係な く令E

cJ J!l 14位I品j の人丁・の割り ふ りの訓合，すなわち仕 'Fhl の一

般的な比を示すものと; i 5 ・えられる。

乙の値は相当多くの例から， ｾ司令の病 院の ＧＱ￯Ｎ Ｇｴ ￯ Ｇｬな どを

勘案しつつ算出しなければ客観的なもの とは なりねない

が，仮り ｬ ζ 東 京との公的綜合病院 Ｙ 例か ら 日 Ｑ ・ｾしてみる

と下の表のようになる。

表 - 2 κ の 値

内 科 系 ・外 科 系 日

一

日

一

日

一

川

一

日

小 児

民 科

内 科 的

結 核 卜. . ... ...

外 科 的

乙の表から石訟の下がかかる度合は 必科> 小児〉内

科系 ・外科系 ・外科的結核> 内科的結該 のl阪になる乙

とがわかろう 。

( 3 )  N mi n : 病棟に配属 された看護婦は，石訟 単位 どと

に婦長または主任の下にチ ーム を作って忠者の石必 lζ 当

る乙とに なるが，乙乙でチームとしての人数が問題とな

る。原則j として家族の付添を認めないいわゆる完全石ー訟

を建前としている病院では，者護婦の勤務は口! / iJJ ( 通常

7am- 3pm)  ・準夜勤( 通常 3pmー 11pm) ・深夜勤( 通常

11pm- 7am) の三交代制が基本と なるが. 乙の場合，い

ろいろと石設作業の忙しい日切J は夜効にくらべて当然多

くの人数を必要とする。さらに必要に応じて早出 (た と

えば 6am. - 2pm) ・遅出 (た とえば 10am- 6pm) や断紘勤

務付列タの繁忙l時だけ勤務 して聞を休む〕を加えて，必

ｾ・石 ｩ ［ｩｩｬｩ 訟の ｊｉ 与則的変 化 に対応する乙ともお乙 な われる。

1 つのチームは，時間的に乙うした三交代の勤務をしな

がら，しかも 1 人当り 1 週[ζ 1 11は休みがとれるように

もしな くてはなら ない。それ らを考えあわせると ，石護

婦のチ ーム には乙れ以下では勤務; ! ，4J当がうま くくめない

という人数の下限があ る乙と が理解 されよう 。その他が

N mln である。 乙れは深夜勤を
1 人にするとして ， 8人

くらい と考えてよい。 6 人のチームでも勤，節割当はでき

な くは ないが，乙れでは深夜ばか り続けて勤務しなけれ

ばならないものがでた り，ちょっとした病欠の穴がうめ

られな くな ったりして具合がわるい。

以上から病棟の計画をするとき ，ま ず病院の性格 le応

じて μ をある{自己想定する。それに κ を釆ずる。乙の

値は設計しようとす る看談単位において石護婦 1 人当り

どのくらいの患者をうけもつ勘定に なるかを示す。そう

すれば，その石護単位の大きさは，このl直l乙看護婦のチ

ーム としての最低限の人数を乗じた値以上でなければな
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図 - 1 N 病 院 の 病 臥

らない乙とが容易に理解さ れよう。 定している。そして石設を行なうものとして ，看護婦の

乙のよう な考え方から B Il1I

下表のように なる。

表- 3 看護単位の段小限の大きさ

(N mln = 8人として算出)

1- l M7 (東京の病院程度) I( 点北の病院程度)

内科系 ・外科系 I 4 1  I  50 

小 児 I 26 I  32 

産 科 I 22 I  27  

内科的 59 I  73 

結 核卜ーーー…{ 一一ー一一一 …} 

| 外科的 I 41 I  50 

μ は例々の病院についてきめられるべ邑 l直であるが. 乙乙では仮り

ｉ ｾ 先 ｉ ｾ あげ た Ｊ京の Ｙ 病院および県 北 の ＱＴ 病院の平均的をつかつて

J [ t): した。

以上から読みとるべき重要な点は一一

(  i  ) 石波単位の種別によって成立しね る大きさ がはっ

きり と異なる乙 と。

( ii ) 石ー設婦数が少ない病院ほど大き な単位にせざるを

得ない乙と。

の 2 点である。また乙れから産科 ・小児の単位は別と し

て，一般的 lζ 25ベッド程度の小単位を実施する乙とが困

難な乙とも理解されよう。 図- 1は 1 つの附を26ベッ ト

ずつの 2 つの似合看護単位で設計した例であるが，乙れ

ではいま述べたよう な τ ｊ ｾ ｗ で石 Ｔ 護婦の勤務体 ［ｉＩｉ ｊ がうまく

くめないので，実際には者殺矧ステーションの A はつか

わずに B ステ ーショ ンだけをつかって 1 つの| 粧を 1 単

位としてjlli 営している。とうなると石護婦ステ ーション

は中心をはずれた位置におかれている乙とに なり. かえ

っていろいろと不便で，ζ うなるくらい ならはじめから

1 つの階を 1 つの単位52ベッドとして各室の位置を考え

た方が郁合がよかったことになる。

もし; [ 1 ' ; 謹単位が石設の国でもっと小さ くありたいのな

ら，なんといっても，より多くの石-護婦が確保されなけ

ればならない。しかし現状ではm控訴ii数をJ泊すど乙ろか

かえっ て経営的な正力などでその実質的な数が減らさ れ

んとしている。たとえば591-1-' 6  J j 30 IJ の厚生省告示によ

って ， 完全右［ｾ佐の基準が廃 止 され ， 新た ｋ Ｑ 類から Ｓ 類

までの石ー必1J ; i ! ，( i が: I )IJ 定されたが，乙れによれば右越を行

なうものの数を 1 類看護では入院:ll -ti・ 4 人に対して 1

人 2 類 ・3 類ではそれぞれ 5 ・6 人lζ 対して 1 人と規

54 

その割合は石 iJli!it 1・準右越婦で 8 ｴｾ ｊ 以 上 を占めるべき乙

と，また石護婦だけで 5 ［Ａ［ｾ ｊ 以 上 を占めるべき乙と，とう

たっている。 乙の乙とは ，従来の完全看護の基準と比較

するとき新たに石謎力として宕説助手を認めた乙と ，正

規の右越婦は結局TI 巡力の最低半数でよい乙とを l児示し

たこと などの点てー看護カの後退を怠l床している。 乙の乙

とからみても ， 迫憾 な がら者説 ｾｩｬｬ 数のＡｦ Ｏｽｊｉ ｉ をそう間 ｱ ｩ ｦｃ

ＱｾＱＱ 与できるＧｴｩＧ ｊ 勢にはないのである 。

なおこの乙とと i到辿して ，一部の病院などには，泣か

な右越妬i数を背景( ( . して全面的 な小単位を: : k 施している

例も ないわけではない乙とを匁l ってお く必豆ーがあろう 。

以上主lζ 石護婦の数からみた看護単位の大きさにはお

のずから下|浪があることを考察 してきたが，一方上限の

方はどうであろうか。また上限と下l恨のIl l J のもっとも適

当な値というものがあるのだろうか。現在の研究段階で

はそれらについていくつかの姿系を定性的に挙げるにと

どまり ，誰もが納得するたしかな数値を示すまでにはい

たっ ていない。

すなわち上限については ， ( 1 ) 単位どとの師長がそ

乙にいる j心者全部を学阪できる程度でなければならな

い。 ( 2 ) T i ' 護婦の歩行距離があまり長 くならないよう

な限度でありたい，というような乙とになる。また上限

と下限との! : ' ，j については 司 (  1 )  1  ql . { 立の大きさを小さ

くしてその数をたくさんつくる乙とは ，:u  IJ .¥it l1. i 立ごと に

必ｾな石 ｩ 没勤務室 ・ 処 百室 ・ 汚物処盟主 ・ リ ネン庫 ・ 便

所 ・洗面所など附l号室の乙とや，それらに備えつける医

療保械の乙とを考えるとＹ｝設ｾＧＮＨや維持政の点で不利にな

るの ( 2 ) 小単位では 1単位当りの石- 巡航11&がすく な く

なるか ら，深夜劫は 1 人lζ ならざるを1!} ないが， 1 人で

は事故などの対処lζ 不安があり，その芯l沫で11深夜IJdJi 乙

2 人わりあてりれるような大きな q1(立の方がよい，など

の条件がある。

しかし，乙れらはいずれもきめ手となるものではなく

以迎の大きさがどの位かをきめるものは，もっと石議そ

のものに似R したものでなければなるまい。それ: まどん

な乙とか。

;[I '.llQ!haのチームがjぷ. f I を石ーる場合，看護の万式には 11:

Ｇｊｔ 受持ＺＱ日Ａと ｪ よ ｕ Ｇ￭Ｇ受 ｪＡｦ［ ｪ［ｬ ｪ とがある 。 ｻ上 Ｇｊｾ 受持Ｚｉ Ｉｉｊ というのは

II :i; hなどの場合幾人かの石護婦を仕事の種類によってた

とえば注射係 ・検温投薬係、 というよ うな単一作業に専門
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化する方法である。 これに対して忠者 受持 ;1;11というのは

; f T護婦 1 人 1 人lこ怠者を何人カ)1"つうけもたせて，受持

の，也、手ｾ Ｎ ，こ関する一切の右必を行わせる方式である。

イギリスの病院研究のレポート ( Studi es in the fu附，ons

o吋 desi gn of hospitols ・Nu Hield Provi nci ol  Hospi tol s  Trust )  

は乙のような石l- t . i l i の方式を石議単位を貯えるときのよJ l : ! 2ー

な姿索として取り上げ，次のようにいっている。

「乙れまでイギリスのほとんどの病棟では仕事受持制

が採 られてきたが，乙の方式は jぶ者 lζ 対するZI 任が幾人

かの; r J ' ・; 護婦に勝手lζ 分けられ，その注; むそのものも段械

的 ・非人間的なものになりがちで，忠; [ 1 " こ対して十分な

サービスをする乙とができなし、J [ " " 日い石ー辺水準を保つ

ためには ， 乙れまでの仕目 ｗｾ ・持Ｚｉ ｾｪ では駄目で，乙の石［必

組織金変革する必裂がある。 J [ " " 現，( f 必必なのは右ぷ婦

放をW: す乙とではなく，むしろ 1 人の州以の下』ζ バラン

スのとれたチーム組織をつくり，それに見合った石 Li!f単

位を作る乙とである。 J ｛ＢＢ仕 Ｎｴｾ 受持ＺＱ日 ｬ の欠点をふ百めた少

数の病院では ，:rr必払11や石，{ i ( i 学生』乙何人かの! 怠者を 'Sl j当

てる jぶ者受1!f ;J i1j を採用した。乙の方式によ ればjよ.¥-l. れこ対

してμ に行きとどいた右. ; l Qができる。」

乙うしてイギリスでは !1¥1 ' I 受持制の研究がはじまり，

患者をどの位組lかくわけで受持たせるか，そしてそれら

を婦長はいかに学似ーするかについて，さまざまなケース

スタディーが現伝行われている。 図- 2 ， 3は乙のよう

な) 5' えに沿っ て， 1孟r: lli ・右必払ij ・kt 築家の協力のもとに

9J!設 3 れた実験泌総である。

ともに l 人の州民のもとに布設チームを 2 ]! 下に分けて

それぞれ ＱＶ ベッドおよび ＲＰ ベッドずつＮｾ持つような ｩｬｬｾ ￇ［［

をした32ベッドおよび40ベッドの百 i Am位の提案である

が，乙のとき両省について，それぞれから起ってくる医

百主的 ・行政的 ・宕，iili 教育的なf1: Ｇｊｾ をいかにうま く分け て

さばくかが研究課題となっているのである。乙れらの解

析を通じて最適のベッド数が，それに対応する; r J ' ; 訟の入

手との関係においてあきらかにされようとしているわけ

である。

わが国の場合，石一波の方式は， .正i者受t!i ; J i I I を採りなが

ら，同時にある仕事については仕事受持とするといった

両方式の併用が多いようであるが， イギリスのような組

織的研究がないために，個々の病院によるぱらぱらな解

決にとどまり者; 援の函から最適な右辺惟位の大きさを提

案し得る段断にいたっていないのは残念なことである。

H む す び

右i At]i 位の構成については一応の万全|を IYJ 示したが，

その大きさについては現状における右設作業のパランス

から下阪を只体的にしめすにとどまった。乙の大きさを

アメリカあたりのおベッドといった程度にまでもってい

くには ，:J.Uドとも石必姉をもっと 1. . : J さなければならない。

しかし国民全体』己責j して，もれなく医療保障をお乙なお

うという動きのある別在，国民の経済的D担なども考え

あわせると，乙の主ｾｾもそう ｴ｝ｩ 純にはおし ｩｬｬｩ められない。

そうであってみれは，乙の ［ｉｾｪ 約の ｲ ｬ ＭＧ で，よりゆ きとどい

た看護をしようとするには，石

道に逃められ，それとのw関] 述のもと』κ乙t必i主: 築の' バi礼Ii幽幽もf挺足3案d  

される乙とがいよいよ大きな芯怠却ｾｾ I味沫をJ持守守? つてくるであろ

う。乙のように医療担当者と建築家とが密接な. i 1 ! けいを

保ちつつ，よりよい病棟をつ くり 11¥す努) J がつみかさ j

られていくならば，行きづまり的ともみえる現在の病棟

設，[1 に，革新的な促笈がみのるのもさほど j gい ζ とでは

あるまし、。

{ 筆者 i t ! 京大学工学部吉武研究室)
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京 都 大 学 病 院 手 術 室 特 殊 照 明 装 置 に つ い て

11日和32W 度予算により ，京銀l大学

病院新営工判乙ｦＪｾ、施行しました見

学窓付手術室につきまして，ど紹介

したいと思います。

一般KT 1，j. j室の照明には室全体を

!日] るくするための全般照明と，手術

fT上の下術! h ' I をとくに明る くするた

めの局部照明とのことおり巧えられ

るのが常汲 とな っており，後者のJ : b ' j

合の ＡＱＮＨｾ ｾｩｪｊ Ｖｾ 只ーには，普通 ｍｉ［ 多灯が用

いられています。

乙の 無 ［ｪｾ 灯 は普通の下術室の場合

lζ は，下i初台上 lζ つり下げられるよ

うな構造の総只が多いのであります

が， 本千術室( 第 1図 第 2図参照)

の似合のように ，手術室の天; 11・ドー

ム l乙，見学窓を設け 司乙れを通して

見学者1こ，手術Iの進行状態を， 上か

ら? 必然させるよう な特殊構造の下1'¥-]

室では，つり 下式の無;ぷ灯は，見学

者の視野をさえぎるようにな り，し

たがっ て見学者にとってはたいへん

つご うの悪い乙ととなります。

そ乙で乙の欠点を除 くために ，つ

り下式のようなものにせずに 司 ｊｬ Ｈｾｬｩｪ ｊ

2日只を何個かの投光器lこ細分して司

τ・1初室の天)1部に固定してl l X . 付け，

その ｊｬ 日身、ｴｉこより千術部を ｊｉＮｾ し、つり

下式知 ｧｾｾｬ と同じ効果を先制 ｩ させる

ようにしたものが，木淡町でありま

して ，設計な らびlζ 施行は病院0 ¥11で

東京芝浦電気株式会社に依頼され.

その技術上の ｾｩ ｾ 怪をお引き受けした

よう な次第であります。

乙れから設計 な らびに胞行の偲E12

を.i!sべ る乙とに な るのですが，まず

:&μ|上か ら，ＯＱ王手術室の 世話 ［ ｪｾ 照明淡

泊として只似l しなければな らない必

要条件として，次のようなものが汚

えられます。すなわち
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(1)  良好 な 告 Ａｧｾ 度が得られる乙と

(2) 適度の| 列るさ，すなわち 5，000

- 10，000/レックス程度の照度が

ｾｾられ る乙と。

(3) 被照射部の温度が 40

0

C 程度

以上に上らない乙と。

Ｈ Ｔ Ｉ 照明 ｩｬｬｩｊ ｾ は手術室 ｉ ｃＮ使用され

る関係上，r釣燥型である乙と。

(5)  屯球の交換その他6f 5 具内部の

保守が簡単である乙と。

(6) 見学者の視野をさえぎらない

乙と。

などですが，乙のうち(1K2) .3)は被

j照射郎すなわちT休I野を ，(4X5) はR日

ｉ ｙ Ｎ ｊｾｻｮ の構造を， (Gl : 立見学者を qJ 心

として巧えられたものでありまして

これらの条件を満たすように本設計

はなされております。その内終は第

1図，第 2図のような断面の手術室

ｬζ ，小型投光 Ｖｾ を ， 見学窓のあるコ

ンクリー トドームの頂15111ζ 8 個，そ

の下部周辺のステンレス化粧仮に 16

個を， ドーム中心l乙対して対称的 lζ

配置し，その照射の方向を，床上 1

メート ｊ レ』 ζ 仮定された手 ｬｾｔ 台 上 の下

術野中心lこ向かわせ，すなわち下術

野に jI'j って， ) . 送円すい状に集光させ

るような構造になっ 7 います。

一般に乙のような照明方式により

ますと 司投光2 l i の照射方向と ，下術

中心における鉛直線との聞の頂角が

40度以上の場合は，良好なf以下手効果

が得られるといわれていますが，本

設計の場合は， 第 1 図のように ， ド

ーム加古11 8 簡のスポッ トは23 .5皮，

下部周辺の 16簡のスポットは72皮の

｝ Ｇ ｕｃ ｊ にｾ位されていますので ， -mgrl 

と周辺郎の一部を併用しますと 47

度以上の角度となりますからほぼ良

好な無口三度が得 られ，まず条件に適

するものと思われます。

次IC. 手術野のl限度が 5，000 ー 10，

000 )レックス程度出させ， かつ手術

野のi J ; ; ' 1肢を 40

0

C 程度以下におさえ

て，ＡＺｦ ｾ Ｒ ，＠ ｾｾ Ｓ 条件を満たすように

設計されたのが，第 3図，第 4図の

よう な構造の小型投光援でありま

す。 第 3図は頂部用 ，第 4図は下部

置J Ｓ 図小型投光ｾ，ｩｊ (服部川)

第 4図 小 型 投 光 協 ( 下 部 周 辺 ! T I >

周辺用として設計されていずれもア

ルミ銭面仕上のパラボラ型反射鏡の

がl面は 24V，3 0 Wの小型定焦点口会

屯球を取り 付け，投光日誌を形成して

いますが，普通の投光旅と呉なるJIL

は，前 IIl i保護力。ラスと反射鋭との聞

に熱線吸収フ ィl レタ ー 2 }e]を入れ，

乙れにより熱線の6796以上を吸収し

て被照射部における有害な温度上昇

をできるだけ避けるようにくふうさ

れてあります。さらに第 4 条件 であ

る引火性麻酔力。スに対して絶対安全

を期して防爆構造にするため，投光

23の前ぶたを ゴムパ ッキングにより

手術室の内外の jffi 気を遮断 されるよ

うlι なっています。

また第一 5 条件である電球の交換な

らびに 内部の保守点検を簡便にする
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節 5図 操 1午 現在

、レ ーす負岬 A、型 礼を品

i 、d- 同d 吋ふ世枕1I i -

立 Ｑ Ｖ 図投光保 ｲｵｾ 回路

ために投光61 f は全部前ぶたを 3 本の

つまみねじをゆるめることにより.

そう脱できるようになっていますが

とくに頂郎川のものは手術室床面よ

りかなり高い位世にあるため後ぶた

を脱してできるようにもなっていま

す。

乙のような構造の投光23併を娘ZJ

ｾ Ｍｊ ー として侠 ｊｔｊ したのですが，各投光

ｦｦｩｩ の点滅は子 ｩ ＮｪＮ ｪｾ 己の壁 ｬ 瓜 ｬ こ， ｪ 交流され

た操作ｾにより行われ，その桃造 ｬ

第 5図のようなものでありまして，

操ＱＧ Ｑ ・鍵の ｉｾｊ 火に頂郎 Ｘ 個の投光器を

ー何時とした点以総 1 個をおさ ，そ

のm凶に周辺郎 16個の投光日誌を 8 阿

路とした点滅慌を ｾ￉ べ，上部に ＧＴＱｩＱｊ［ｦ

屯JL;¥が取り十l けられています。点

滅'1.:';::t. III} 燥のため; ] ( 銀スイッチが使

用されており ，点 滅器と投光ｾｾとを

結ぶ冠気回路は第 6図! こ示されてい
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ます。

次に全般照明はけい光灯でやる乙

とにしまして，その平均jl，(H支は 150

J レタス程度になるように a没JI されま

したのご 4 0 W2 灯m半担! 込型アタ

リー J レカバー付灯只 4 個を第 2図の

ように配置し，また淡色性をuくす

るためランプは天然白色系を使用し

ました。

以上のような ;&JI' のもとに東凶総

合せの 2 剥iの手術室についてまった

く同 じ装置を 2 組胞行した結果が第

7 図，第 8図の仕上 りとなります c

ＡＺｦｾ＠ 7 図lよ手術室床より天 )1 を見上げ

た部分で，知 8 図は見学室からドー

ムをよLおろした部分の写以でありま

す。

乙れらの随行後の結尽を当初の設

計条件と 比較しますと次のようにな

ります。ただし測定結果は東室K つ

第 7 図

宣1 8 図

いてのみ表わし，西室は同様な結果

でありますから何時します。

まず全般限切につきましてはけい

光灯の直下ならびにその中I f I Jの 9 iM 

ｩｊ ￭ でＩ｜ＨｬｌＨｴ測定金行ない ， その ｾ ｉ ｚ ｬ 勾 ｬ 限

度を求めたと乙ろ 19 8 ) レックスと な

り，使用 i去のi威光Lfl を汚).，Hに入れま

すと ，! まぽ; 没JI-{ u'iの 150 ) レックスに

近い l直になっています。

次に ｍｾｾｪｾ 日 ｉｬｪｊ Iこつきまして( : 1，第

9 図のような抗経20センチ深さ 15セ

ンチの手術野を 1 メート Jレの位置に

似定し，その中心 0 ならびに周辺部

A  B  C  D点 l乙Jl.aL( t ，i I をおさ、そ

の平均限度を求めた結果、床上 1 メ

ートルのili iで頂却のみを点灯した場

合は 5，500 )レックス， 下 部周辺のみ

全部点灯したら; 代: よ 6，800 ルックス

となり ，また頂部および下部氏辺全

部を点灯した場合は . 床上 1，075 メ

、

-
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第 9図 手 術 野

ートルの面で 10，600;レックス 1 メ

ート J レの而で 10 ，900;レックス 0. 92

5 メートルの面で 10，000;レックスと

なり . 設計・照度は 5，000- 10，000 ;レ

ックスであ りますから ，だいたい満

足できる結果が現われています。次

に被照射部の1目t 度浪.IJ 定ですが， ζ れ

は床上 1 メート ノレの手術野の中心 。

に水銀協度引を 111'1間放置後に求め

た結泉 ｔｦｊ 日ｾＩおよび周辺部 Ｒ 品 ｛ｬ Ｈ 4 灯〉

点灯の賜令( 乙れが手術時の普通の

使用状態Ｉその ＱＱｾ ￍＧの室調 Ｈｩ 22

0  

C で

中心 0 の最高温度 30

0

C すなわち ，

温度上昇は 8

0

C となり ，乙のよう r

普通の使用状態では ，手術室全体で

空気調整が行われ，室温は最高 27。

京 郎 大 学 病 院

C 以下に限定されるため被照射慌の 総合報告さ れる予定でありますか

温度は常に 40

0

C 以下となり ，第 3 ら，木杭をそれまでの中間報併 とし

条件を満たす乙とになります。 てお目通し くだされば幸に存じま

また無52灯の良否 lζ つきましては す。

木下術室はまだ使用状態にははし、っ 終 りに本装置の実施[ 乙際し ，途中

ておらず，したがっ て下術担当医師 幾多の無理な要求にもかかわらず終

からその結果の報告を受け ておりま 始協力的態度で荏処してくださった

せんので，判明しかねますが，まず 当方建築技師ならひ1こ東芝技師の諸

予JUlどおりのものだと思われます。 兄に対し深く謝怠を表わすとともに

以 上 Ｈ ｩ 施行後の測定結 Ｇｲｾ について 乙のブi 而に関心を持たれる読者ー諸氏

述べたものですが，なんといっても に対し今後よろしくど指導を賜わら

まだ使用実紛が判明 しないので. ［ｉｾ＠ んことをお側L 、しまして ー乙の杭lこ

特殊照明装置が総合的に成功したか 関するったなき祭をおく乙とにしま

どうかは今後を待つよりほかないの す。

でありまして，その結朱は後J l 病院

のほかの施設の使用実紘とあわせて 作 者 京 知 大 学 技術l以)

@  

純 国 産 多 彩 塗 料
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大 阪 府 立 成 人 病 セ ン タ ー の 構 想 に つ い て

安 田

は じ め に

とのたび「建築と社会」の病院特集号 [ζ 当大阪府立成

人病センターの構想について寄稿を求められた。乙の施

設は後述のように在来の病院というカテゴリーに入るも

のではな く広く成人病予防行政の見地から ，新飢域開拓

をねらっ六ものである。なにぶん先例を見ない仕事で‘ あ

るから衆知を集め，能うかぎり机廷に検討し，準備に万

全を ｊｾｉ したつもりではあるが ， 第一則正 ＱＧ［ 設を終えたばか

りの現在でも，思わざる新問題の ｲ ｾ Ｎ￩ｬｬｬ ｬ に戸まどい，一面

また 前 途の多 Ｇｆ 多望に関 係 手 ｾ ＧＭ 同 ｮ らを倣うつ思いであ

る。未然キ上援な試論ではあるが何らかのど参考[ こ なれば

幸甚である。

1  成人病対策の動向

最近わが閃の公衆衛生はめざましいiii J進を示し，結該

ある いは急性伝染病等に対しては，乙とに ｭｾ ｾ 目に価する

成果を収めている。たとえば結以死亡率については昭和

231下の人口 10万対 177 .9が10年後の11日夜133年には 49. 5 に

まで下降し，すでに峠を越す感がある。急性感染症につ

いても，赤痢を除いては今や全くｾｾをひそめ，各地の伝

染病院には空床が目立つようになってきた。 しかしなが

ら，われわれ公衆衛生を担当してい るものにとっ ては，

まだまだ多くの解決すべき 問題が残されてい る。乙 れら

とり残された課題の中でも最近とくに一般人の関心を高

めてきたものは「がんJ ， i高血圧症j ， 了心臓疾患、」

勾: のいわゆる成人病に関するものであって，同あるいは

地方 fl 治休においても，ようやくその対策に取り組むよ

うになってきた。わが大阪府においても数年前から ，乙

の成人病対策について基礎的な調査研究をつづけてきた

が，昨年 ( 11{1t1l 33症の l変から ，その成裂を係 り入れた本

格的な成人病予防対策にのりだす乙ととなった。 しかし

ながら成人病対策には多分に社会的 :;，IY ｪｾＡＺ を考 ［ＭｊＮ［ｈ しな けれ

ばならないし，近代医学の急倣な IjiJ 進にもかかわらず，

技術的には. なお多くの改託ーを去する諸問題がももたわっ

ているため，簡易な施策では大きな 効ｾ ｪ［［は包む べくも ｲ

い。 また一日に成人病といっても 「がん j と「心臓等循
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ｬＩ［Ａ ｾｬｩ 系疾忠 」 とでは病態の本質を全く異にするから，個

々の疾病( ( 対する診療技術の発展段|併にも差異があ り一

率の対策をたてる乙とができないのである。したがっ て

あるいは総論的に，あるいは各論的にその施策について

慎重に検川する必要が生じて くる。個々の疾病について

の各論的な対策はー先づおき ，包括的に成人病対策を考

える場合，まず現今の診療技術をいかに活用すべきかと

いう問題を考慮しなければならなL、。医学の13;¥状から考

え端的にいっ て， ある和の感染症等とj J t い成人病の予防

対策の「きめT - J はないとさ れる。したがっ て現在のと

乙ろでは早期発見，早期治療が成人病対策のfた収 となる

乙とは当然であろう。乙の早期診療の総を実地行政の上

に乗せるに当っては，乙れに必要な施設と乙れを駆使す

る技Hi が枇保されるかどうかという乙とがキーポイント

となる。まず第一に7 ? ; えられる問題は. 現在の一般病院

珍療所的にこうした施，及と技術が既設されているか. あ

るいは i況( 7 - していなくとも比較的たやすく整i J ili しうるか

どうかということである。もし. 乙のようなことが可能

ならば曹これらの諸!jlli 設をいかに利用するかという諸施

策を打ち山す乙とによっ て，かなり大 きな効果を期待す

る乙とができるわけである。しかし，乙の成人病の早期

発見のための診断には最高度の技術と最新の保只総械を

必要とするばかりではなく，乙の方面の医学の:'':liili な進

歩{ 乙併行しながら人的物的資源を充実整備してゆく乙 と

が至上命題となる。

2.  成人病センターのねらい

乙のような乙とを個人経営の一般医療機関l乙要求する

乙とは今口の貧弱な医業経済では不可能ともいえよう 。

したが って現状では，公的医療機関を中心とする設備可

能の大病院に，このような施設を整備し，乙れを 中州と

して早期究見，早期治療の網をはりめぐ らす乙とが妥当

な方法といえよう。

乙の場代に35えなければならない乙とは. 乙の中核と

なる早期交凡施設すなわち Detection center を大病院に

設けるか，あるいは，乙の目的のために特定の施設を単

、



， 

独に設ける方がよし、かという乙とである。] I I ] 析すなわち

病院内併設方式では，専門技術 ［Ｈｩ ヵ 、 ｾＡｊＮやすい乙と，直ち

に治療に移行できる乙と土手の点ではi走者より勝れている

が，その病院を￼Ｇ￯Ｚ接訪れる江者に利ｦｬｊ ｊｍ が Ｑ Ｑｬｾ定されがち

であって，その他の多くの人々には似速される乙とが多

いというま:lUJ尽がある。乙のハンディキ t ッフ。の克服は，

病院経営全般とも関述し，また一般開業医からの忠者紹

介という微妙な問題ともからみ代って本質的な困難を作

なってくる。一方，d1! r J の新胞設を設ける場令には( セ

ンタ - f私立方式) ，わが国の医学技術者があまりにも病

院勤務l乙執析し，検査，診断，治療という近代的分業WII

皮になじまない t: めに生じる技術名4 の確保難，あるいは

治療施設との迅速，かつ有機的な直結が不如意であると

いう乙となどに短所を見出すのであるが，広 く一般医療

機関の ｷ 極的 利用Ａｌ供しうるという点が ｾｆＧ ，ｴ ￯｜￯ＨＮ 勝れた長

所となる。とくに早期治療をねらう「術部総系」疾jむの

場介など，発見された忠者の病状lこ応じて適切な治療施

設を整備している各種段|併の医療機関lこ乙れを紹介し，

能率的合理的におびただしい忠者lt ' f . の早期治療を期待し

うる乙とも大き な利点といえよう。わが同においては，

伝統の古い開業医11;11&が厳存し，多数のいわゆる家庭医

が全同 ｴｬｾ 々 ￬ｬｬ￬ 々に散在しているのであるから ，乙れ らの

開業医の方々に成人病対策のー践をになってもらう乙と

が，大きな効果を期待しうる最も下近な現実的方策の一

つであると考えられる。したがって，乙れら第一総の実

地医家が気安く手軽に利用できるよう な上述の施設を公

的医療機関! こ併設するか，または単独に適地を選んで新

設し，一般開業医と共存共栄の協力態勢! (. 入 る乙とが良

策といえる。わが大阪府では，乙のような観点から前記

の単独の早期発見施設はもとより ，関係技術者の養成な

いしは再教育施設，成人病対策の調査研究機関，さらに

は次に述べるような中央臨床検査室的施設等をも包合し

て，乙乙 l乙総合的な 「成人病センター」なるものを計図

し，現在その第一次娃設( 循環総部門) が完成した所であ

る。既j z f ; のように ，最近における医学の進歩は誠[ 乙分進

秒歩といっても過言ではなく ，またその l句界! ( . 至 つては

ますます複雑多彩に分化してゆく今日 ，診療に従事する

医師が従来のように万能選手よろしく ，臼 ら必要な各種

臨床検査を正確迅述にやりとなす乙とは到底不可能とな

ってきている。乙れは最近の診断!乙必要とされる臨床検

査の方法が激WI したばかりではな く，その内容が複雑か

つ粕訟を極め ， 乙れ ｬζｾ する然械や装置なども ， その操

作にイ ー分習熟したものでなければ，正有'(li な成紡がlUI待で

きなくなっているためである。乙のような現状! ( . 鑑み診

療に直筏従事する医師の手から検査技術の業務を一応分

離し，その仕事は臨床病迎専門家にゆだねるという新た

な医術の分業が行なわれるようになり，いきおい，検査

郎門を集中化する傾向が口士脅しに強くなり，一疏の大病

院には 中央倹 ｦｴｾ という新しいシステムが絞々誕生しつ

つある。 r府J . r . 成人病センタ ー」は ζ のような考え方

を竿耳目一歩さらに前進させたものともいえるのである。

すなわち現在盤然たる 中央検査室を完備しうる病院は前

述のとおり極めて大きな，したがって一郎少数の京院に

限定されざるをねない状況にあり ，その他の大多数の病

院，" 会療所は ，その必2! ! 1' t，を認めなが らも ，1民業経済の

制約および適材獲得の面から設備不可能の窮状をか乙っ

ているのである。 しかも，乙のような検査設備の要諦度

の最も高いものは成人病と呼ばれている一昨の疾忠! ( . 対

してである。すなわち大阪府の 「成人病センター」は 乙

のような随路のため ，医学の進歩 と平行し ｾＮ［ｊＮない府民医

療の現実 lこ対処するためにも，とくに窓欲的に姶設され

たもので，府下の一般保i鎚医療機関の中央検査室 Exo mi-

noti 叩 白川町 としての機能も果せるよ うに苦心設計され

ているものである。

3.  成人病センターの機構と機能

ちなみに ，その内部機構は次のとおりである。

(  1  ) 事務局

( 2 ) 調査部( 及学的研究，1 t 団検診，資料符吏J ! . ，技

術者教育)

( 3 ) 診断第一部( 循環器専門医による診断を主とす

る)

( 4 ) 診断館二部( J 匝鈎専門医による診断を主とする〕

( 5 ) 検査知一郎( 心屯図，心音図，呼吸機能，基礎

代謝，心臓カテ ーテノレ，眼科，Jゴ科および脳神

経科検査等)

( 6 ) 検n第二部( 内視鏡，外科手術検査等)

( 7  ) 検査第三郎( 一般臨床検査，生化学検査，腿溺

生化学検査等)

( 8 ) 検査第四部( 臨床血液検笠，病理組織検査，網1I

胞診断等)

( 9 ) 放射総部( レン トヶーン，アイソトー プ検査等)

本年 9 凡lこは，乙の機構のうち循環器疾忠 lζ 関係ある

部分がまず唆工し，引きつづき第二次辿設工τJ"C ( がん郎

門) !乙泊予する予定になっている。現在，予算化されて

いる乙の施設が完成するのは明 35 年 8 月の見込みであ

る。 なお検査部門{ζ 細菌，血清の部を欠いているのは，

i隣接する府立衛生研究所が，乙の成人病センターと同時

に拡張工事を始めているので，乙の術研に委託する干筈

になっているためで- ある。

「成人病センター」の設計にあたっ ては， 前記のよう

な行政上の実地要求を消すよう，とくに配慮されたもの

で，その規紋および構造の大要はおよそ次のようであ

る。まず「早期発見j のための施設としてはセンター自

らがｾ検事Ｈ移動センタ ー ， ときわ号Ｉを利用して行な

う各極集団検診と して年間約 5 万人，府下の各保弘s所等

が行なう* 団倹; 多年間約40万人からスクリーンされてく

る妥精密検査患者として年間約 10万人の処迎が迅述 l己完
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"  

了し うるねらいである。次に「巾央検査宗」的設備とし

ては，府下各医療機関から委託依頼される ，およそ 100の

試験検伐として年間約20.1j {，1ニの処J l J l 可能を n途としてい

る。乙の他に，直接「センター」をみれる人々のために

外来弘 ｴ ｌｬｾ診断も行なえるように設 ｾ ｉ Ｇ されてお り，完成の

腕には検査mベッド (t 、わゆる人間 ドックが主) 7 0L択を

備える予定である。また公衆衛生学的調査研究} ] 在設，専

門技術者養成訓練のための設備も可能なかぎり計画 l ド( (

織り込む乙とになっている。したがっ て 「センター」の

施設は主として，診断，ｾ史資施設 ｬζ 霊点が桁 ｬ 布Ａされてお

り， 診療については原則として行なわないか ら診断後査

等 ｛ζ 必型な治療純設に ｉ ｉ｝ｾ 局されているのである。

4， 予 算

ＲＱＺ［ 没予算は総古 ｾｩ 542 ，963 千円で，乙の内訳としては，

工事11 315 ，375 下門( 本館鉄筋コンクリート地下 1 ＱｾＱ ，＠

ｪ 也 上 ＴＱ ｾ キ，延 Ｑ ＹＴＸ 伴で ＲＸＱ ， ＴＷＸ 千円，ボイラーと ｩｾ ，食

堂，倉庫，中央iJ t需主室等の付属ru物 309 苦手で 33 ，897 千

円，;11・2 ，257 珂，) 1Ii!i品n206 ，032 ，400 門( 庁i f J Wi 日 15 ，

899 千rl J ，医療川111/1品 190 ，133 ，400jl J) ，その他21，555 ，

600 門に上 っている。 *ftl' { 1附には外来患者 orWi 密検

査忠析を合むＩの各車 ｮ ［［ 会勢 ｻｾｦ および診療に直ちに必要 な

検ft 室を設けている。立i者を直筏検査する検査室( レン

トゲ ン家， 心fE図室，手術室等) は 2 s併に設け . 材 料検

1 立半地下室に; 没けられた各種の検査室におい て 行 な

う。 3 階は主として験日の控室と前堂にあてているが，

一部には病室 cr 術忠才i打]， 30床) にも伏mする乙とと

なっている。 4 問弁には検f F . 用ベッド40J，ぷ( 例主〕を設置

している。各! 析の述絡には大型エレベーター 2 1ま，庁内

電話80木，インターホーン，庁内放送設備，巡搬用リフ

ト等が; 則市されている。職員はほぼ250- 300名( 医r . i n約

70名，宕設婦約70名，検査技術口約60名，そ の他) と考

えられているが，乙れは未だ確定 された数字ではなく，

発足当初( 第 1 ￬，欠の循環ｾ部門のみ〉は常勤職日数 Ｑ ＳＶ

名( 医師30?! ，， ;fI'・護婦29名，検査技術貝23名，その他)

の陣容でスタートする。設備さ れる各種保i品についての

詳細は別の機会lζ ゆずらざるを得ないが，その大要は次

建 築 材 料 の 選 び 方 使 い 方 の 専 門 誌

建 築 技 術 者 と 材 料 業 者 の 必 読 古

襲警 材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 11 発 行

B 5 ￥100干共

全国笹庖で発売

本 社 東 京 相i文京区小石川町 1 - 1 包話⑧2739

支社 大阪市西区西長期1- 5 四ツ織ピル 72話@I 9200

の辺りである。

すなわち，

(  1  Ｉ臨床 ｾｌ 盟関係Ｈ心江図，可 ｬ 反 ｪ 集能 ， Jl ri!及土手〕

32 ，694千円

( 2 ) レン トゲン関係( 治療部門は合まない)

45 .761千円

( 3 ) 臨床病理検査関係 42 ，601 ，400ft] 

(  4  ) 内視鏡検査関係 9 ，109 ，400円

( 5 ) アイソトーフ検査関係( 治療部門は合まない)

14 ，665千円

( 6 ) 下I;.I 室関係( 下Hi 3i は 1 ｾ主Ｉ 24 ，392 .700円

( 7 )  ｾ ｉ 守 ｼ 検診関係 29 ，083千円

( 8 ) そ の 他 5 ，580 ，900円となっている。

お わ り に

以上，本j苛が成人病予防対策の「極め下」として今回

ijl 設にふみきった「成人病センタ ー」 の概要を述べたの

であるが，紙数その他の関係で; 立をつくせぬ点が多々あ

る乙とは誠に残念である。しかし工事はが]記のように ，

ようやく第一次計図 ＨＱＧ 柄 ｲｯｾｾｲ 郁 門 Ｉを完了したばかりで

あり ，引 きつづき第二次工事( がん部門) の設JI-( 乙努め

ている段階でもあるので，工事の進捗とともに，あるい

は多少の変更も子恕されようし，また実際の運営l乙入 っ

て後，拡光をも余儀なくせられるかも知れなL、。したが

って詳細な設備 ，構造あるいは迩営の状況等についての

具体的な説明は ，経常運営を始めた後の適当な機会にゆ

ずら なければなら ない。 切にど了承を乞うものである。

どうか怠余っ て 鋒足らぬ乙の知的 Ｑ に対し，忌Ｑｦｾのないど

批判乙:D)J 言を与えられるよう併せて，今察 Iy] 別にある成

人病予防行政の先駆的役割を月比さんとする本事業l乙対し

l凌かいご支後とど桁導を怒闘します。

終りにあたり関係者名位，乙とに隣筏胞設によっ て極

度 [ζ 制約された狭隙な敷地にもかかわ らず，われわれの

理想を最大限に盛り込んでいただいた的処築部恒I 是認の

方々のご高配，ど労苦に対し，衷心か らJ故意と謝立を友

する次第です。

(筆者大阪府術生部予防 t傑良)

月 刊 P  

Ｔｉｴ号ｾＮＮ場。ｾ・ＥＭＤぷ

フラスチ ックス

建材一覧表が則

被されてい る総

アート大' f J j t世芯

3 0 0円

P L A S T I C S  A G E  

大阪市尚区東 ｪｾＱ 本町 ＳＴ 品 ｉ 曲
T  E  L.  (27)  0822 ・5712 .  6012 

m H ・大 阪 2 1  1  1  3  

東京都中央区日ふ嶋本個 j 4 丁目 5 品j 由

T  E  L .  (24) '5 3  2  0  
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理 学 療 法 の 施 設 に つ い て

霞 末

I は し が き

医学を大別すると，次の三つの分野 lζ 分けることがで

きる。その第ーは治療の医学であり ，その第二は予防の

医学であり，その第三は回復指導 〈凶ysi col m吋 i cine) で

ある。回復指導とは諸穫の傷病の後に残 された決能防笹

の回復を図り，ひいては活動能力の回似を 目的とするも

のである。したがっ て 乙れら三つの分野の医学が揃って

発注する乙とによって，はじめて医学の使命が達成され

るといえる。しかしわが国においては，回復指導1(. 関し

ては遺憾ながら相当の遅れをとっている乙とは否定でき

ない。以後遅ればせながら，乙の分! l fft ζ 刻する関心がr 1fr

く高まりつつある現状で，豆E学療法の胞設を持 っている

病院は非常に少く ，かつまたその設備に不備 な点も多 々

あるように恩われる。乙れlこ反し欧米諸国にお ける理学

療法胞設を見学したものは ，ひとしくその設備の光分ぶ

りに感放の目をみはるものである。乙乙に乙 れ ら諸国の

設 ｾｭ を参考とするとともに ， 過去の経験を ふ り かえりつ

つわが国における理学療法胞設につき，設計上 とくに要

求される点，あ るいはとくにお目 すべ き点に ついて述べ

てみたし、。

I[  各部屋の特徴および設計上の着眼点

理学療法施設として必要な部 ｉｾＮ は大体次のように大別で

きる。

1  ) 診祭主

2  ) 筋fE図. 脳波室

3)  ' L: ( 1気治療室

4 )  ＢＷッサージｾ

5 ) 水治家

6  ) 室内巡i f i ))J 易

7  ) 職能療rk五三

以下各部尽について述べる乙ととする。

1  ) 診察室

ー自 ｊｴ の［会終ｾと ほとんど変った点はな ｬ 、 Ｐ

2  ) 筋電図，脳波室
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正

電気的 lこ機能検査を行なう部屋で， 1fJ j氾図， ｉｬ￬ｾ 放の笈置

を 置 い 乙 れ ら総械の性質上 shi eld r∞m とする必嬰が

ある。器械の大きさから考えて 5 m X  7 m 位の広さを要

する。

3  ) 電気治療室

多種多様の電気治療訴を佼用するので，そ の数に応 じ

た包源を21ーする乙とはいうまでもない。器械としては低

周波治療ｾ，組短波治療ｾｾ，超音波治療ｾｾ， m'J L浴，紫

外線，芳、外総灯などがある。各:?l i tJkどとに一台仰の絞台

を2 f するか ら，総械の台数に応じて部Joil の広さを考慮し

なければな らぬ。

4) マ ッサージ室

5 ない し6 台の7 ッサ ー ジ用組台をおく。似合と寝台

の問 ｬ 乙 Ｗ ッサージ師が立 っ て 作業し ＱｾＮ るだけの間断が必

裂で，部屋の広さは7mx 7 m
{立を変する。その他にはとく

に考慮すべき点はなし、。

5  ) 水 治 室

主として j日水中で治療を行なうのであるが， }11にj1<<l 浴

のみを目的とするものではなく ，乙れに機能療法を系統

的l乙結びつけて行なうものであって，乙の目的のため孫

々の特殊な設備が必要と な る。

諸事Eの装置を設置するので数個の部屋 [ζ 分けた方が使

利であるが，各室どとに入口! と近く衣類整理戸棚をもっ

た ｉＱ 見衣坊を 設け なけれ ば な ら ぬ 。一般に Ｗ ｊ＼ｩＧｩＧ￮ｾ誌における

床面の排水 につい ては細心の注怠が必ｾであ る。す なわ

ち釧水のため床面にごく怪t 、傾斜をつけねばならぬが，

乙の傾斜は室の入口とは反対方10] ，したがってまた脱衣

場 とも反対方向に低 くなるようにすべきである。このよ

うな 乙とは至極常識的な乙とで，あえて取立てていうほ

どの乙とでは ないように考えられるが‘ 実際には乙れと

は全く反対方 I[ IJ の勾配がなされ，I日i衣場や宝の/ 1 ' 1入口が

水浸しとなった苦い経験を持っているので，とく lζ 乙乙

l乙取上げた次第で、ある。

.  ) 全身小浴槽と部分浴槽

全身を浴村lに浸すのと ，体の一部すなわち主に四肢を

、



， 

浴栴 lζ 浸すものであって. 両者は一室lζ 設置するのがよ

し、。

一人用全身浴槽として Hubbord タンク( 附図第 1 ) が

多く用いられる。特殊なものとして歩行線利用のHぬ bord

タンクがある。

Hubbord タンク lζ は旗揚のi空宇1¥ I火つけ用のコンプレ

ッサ ー， あるいは気泡浴のための梢底よりの気泡発生装

置用の定源が必要である。 ζ のタンクには四肢迩[9J の不

自由な患者が入 るので，天井または側壁l乙クレーン

( C閉めまたはリフト( lilt ) を取付けて，患者を佼[

乗せたままで浴槽内 {ζ 出し入れするようにしなければな

らない( 附図第 2 ) 。乙の場合天井にとりつけたクレー

ンは手動式では非常に非能率的で，とうしても電動式ク

レーンが要求される。

乙のほか全身浴料としてわが国では楓泉地の鉱泌を用

いる鉱泥浴村l，あるいは砂浴槽( 附図第 3 ) があるが，

乙れらは単なる温熱効果と心理的効果とを ｊｾ ｉ 待するにす

ぎず，機能療法を結びつけた Hubbord タンクと比較する

とその利用価値は低いが，設置するとすれば，体につい

た犯を務すため. 乙れにシャワーと小さな治水浴糟を附

加する必要がある。

m. なる温協ではなく，薬品を総した全身浴槽として薬

浴村iがある。乙れは薬浴室として別室とし，用いる薬品

の庖類 ICよって 2 ないし 3 の小浴; ft l ' iを設置すればよい。

設備上とくに考慮する点はない。

部分浴としては四肢の部分浴が主l乙行われる。乙れに

気泡浴，Zl l 動浴， ff : j " ド浴のための装置をとりつけたもの

がある〈 附図第 Ｔｾ 第 Ｕ Ｉ 。また交互浴といって視浴と

冷rnとを交互に行なう装置もある f附図第 6 ) 。なお乙

のほか欧米では体の部分加温の目的でパラフィン浴を用

いているが，わが国ではその代用として鉱泥浴および鉱

泥湿布を行なっ ている。鉱il 己湿布のためには数多くの寝

台を置いた湿布室( 7m
x 7m

位) ( 附図第 7 ) と鉱泥準備

室 (II('I 図錦 町 とがいる。

b) 蒸気圧注室

全身浴，部分浴のほかに温い蒸気を体l乙吹きつける蒸

気圧注装置( 附図第 9 ) がある。したがってこの室には

とくに強力な換気装置を設置しないと室内 IC蒸気が充満

して治療の妨げとなる。なお乙の圧注装置は騒音を発す

るためJ J i lを閉めきる別室とするのがよい。乙のほかに蒸

気図浴などもあるが，いずれも温熱効来がJVI待できる lζ

すぎない。

c ) 温水プール

個人用全身浴槽と異なり， 一度{ 乙数名の患者が浴村i 内

で水中体操 ( underwcter exercise) を行なうもので，水の

浮力のため体重が軽減する乙とにより迩i f i I Jが谷易となる

と同時に ，iffil 浴効果をもかねていて，小児麻舛I 神経 ・

鍛i障害，あるいは関節の運動障筈にも用いられる。した

がって乙のプールは相当な広さを必EEとする。運動障害

のある患者を乙のプールに入れるためには Hubbor d タ

ンクにおけると同様 lilt ( 附図第 10ないし第 11) あるい

は浴槽の片隅 IC設けた階段( 附図第 12) が必要である。

水中体操のためには pl inth ( 附図第 13) ，歩行練習用の

wolki ng bor (m.t 図司} 14) を取付ける。 plinth IC気泡浴， 1資

枠浴，震動浴などを併設すれば( 附図第 15) 前l乙記した

Hubbord タンクは必ずしも設置する必要はない。階段は

巡ifiIJ障害のある患者の昇降 l乙適するよう，その幅，勾配

を設計しなければならぬ。プールの周閣の床面の幅は狭

くてはいけなし、。乙とに lilt ，pl i nth， wolki ng borを取付け

たと乙ろの床の幅は広くしなければ作業( [ 支障をきたす

(l 1j . t図第 10および気} 14) 。なおプー J レ内の体操 l乙用いる

ｬＢｬｬ々の小 Ｖｾ 只類 Ｈｉｉｈ 図第 Ｑ Ｖ Ｉ の格納陀を要する。

プー J レのjJ ) 王国は一平面とする乙とな く，数段階として

種々の深さにするのが便利である。あまり深くても治療

上益すると乙ろがないばかりでな く，多量の協を要して

経済的にも不利である。附図第 121CiA¥l7.kプー J レの設計図

の一例を示した。

6) 室内運動場

水中体操 と異なり空気中で行なう体操で一人一人につ

いての訓練 ( i叫 v 凶 01 exerci se) を行なう場合と ，多数の患

者を集めたw図的訓練 ( gr ωp exercise) を行なう助合とが

ある。いづれにしても多種多様の器具を用いて筋肉ある

いは関節の training あるいは挺抗司11級! ( resi s 同 町e exercise)  

を行なうので，乙の室は相当の広さを要する。少くと も

15mx 20m位は必'lJ! である。附図第 17 ないし第 24 I乙種

々の音器具と，乙れを用いた訓練の状況を示したが，乙 の

なかでとくに大切なのは抵抗訓練用具である。

脳性麻痔忠者のためにl ) 1]I ι1m包] 練151室，発話練習室を

設ける乙とがあるが，乙れらの部屋l乙は特別の設備はい

らなし、。

室内巡動助の傍 lζ 屋外歩行練習51を設け，砂道，砂手IJ

道，ゆるい勾配の奴道の歩行練習をさせる乙とがある。

以上の exercise を行なうには忠者の服装を怪快にせねば

ならなし、から ，脱衣室を設置する必要がある。適当な室

iNI t のもとで訓練を行わなければ効果は挙げられないから

暖房，通風，換気について建築上の配慮は大切である。

多種多様の器具を用いる から， 乙れら器具類の盤側庫 も

必変ーである。

7  ) 職能療法室 (目印阿 ionol theropy)  

乙れは簡単な職業的動作を行な うととにより ，理学療

法の補助とする目的のための室で，主として工芸的な仕

事がなされる。たとえば粘土細工，陶工，木工，紐あみ

ミシン，四j伎の迩i f i I Jを考慮して特殊な装置を施した級機

小さな旋盤，塗料の吹っけ，女子のための調盟! 設備など

ＨＱｍ 図第 ＲＵｾ 第 ＳＴ Ｉ が設置される。したがって作業の郭

類によって部屋を分つ乙ともあり，あるいは大き な部屋
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1.  Hubbard  タンウ

4.  一部浴柵内で。、気抱浴

7  鉱泥沼布ｾ

9.  蒸気圧注官官
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2  筏ｉｬＺ忠ＮＯＧＱを乗 せ たまｾ rfif .再内に入れるため 3.  鉱泥術情と ff T ( ! I 情。向側が鉱泥浴柵で鉱泥

の1i ft のー例。! 1i i動式になっている。 をうすめた泥 ｬｾｬ Ｎ，ＱｬＧｬ伴するためのほ凱式ミ

キサーが見える 。手前が砂浴槽。

5.  部分浴棺内での下肢の! . 1 l 動浴 6. 下肢の交互浴

8.  (A )  鉱泥司自防軍 8. (8)  鉱泥司直備室。鉱泥銭と鉱泥処理台。 ζ の処

鉱泥を品1めるための燕気鐙と 疫の奥の F. U台上で泥を適当な厚き I[ のばす。

方! [ 鉱泥保存飢がある。

10. (A)  温水プールのリフト 10.  (8)  輸送車で週ばれた出者は運動車上の

筏! [ 乗ったま、リフト{ [ よって持上

げられ、 リフトが方向を転換 してブ

ール内へ降される。

、

• 



， 

.. 

‘  

15 .  

天引・ lel&付け られたヲレーン le よ り筏 と

ともに息者を持らあげている

温 水ブー J t，. f L 取付けた pl i nt h 

il1水プール内の wal ki ng bar ， 

bar の高 きが市首節できる 。

!可; 仁一

: "f t l・。.、必

，.・・・・

12.  il.¥水 ブール設計図の一例

14.  (8)  溢 水プール内 le l i ft ， pl i nt h， 

wal k i ng bar が並んでいる。

16 .  

wal ki ng bar は s l ide して似 iut;

動可能。

組水プール内で使

JHする総兵顕とそ

の路納庫

17  

阿. A N 問拠 ^I J _ ¥VEU滞担

百 . ‘ 同 時 軸 明

守ｉＮＮ ＮＮＢＧｾ・

't 6.... ( '  " l j Tl  

"  

il.¥水プール内

での wal k ing

bar  le よる

歩行練習

抵抗，UII W!Jl IH

虫垂と itl 'II
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18 .  抵抗訓練川只

自転車 ICよる 下肢の訓練

19 砂遅延による上肢の抵筑訓練

右綿花階段の昇降事ｾ旬 ｭ 只 、 且 ｩ 者 の 後方

には '¥var ki ng bar がs える

歯車

・R圃

20.  肋木と天井託収付

けたm霊前111訟は

21. 各 極 ｾｱ 只 を ｊ ｉｉ いた自動的および他動的 ｩｬｬ 22.  総謎肢をmいて歩行練習 23.  義 足ICよる階段昇降練習

動法

24 上肢自動迎動練習 25. 織飽 ｾｩ Ｎ￤ の 初歩的動作 を定める ため の ｵ 26.  除飽療法

JfJ A  本動作検定JfJ テープル 粘土細工、陶工川凡

27 .  ( A )  聡飽必法

木工川只
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27 .(8)  脈飽桜法

木工作業易

28. 験飽邸法

ミシン

‘  

-
や
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29 .  n飽Ki it 30.  駁飽療法 31 .  駁飽療法

織機、ー台や二台では足りない。五えよい 旋忽、数極磁の志のを並べてお〈。
E駐車1の吹付け川只

し六台位裂する。

33 .  (A )  職飽li:' i法 33 .  ( B)  峨飽li:' i法32 .  n飽療法

測 sJl;放備 鉛: JInIJ ｾ ， 鈍錠等の指の 迎 動 ｊｉｬ ＮＡｬ ｭ 燈スイッテ 、 水 道 栓 ｉｾ よる指のＮｩＧｊＡ

勤用具

34.  総飽l 1l 法

指の迎動 IIIH

』ζ 乙れらの器具を置 く場合もあるが，必ずしも部屋を区

切 る必1 1 i はないと思われる。いづれにしても職能療法は

上" 己のとおり極々の作業を行なうのであるか ら削孟は広

くな くてはな らず， iJi}J作をしやす くするためにも充分な

広 さ がｾ求される 。

E む す び

以上理学療法施設について述べてきたが，主Eするに理

学療法とは種々の傷病の後に残された巡動機能障害を回

復させ るのが目的である。 したがって理学療法胞設の中

心をなすものは室内巡助協，温水プ- )レ，および] 険能療

法室であっ て， 温浴設備のどときは第二義的な ものであ

り，あくまでも 同 ini ng， exercise ICi l l 点を置かねばなら

ない。各部屋の配置については，室内運動場，電気治療

室，" " ・ノサージ室，職能療法室は口当りのよい場所を燦

ぶ乙とが大切である。なお部屋が伏すぎると作業能率を

低下し，治療効果も十分に挙げ得ない結果となる。1 ; た

lζ 失するよりはむしろ広きに失する方がよい。

欧米においては独立して回復街却を行なう施設として

回復指導センター ( rehobi l i toti on cent er) と呼ばれるものが

あり，幾多の病院の患者lι 対する後療法を行なっている 。

また一部の病院で司は回復指導ユニットを持っているもの

もあり，その11ぷ泉は自をみはるものがある。しかしわが

国では少数の更生指導所と称する施設があるにすぎず，

今後乙の方面の改革と充実整備が倹たれる次第である。

あらたに理学療法胞設を造るに当っては経済的な制約，

敷地の制約その他の事情lζ より ，必ずしもあらゆる種類

の設備を網縦できるとは限らないであろうが，各設備の

特徴，lli 要性，あるいは必要性に応じて1 & 拾撰択される

べきである。

( 市省 関西労災病院自! 学診縦科部長)
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新刊鉄筋コンクリート造設計例 5TrttZ112S232設住;コ

建 築 学 大 系 ・ 39 高正人両氏担当で詳細に解明したものです。

A  '1変形198頁 特 製 図 入 定 価 ￥1590 〒160

、

裏 か ら 見 た 現 代 住 宅

J レドフスキ ー若 小池 ・村 IlJ ，3{ 木占は欧米

の生活ぜ1-;1' ，' をセンセー ゾョナル lこ分 断し， IJy 

if の米挺の if存在がj なjg])illを j )，l: り起した占です

A  5  ＧｦＧ ｾ ｊ＠ 200 J.( 上製 定価 ￥ 480 〒 50

建 築

ｄｽ ｊｩ長平 ｬ､ｾｲ 門ＺＺ，ＱＱ［Ｚ ｉｉ 物を造る場介の地釘 ｬｾ を ・

女 ｦｔｦ 災 ・ 上主ｾ ｲ，きなどすべての祭・ｪￇにおける方ほ

ｊｔｊｮｾｾ［ を只体的に ＱＹ Ｑｦ， ｊｩ ｾ したね知れ、占物です。

B 6判 250頁 上製 定価 ￥ 360 〒 40
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病 院 建 築 断 想、

一 今 は 亡 き わ が 友 吉 田 鉄 郎 君 の ぷ に 捧 ぐ 一

浦

( - )  

あるフランス人が「その国の火化の程度はそ乙の病院

を見ればわかる」という怠l沫の乙とを述べているそうで

あるが，以前の1J 本の病院は主l ! 0史的に見ても，はたまた

医者の限をもってしでも，実に貧弱きわまるものであっ

た。それには文化，経済その他さまざまな原凶があった

のであろうが，もっとも発! 長のえ怖となったものは，当

時の行政官や政治家と称する人々が，乙とが消極的であ

るがため，医療をも合めて，民衆の福祉が業! こは冷淡で

あったからである。だから 1以後は民主々裁の毛11良i にと

もない，彼等もまた厚生事業に無関心ではおれなくなり

延いて，秀れたi j ¥築家の設計による立派な病院が続々と

新築されて，口頭に記したフランス人の言集を11IJ いても

あまり訂身のせまい偲いをせんでよむようになりつつあ

る。

と乙ろで，最近新営された病院のうち ，ｦｌ 、がｾ際 ｦ｛Ｎ 見

ているのはど く僅かだけで，その他は二，三の建築雑誌

にffj ，滅された凶版や説明を巡目しているに過ぎない。で

あるから ，ζ れから. i A べる乙とにもよL当はづれの乙とが

多かろうと思うが，系人の言として32らかな気持で lii Jい

てもらいたい。

建築上のいろいろの主義，あるいは表現はとうあるべ

きかというような，1111象的，概念的な難しい冶議は私の

与かり知ると乙ろではないが，ただ建築のぷ低の大切な

乙とは，梢造と問機lこ医省のiL助からも l'分 l乙J ' . I l 解でき

る。しかし，往々にして，ｾｉ 丘のためにＩＮｦ際の ｭ 途が犠

牲にされたケースに相過するは: i u 憾である。たとえば，

ある病院では薬局を西側にとり一一東側にとった病院も

見ているーーしかも必要以上に大きな窓をとっている。

散薬の調剤等のために，窓を聞けられない場合も少くな

いであろうが，冷!.h' 装置のない乙の室では，瓦は従業員

はどうするだろうかと気になる。その上，ｾｽ誌には直射

光線は避けなければならぬ薬品もある。ついでにいう

が，ある病院の薬局では，耐il l J t : 生を欠いた材料で床を貼

っていた。せっかく美しく 仕上げ られた乙のはも ，一年

も経ないうちに斑になって見られなくなるであろうと残

念に思った。どんなに注意しても，旭化t薬品が床を汚す
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百 重

ζ とはさけ得られないからである。検査ＪＭｾも同級で ，

いろいろの目的で油を使う機械も近来少くない。いづれ

にしても，徒ら I( 様械の大きさや目的を知るだけでなく，

細い点まで l吟味して，仕上の材料を決定する必要があ

る。また手祝日部の ｔ 洗が数値 Ｑ ならんで ｉｾｪ じ高さに ｩ 制、 ｪ

けであるのをしばしば見るが，乙れらもどうかと思う。

医者ーには高い人も低い人もあるのだから，たとえ，比た

自にはどうあろうとも ，高低をつけるべきであろう。

( 三J

ｊｾ 忠診 ＲＳ と容み薬だけで医者ができた時代は，とっくに

過ぎ，診断ならびに治療は口 - uと台、iilil こ粕衝を加え.

機械化されてゆく。したがって，現在でも，一個の診療

装i泣が数百万 1LJ . ときには千万 11) を乙すものもある。ー

ブj ，病院の従業日の俸給も次第に向上する。かかる的況

の下では，物と人との能率の惑い，かつての大学病院の

ような散在性のパピリオンシステムが来てられ，検査治

療，その他を可及的に集中したブロックシステムが深ら

れるのは当然である。ただし，その易会でも，将来の拡

張については，ある程度の予見をもち，それについての

対策を与えておくべきである。ブロックシステムはパビ

リオンシステム lこ比して，拡張が遥かに困難であるにか

かわらず，乙の点の考l缶、が全く払われていないものも少

くないのはどうした乙 とであろう。もっともその逆の乙

ともある。というのはたとえば，サーモエレメントのよ

うなものが，今後発達すれば，現在のように天に沖する

広大な州尖などは不用になり ，将来いつかは以前の病院

設，1 ¥名ーはやっかいな物を残してくれたとポヤかれる LI も

あまり退くはないかも知れぬ。

( 四)

11 本でも病院全館をエヤコンディションの下における

時代がくればともかく ，現在の病院経理のらた態や患者の

経済的な負担能) J ;を考えただけでも ，われわれは口p . 札

iill 凪などの 1'1然力を可及的 f( 多く利用しなければならな

い。乙んな常識的な乙とはあえて述べるまでもないよう

であるが，' Wk として，前に記したような薬局ができて

いたり. あるいは午後のじl時八時になっても，互lUli こは

壁からの細身、I熱のため，健成者でさえその病室には寸11与

も辛抱しかねるような設計があるから，とくにいうので

嗣‘



-、

必

， 

• 

ある。かの円形病舎なども，上述の心配と ，さらには忠

者その他が部毘のオリエンテーションをつけ難いであろ

うという心配と，煙筒のような中庭，延いては建物内部

の空気の流動が適当に行われうるかという疑問がもてる

ので，在、は{誌に賛成しかねる。

気候その他の自然的条件を考える際. ともすると大づ

かみに過ぎ. U築する地域の局処的な特徴がともすると

忘れがちになってはおらないだろうか。病院といわず一

般に，山陰地方でもぐるりとパラペットを立ち上らせた

新建築が少くないが. 山陰のような航雪地帯では，かか

るill 物はパラペットの蔭! こなった勺が解けず‘ そのため

に亀裂を生じ，漏水の危険にさらされるであろう。いさ

さか余談になるが，昨年一月夜、は鳥取に赴任し，ただち

に奇妙lζ 感じた乙とは，乙の地方の1甘い住宅の大部分は

向由に配置し得るだけの敷地がありながら，棟を南北1(，

jffi して，東問の二似1) を聞けている乙とであった。はじめ

は専ら，策同に税 ｬ を ｪｦｦｩ すと，冬 ｊｾｬ ぺ・のために界恨の荷ＱｔｉＺ

が不均等 lζ なり ，家j毛が傾斜するおそれがあるからと考

えていた。が一年を通じて住んで見ると，それだけの理

由ではなさそうである。すなわち，乙の土地では，四月

五月にはおよそ四五 11 おきに風速15メート ル以上もの強

い南風がふき， しかもその風はいわゆるフエン現象を生

じ，ひどく倍以して，火災の危険が多分lζ あり一一昭和

27年の鳥取大火は 4 月17 11 一一 ，その余のJTl 悶における

南風は、反って湿度が非常に布く. r今 11 は南風だから

病人には乙たえるだろうヤ」と市民は 11' l;¥' の後拶にいっ

ているほどで，乙の七地の人は ， 南仏Ａ ， が弘ｾ日 ｬ によくない

乙とを経験的に知って，関口部を東と西にもってきたの

だと Jl3' えるようになった。しかるに. 近来，大工任せで

なく. 婦人雑誌か何かで得た智識をもり乙んだようむ，

あるいは専門家lこ設計を依頼したような住宅ほど南rbJ き

に述てられている。新しい病院述築でも類似の現象がな

ければ宅である。

(五)

n然的条件もさる乙とながら，人間的条件は病院建築

においても，一肥大切である。ときどき，外岡の型式を

そのまま持「てきたような副部iを見るが，医者はとにか

く.41護婦その他の病院従業日の多くは，科慣が外国と

異るだけでなく. その資質においても，教養にあっても

欧米のそれらに比べて，まだまだ劣っている。との事実

を駁ると，石設単位は何床にすべきかなど，さらに経験

を要する問題が少くない。各宗の配悶なども. 1J ' ! 重』こ考

えた上決定しなければ，とくに精事jlj 丙院などでは，困っ

た乙とを惹起する。ー厄因らせるのは忠朽の家族や見舞

人である。病院当局が完全右辺，完全給食をうち出して

いても，規定を無視して. すき勝手に病室に IJ' ，入し，い

ろいろな私物を搬入し，はなはだしい時lζ は炭や七輪ま

で持ち ζ んで，病: &: f はあたかも哀! 苫か物置と問機な観を

呈する ζ とがある。乙れはもちろん病院内体の竹王盟の問

題であるが，過渡期の手段として，頭初から，一定の炊

事場所を設ける一一以前はあったーーとか，私物倉庫の

スペースを十分にとるとかの設計上の心遣いが必変ーにな

る。

( 六)

家族や見舞人以上lこ重点をおかなければならないのは

いうまでもなく患者自体であるが，古い病院では，身体

的な乙と以外のいわば精神的のＩｾｾ轡はどとく無￯ＱＡｩＧ￭［ｦ ｲ であっ

た。幸・い ζ の点は，近来の設計には次第に考えられてい

る。だが今 11でもえt築家にいま一段の努ノJ を求めたいこ

ともないではない。たとえば，病室の天:)1: は，ほとんと‘

すべての病院が千遍一作で，注窓が払われおらぬが，入

院患者ーの大多数は，昼夜の別なく ，ベッドに横たわって

天井を眺めてれしているのであるから，設計者も .住宅の

それ以上に，何とか工夫あってしかるべきだと思う。色

彩や ］ｦＧ ｦｾｾ 以外 ｬ こも忠名・の心理 ｬ 乙影響するものがある。あ

る病院の新 ｉＺｾ｜ Ｎ ｾ 1- 阿に外来を一階から三附までにとっ てあ

った。もちろん，エレベーターがあるのだから. J'J!.屈の

上ではなんら非難する乙とはない。しかし診察をうける

のに毎同三階まで上らねばならぬという乙とがー思者の

精神に影響がないとは考えられない。おそらく，忠者は

心理的に- . f i 1 i の挺抗を感じるであろう。仔細にrt;なすれ

ばーそのような乙 とがらは数限りなくあるはずであるo

ill 築家は，かかる心1 '1的な事項について，乙まかい心治

いをしてもらいたいものである。

(七)

そろそろ与えられた紙数がつきかけたが. 私は系人の

くせに，専門家に対してあまりに批判めいた乙とをおき

過ぎたかも知れない。しかし病院建築がその建築家の芸

術的，科学的作品であると同時に，思者の診療という使

用目的がある以上，使用者側としてまた医師としていろ

いろ批判したり，注文するのも止むを得ない。

なお，一般的 lζ 見て，わが国の病院では. 肝心のベッ

ドをはじめ，す打folj の家具がはなはだ貧弱である。 u物は

立派 (ι 仕上っているにかかわらず，そこにはスプリング

はなく、ひどい時にはただ帯鉄をくんだベッドがあった

り，義理にもほめられぬ無趣味な枕頭台があったりする。

官庁では予算術置の点などにも問題があるが，乙の点で

も建築家 lこいま一周強; 発言してもらいたいのが，私の

念願である。

最後に，日木でも， もうそろそろ病院 ｾｬ 函 ｩ にはＮヘ

リコプターの発お. 婦人外来患、( ' i のための托児所等につ

いて，なんらかの)j在設を考応すべきであり，さらには，

; r - プンシステムにおける病院建築はいかにあるべきか

を考えてよいH寺JUl にきているととを付£して乙の日を了

る。 ( 1959. 8 .26)

(1</1'  . ( 品取大学学長}
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松 田

私1' 14はUIJ の開業医であり. 自分で病院を訟でた乙と

もないし，将来もｾてないだろうか ら ，夜、のｾ築家にた

いする希虫というものは，病院長がｾ築家 ｬ ζ たいする注

文とは，かなりちがったものになる乙とを，まずど承知

ねがいたい。

病院に，いままでみていた病人を送ったあとで見舞い

にい くとか，知人の子供が病院に入院しているのをなぐ

さめにい くとかいう乙とでしか，荘、は病院建築のなかに

はいらないから，私の立与j はむしろ病人の側; 乙近い。

病院の姶築を，それが実際、 ( C使用されているところで

みるのと，病院案内のパンフレット ｬζ 写 ｴｾ で紹介されて

いるのをみるのとは非常にちがう。

Tj '・μ でみる病院の外観. 手術室，病宅などは，実に美

しい 。 近代ｾ築のねらっている ｮｬｩ ぷさが系人の夜、にもわ

かる。

だが実際にそれが病人によって住まわれているときは

その側議さが粁しく傷つけられている ζ とを，作者であ

るｾ築家はどれだけ理解されているだろうか 。

病室は乙のどろは ，tt 式の大河11毘はだんだん減ったよ

うだが，それでも大部毘の全くないという病院は少ない。

病院の案内替の写真でみると，整然としたベッドの列が

ピカピカする合成樹脂の床の上に影をうつしているのだ

が，実際lζ 使用されている大部屋は全然別の光去を51 し

ている。

ベッドとベッドとの聞には，さまざまのゴザがひかれ

そ乙 lζ 附添婦という中年の! I i ' i} 人が生活している。病人の

枕もとには nJ ' t l 品を入れる木製の戸初iがおかれ. その上

l乙薬ビン，ラジオ. 花瓶 I汲いのみなどが前峨されてい

る。長 く生活すると，その戸棚 lζ ははいりきれない口用

品がふえて， リンゴ箱の類がもち乙まれ‘ その11-
1にも物

品が光突している。

病人はというと，耳に新iの怜をしてねている
ω 病院の

外壁があまりにもうすいために盆の ｆ の ｩ 泊りを疾 ＡＮＡｪ ｬｾ す
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道 雄

るノミイクやトラックの i "fがやかましくて11民れないからで

ある。

n桜いのうまくできていない西側の病室では，空興作

報でもl J 'l たかのように， 11行幕がさまざまの材料でつくら

れてはつである。廊下を歩くと，病人のりnu! 物を入れた

千ｾＺｬ誌をもった附添婦にぶつかりそうになる 。

近代建築というものは，元来は，近代の内欧を作れる

ものなのだろうが，11" j i : にもってくると，その lt ! 乙近代

の11本の生活がはいってくるのである。近代の口木とい

うのは，新しいものと山いものとのモザイックであるこ

とが特徴なのだから，病院の包得力が大きければ大きい

だけ，近代の n" j i : が令体としてそのなかにはいっていく

のは当然であろう 。

ｾ築家の日からするとー乙の光 ［ｩｌ は決して快いもので

はないにちがいなし、。

乙ういう変テコな光対がrp，現するようになる一つの理

由は ，ｾ築家と医ＱＧＱＧとのＧｪｊ前の打ち合わせが卜分でなか

ったためだろう 。

どちらかというと始築家のほうがロ 7 ンティックなの

だと思う。外悶の病院の設計図などというものは，医者

よりも建築家のほうがよく研究されているにちがいない

外岡の病院と日本の病院との一ばん大きいちがいは，

外岡では完全行革がうま くいき . 仁1木ではうまくいって

いないという乙とにある。もちろん日木でも ，政府は完

全::r;-;;!Mを焚励し完全; r I - 訟の病院 lζ たいしては，それだ

け多 くの報酬を与えている。だが実際上はなかなか完全

行設はできなし、。 11. . 1>: の宥護婦の ']j {IYJ 条件が現在でも相

当わるいと乙ろにもってきて，これ以上の労働強化をさ

せられないという事↑ I'J があるからである。

そうして 11本人の: m. 在の生1日以では，病人をただ一

人病ネーにの乙しておいて家肢は家lこ帰ってしまうという

乙とは「閃民感的」としてiill 月l しなL、。またそれを強行

した病院では. 病人が家族に要求するのと hd じ乙とをおー

、
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護婦にｾ求するために， ;nJ [ ! J ，tーが病人1ζ 一対ーでつかな

ければならない乙とになり，とてもやっていけなくなっ

てしまった。それでたてまえは完全石; 症で実際は家族が

附添うのを「黙認」している。

ととろが，病院を新しくつくるという計画をたてる人

たちは，院長，事務長などの経営ず; であるから，病院を

完全才 ￬Ｇｾ 位という名門で経営してす ζ しでもよけいにかせ

ぎたいというので，監督官庁には完全;n';i!Qのたてまえを

とる。したがって姶築家lこも完全五' 直の病室を注文する

乙とになる。ｾ築家は乙のときに，たんなるロ Ｗ ンテイ

ストであってはならない。彼はもっとリアリストでなけ

ればならない。

病院が現実において附添人なしでやっていかなければ

ならないという乙とを看破したら. 病室には病人のベッ

ドだけでな， ，附添人をどうやって寝かせたら，スラム

街のような光景から救われるだろうかというととｾＮ m 

築家として考えてほしい。また病室で病人をみる医ず; ゃ

石 ［ｩｬｬｩｾ￯ｾ もベッドの悶に立つために一々靴をぬがねばなら

ぬというととも非常:'C不便であるにちがいない。建築家

が司コヂザ、を解消してくれたら. 1$[ - 1 添人ばかりでなく，医

す; ゃ石護婦も感謝するだろう。

病院が都市に集中する傾向は今後も強くなるだろうか

ら. 病院のm築では街路の騒音をどうして防ぐかという

乙とは屯大な問題のーっとなる。; 争終寝などでは，医者

がｉ￪ ｾＱｾ Ｇ李総をつかう必要から多少，防 ￬ｾ￭ のことも考えるが

病雫の防7f はほとんど考えられていない。よその場所に

かわるという ζ とだけでH民りにくいのだから，騒7f がき

とえてはたまったものではない。院長や・j¥: 務長は病院に

7I l る乙とがないから，病室の! i f f i 背はあまり気lζ しなわの

だろうが，病人になってみるとそれは切実な問題であ

る。

病院のm築が医者，とくに経営者としての医者の立場

からなされていて. 病人の立場からなされないという乙

とが，現在の病院主I l 築の共通した欠点である。

その点では. 私は。レニングラードで参観した病院の

設備は学ぶべきだと思う。払がみたのは小児科の病院ば

かりであったが，それは子供の病人の立湯を 1・分に考慮

lζ 入れたものであった。

廊下をあるく人の靴音が病室の子供たちの眠りをさま

たげないように. 廊下という廊下にはすべて厚いジュウ

タンがひいてあった。

もちろん. 完全行設で，家族はー引共を病院にあずけっ

きりにするのだが，子供にたいして石護婦の円が十分い

きとどくようにやっていた。たとえば，乳児室では. ' J } f ; 、

ん坊のオシメがぬれると，オシメにはさんである屯械に

屯流が通じて，隣りの石護婦の詰所lζ ベJ レがなり. オシ

メのぬれた赤んJ:}j のベッドの悉号が| 映し11' ，される仕掛に

なっていた。

耕一地物の処理には特別の注意が払われていて，汚れた

オシメはそれぞれのベッドのよせられている墜の下の方

lζ 冗0 センチ平方ぐらいの扉のついた穴があって，オシ

メをそ乙から除てると地下の消毒室IC務ちるようになっ

ていた。赤ん坊のオシメに万一ついているかも知れない

病原体を病室のほかの部分にもってし、かないための一ば

んいい方法であった。

亦んI ;)j のベァドのよせられである峻の高いと乙ろには

ニッシェがあってガラスの扉がついていた。そ乙 lζ は赤

んりi ののむ1
1
10乳瓶が入れてあった。泊詰誌なものと不潔な

ものとを高さによって区別しているわけである。

入院患者だけでなく外来患者にたいしても，院内での

感染をふせぐためにー| ・分の注意がほど乙されていた。お

よそ小児科の病院の外来患者の待合室ほど，子供にとっ

て危険なと乙ろはなし、。よくはやる病院に半月も通うと

百 IJ ゼキやハシカの流行1切には，大ていの子供は，そ乙

でうつってしまう。

そういう院内感染をふせぐためには小児科の病院はそ

れをふせぐ構造をもたなければならない。

レニングラードの小児科病院の外来! 心おーは病院にはい

るとすぐ三方がガラスの六 ｾＱ［ｉｾｦＺ ぐらいの部尽にはいる。そ

乙lζ 老練の; n . 護婦がいて，その病人の綴子をみて司三方

の入口からそれぞれ別の部毘でまつようにいう。セキの

11¥る子と/ 1 ' ，ない子は厳重に分けられる。伝染病の子はそ

の助から伝染病室におくられる。伝染病の子がはいった

後は，その郎j毛をoM易消毒したあとでないと次の子を入

れない。

ζ のやり方は， IJ 本でも探用しなければならない。小

児科の外来息者の待合には，いくつもの小部尾をつくる

必要がある。

小児科ばかりではない。眼科も院内感染の多いと乙ろ

である。ハヤリ自の人は別の部屋で待つようにする乙と

K なるとある程度防げる。また眼科の診察室の入口の民

は，手をさわらないでも開くよう K 工夫してほしい。

結論としていうと述築家は医者の立場だけでなく，病

人の立坊にも立って病院をつくってほしい。

(:re者 医1曹・小児科医 ・稗鎗家)
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現 代 田 本 の 精 神 病 院 の 特 性

式 場

時代と ill 築との結びつきは，各閃 lζ よっていくぶんすv

wが巡うであろう 。しかし、およそ共通したものや似た

ものが 111: 界中を流れていることも郁夫である。乙とに現

代のように写真やテレビがnll 版物，その他，あらゆるジ

ャーナリズムなどの普及につれて流行がたちまちのうち

に各同 lζ ひろがるような情勢下K あっては， ζ の傾向は

ますます強くなる。今度の第二次世界大戦は， li 災災をう

けた困はもちろんのとと，勝「た同においても各科: の建

築の革命がお乙った。戦争の結果，不燃性，または恒久

的な堅問な建築が要求されるとともに，思想的な変化ま

たは家j疾的，あるいは社会的な生活綴式の変化なども，

変貌の原因のーっといえよう。

私は 1952年! ( 欧米各同を半年ばかり視察して歩いたが

その時にまず気がついたのは，住宅剣lが，敗戦同はもと

より戦勝同lこもおよんでいる乙とであった。つまり Ilt 界

中の人々が，住宅難に制んでいるという 'J i : 実であ った。

そしてこの対策には，各閃ともに大きな) ] をつくしてい

る。とれを解決するためのアパート，あるいは各加の集

問住宅の新設が9 J ! 築界l乙大きな課題をワ・えたのであろ

う。住宅のつぎの問題は，公共施設の建築で・あった。役

所，公会堂，病院，児童施設，その他の福枇施設，さら

lζ また ，)剥窃， 1決阿佐，その他の娯楽Jj包設. そして体育

あるいはレクリェーションのためのスポーツ施設などが

ぞくぞくできた。 ζ れはその同情と同) ] によっていろい

ろ特徴もあり，i j ¥設してゆく順位もちがっていた。しか

し敗戦国の中でドイツやフィンランドなどでは，住宅問

題の解決をt! 先にしたようである。 n本の場合は乙れが

むしろおくれ，娯楽胞設などがささにできて， JI赦. f I の非

難をあびたものである。

荘、は欧米各国の医療施設をみて歩いたが，乙と t( 精神

病院の施設については十分な調査をしてきた。 1-1木でも

その述設のI1民序からいえば，阪療設備の新設や改丹は非

常におくれたが，社会保障制度の進展 lζ ともなって，こ
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こ3，41，f， ［ｾｴｩ 仰 ζ 乙 の方而の発泌がみられつつある 。 全

般的にみるならば，病院主ｾ築といえども一般の砧築の例

外ではない。したがってそのスタイルや椛造，機能など

も，現代m築の通行性をもっている。

まずー般綜合病院と各専門分科によって，おのおの特

性はみられるが，わが国で1以後いちはやく続/ P t したのは

大きな結核病院の新設であった。しかし乙れはまた資材

の十分ととのわなかった乙ろの乙とであって，資金面に

おいても十分ではなく . 設計者もまた知見lζ とぼしく，

その大部分が木造の粗末なものであったため tC，今日か

らみればみすぼらしく，批判の対象から除外せねばなら

ない。だが. その後にできた悶立，または公立，あるい

は法人によってつくられた綜合病院には，海外の最新の

ものを一r木とした立派なものが，ぽつぽつできはじめ

た。乙と t( 1 . l ; 慌の大きな公立や法人立の綜合病院にいた

っては，欧米の一流のものにもおとらない立派なものが

建てられたのである。都道府県立あるいは市町村 ¥Lの病

院にしても . ζ 乙数年来，じつに立派なものがたくさん

できつつある。ただし結核は治療の進歩lζ つれて，Mf 次

忠手Tが減少したので，あまり) ( きな病院の新設はみられ

ないが，和布11病院は大きなものができつつある。

綜合病院も新しいものほど，その椛造ならびに胞設は

立派であるが， やは りその病院の特性によって朝日郎はい

くぶんずっちがっ ている。乙れは当然その病院がどのよ

うな忠朽の種類が多いかによって，ちがってくるようで

ある。たとえば外来，迎院j心者の多い病院では，待作*

が非常に大き く，治療窓も広いが， -J: :として入院忠名ーだ

けの病院では、本館は小さく治療室，その他は各病被の

なかに散在されているようである。この通院，外来忠名

のためにもっとも設備のよい病院の見木として，私は愛

知!!;122橋市の市立の市民病院をあげたし、。乙 れは駅に jJi

く外来の多い乙とは東海随一 といわれている病院であっ

たが，その数千人の外来忠才; をまたせるための待合宅の

、.
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広さと設備のよさは，おそら くU本ーであろう 。 ζ れは

ただ広いだけでな く，もっとも政能的にも号! 必がはらわ

れている。そしてまた，忠者の心理も十分かんがえられ

ているようだ。たとえばiffilbil 人科やJ必尿総科の患者など

は，外からみられないような待合宅ができており ， しか

もその診療室にはいる湯合も，ほかの患者と顔をあわさ

ないですむよう κ できている。東京の此の門の新しい公

な病院も 、構造l立大変いいと思うが，待イT室は大きな銀

行のような印象を 'j え，なんとな くものものし く，待つ

忠省の心を31 くするきらいがある。その点. 12橋の市民

病院の待合室は，細長くできており ，各; 全線室にはいる

忠省は，おのおののベンチで背中あわせに なっておっ て

忠者同志があまり顔をあわせずにすむので気が楽であろ

うと必l{: 象された。

乙のどろの新しい病院の特徴としては，本館( といおう

か，いわゆる事務室， 診察室，投策室， 治療室， 手術

室などが病院の面積にくらべて非常に広い乙とである。

つまりl l i J ( i去の走行しい病院の特徴の一つは，その管理部門

の大きなことである。それκ は病院の経営者，運営者，

従業日の活動を十分発揮 させるために必要なことはすべ

て似1わっており，またその{ 本益，あるいはレクリェーシ

ョンその他の乙とにも 卜分な注: むがはらわれている。乙

れは在来の私立病院，あるいは公立病院な どで，まった

くみ られなかったがI しい傾向といってよかろう。その原

因は司新時代の人権尊重のf _ o; J ! ，I とか らも強調されてきたた

めではなかろうか。治療部門の拡充はもとより必要であ

るが，乙のようなi笠宮者のための部l込その他のス ペー

スの拡大が走行しい病院の特性である乙とを，荘、ははっき

り認めている。 乙れに反して病室そのものの改善は，も

とより以前からみれば非常に進歩したとは思うが，それ

にしても管迎部門や治療その他の，いわゆる本館的な設

ｾＱＱｩからみれば ， あまりめざましい改持はされていなし、 。

もとよ り人間ト‘ ックな どでは，たったひとりの患者のた

めに， 応接室，台所，浴室などまでついたホテノレ以上lζ

ぜいたくなものもあるが， 乙れらは病院全体からみれば

どく 少数にとどまり ，多 くて五室から十室にもおよんで

いないので，一統のホテルの設備からみれば問題に なら

ない。

しかし病室における治? た右辺部門の椛造の改善は，

かなり進んできた。病室自体はかわりないが，それを右

殺する ナー ス ・セン ターは，新しい病院においては. か

なり考慮を払われ，機能的にもなりつつある。病室自体

は古い大部尾主義から ，だんだん小部民になり，外国の

新しい病室に近づいてきつつある。 もっとも大き な病吉区

でも 1 ｾ室の収容は Ｒ Ｐ 人ぐらいを乙えないようになって

きた。私が欧米の病院を視疾したとき ，各悶で案内者が

いつも弁明した乙とは ，患者が多いのでつい一部屋にた

くさんいれすぎているという乙とであった。みれば 11本

などの半分もはいっていない病室でも，む乙うではもっ

と減らすべきだと思っているらしい。 とにかく ，乙うし

た病院の近代化の傾向は，公 ・市立のみでな く，ひろく

私立の病院にもおよびつつある。

さてそれでは， ζ の近代病院の欠点はどうであろう

か。私はまず地方色の少ないのが，その欠点の釦ーだと

思う。たとえば寒い北海道や東北地方の病院も，暖い九

州，四国の病院もほとんど同じ段式に: j J ! てられ，設備も

Ｑ 司 ー である 。 乙れは ， 気候や地方的な特徴をもっと考［ＡｾＨ

l乙いれるべきでーないかと考えられる。| 凌冷房さえ完備す

れば，地方性は無視しでもよいという号え方かもしれ

ぬ。 しかしそれは，あまりにも人間生活を機械的に考え

すぎたものといえよう 。われわれの住宅が，おのおのそ

の地) j 性をもっているように，病院もまた地方性を十分

生かしたものをつくるべきだと考える。またとれは病院

にかぎ らず，近代建築の特徴でもある。: 容の大きすぎる

乙と ，ガ ラスをふんだんに使う乙とにも問題はある。そ

れは明る く治燥な感じを与えるが，中! こく らすものの波

労の点か らはどうであろうか。乙と lζ 神経の細かい女の

人などでは，外から案通しに見られるための，身なり へ

の過分な注; むなどが，かなり疲労をますときいている。

乙の乙とは従業日だけにとどまらず，治療をうける患者

にもかなりの影響があるとみてよい。込i者がト分休息す

るためには，病室の照明度がかなり間泌になってくる。

乙れらの点K 関して建築家も病院当 'J _i者も，もう少し細

かな神経を使うべきでないかと思う。

もう 一つは病院全般が，あまりにも倹能一点ばりの構

造のために，少しもゆとりのない建物がかなりある。私

は近代病院の特性のーっとして， 経営者，巡営者，従業

員の活動と初祉を考慮しているとはいったが，それでも

あまりに機能的な病院をみると，働く人々のゆとりがな

く，その疲労が大きいのでは ないかという心配を，いだ

かざるをえない。 もう一つは，設備を爪{ j ) J させるに従業

日がはたして 1-分たりているかどうかである。近代病院

になるとその設備と: i ! l l 滋からいっても，相当な人数がい

る。進歩したメカニズムやオート 7 チ Iノクな近代生活に

あって，入手はへりそうなものだが，そうはいかないb

現在の病院の理想的な形からいえば，ほぽ入院定、省の半

数の従業員は必要であろう。と乙ろが特殊な公立の病院

をのぞいては，乙ういう理怨的な人員をもっ病院は少な

い。 したがって勤務者にかなりな無理が強いられつつあ

ると思う。乙れは迩営の面から ，改慈しなければならな

い 。乙 とに Ｑ 内ｾの大部民主義がへり，小部屋セ誌になる

と，人子はますますいるようになるわけであ る。

さてつぎは，新神病院の問題であるが，現α. 11 ;1，に

は約 3∞の精神病院がある。乙の中で- - ( B: 多数をしめる

のは， 100人ぐ らいを収容できる病院であるが， 30人から

50人ぐ らいの収容力の小病院もかなり ある。 しかし乙れ
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からは少くとも 100 人収容を最低蕊準にしなければなる

まい。 さて乙れらの病院の中で，イ4燃性の*tt 築の病2院

は，いままでその一割くらいしかなかった。それが，乙

乙数年以来の他科の病院の新築や改築( c 京I j ! 決されて，本

建築に改められつつある乙とは，ま乙とによろこばし

い。乙とに公立の大き な紛争11病院は，乙の構造と機能に

おいて，ようやく世界的水準に近よりつつある。近代精

神病院のもっとも大きな特性は，牢獄的な監禁を主とし

た精神病院から，明るい開放的な治療的精神病院に改め

られつつあるという乙とである。おくれすぎていたせい

かほかの科の病院の改普よりは，ずっと目立まし く，乙

れからもさらに大き な 改 ｉｾｾ がな さ れるであろう 。 現代の

精神病院は，まず大部屋雑居主轟から，個室あるいは少

数の患者のいる小部屋にかわりつつある。そしてもっと

も進歩した粉神病院においては，夜の寝室とデー ・J レー

ムの区別をもっている。つまり在来の古風な精神病院は

万年床をしきっぱなし， ｬｩ 夜おなじ部屋に起 ｊｾ りするのが

常であった。 と乙ろが新しいあ仲I1病院では，ベッド l乙改

められ，たとえベッドでな く臼の郎民の病室であ っても

』止にいる部民と夜lζ 眠る部l誌との区別がある。乙の乙と

は，とか くおなじ部屈にとじ乙もり，巡到j イ、足lζ なりが

ちな患者たちにとって，大きな生活の改善ともなってい

る。

さらにまた， . : ，心者にと っても っとも不快な欽絡子の改

善は，かれ らに監然的な印象を与えないように工夫しで

ある。 乙の種の病院のもっとも困る狂暴者のための監祭

室( 保1Jt?i n の改善も，じよじ ょにな されつつある。ほ

とんど U の光りのはいらない，むかしの土牢のような部

屋から ，明るくて快適な保議室への改善がなされつつあ

るのは注目してよい。しかし理処lは，保談室の廃止K む

かいつつある。治療の進歩は，興1li その他の危険患者を

拘禁的個室にお く必要をみとめなくなったからである。

したがっ てやむなく保設妥を用意する場合でも，ほんの

小数の部l丞しか使わない。たとえば 500 人の怠者のい

る紛争11病院な ら，いままでは 2 30の保泌室があったが

乙れだけの忠おでも ，いまでは 5 s長か らせいぜい 10室で

すませるようにしている。

またｾｾ楽室の改ｾＺもめざましいＮｩｩｬｩ歩がみられる 。 ラジ

オ，テレビはもちろん，室内似楽Jj在設がだんだん整って

きた。それに作業療法の改善もみられる。 さらに外の巡

! w んあるいは園芸，その他のレクリェ ーションのための

設備にもいろいろ工夫されてきた。 したがって作業療法

は，在来の労役的なものから，快適なレクリェー シ ョン

的なものに改め られつつあ る。 そのための施設もまた，

病院建築の必須条件とな ってきたのである。それに伝来
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はまったく無視されていた暖房が， ＪｉＧ￭ 事ｾ病院にまでも用

いられるようになってきた。 乙れは火災をおそれるため

の設備の制限がとれて，不燃性の病室lζ 騒々のl暖房設uili

が，ほど乙されるようになってきたからである。

さらに，看護部門の改善は，綜合病院以上になされつ

つある。看護婦および右殺人の忠必の監視や保護や放訟

は，普通病院の恕像もつかないほど豆要なものであるか

ら，乙のための特殊な構造がつ くられつつある。なおま

た自殺防止のための工夫，または以行，怪我，逃亡その

他の手放を防止するための特殊なｾ・ Ｑ ぷも払われている 。

たとえば一本のたば乙を吸う乙とも，普通の病院とちが

ってfι 険がともなう。一本の箸もまた人命の危険をまね

く事故のもとになりかねない。 乙れらの特妹な事情を考

慮してつくられた新しい村神病院は，今後ますます改訟

と向上をみる乙とであろう 。

精神病院においても治療の進歩につれて診察の粉省，

治療の複雑性が実現できたので Ai: trL i の拡大が必要に

なってきた。たとえば在来は診察室は一つですんだもの

が，乙の ζ ろでは少くとも心理室，脳波室， レントゲン

室が必要になり，治療部門においては子術室，イン シュ

リン髭，電気治療室，持続睡眠のためのJ如l古家な どが必

要になってきた。 乙のほかの検査室ももとより必要であ

る。さらにまた早期発生の精神病，神経病のために，少

年少女なとの年少者だけの治療室も必要になってきた。

知能のお くれたものだけの特別な病室も，もちろんでき

てきている。

乙のようにして精神病院は特殊ではあるが，だんだん

一般の病院のレベルに近づいてきているのである。 しか

し乙の病気の特性か らいって，? ? 通病院では考え られな

い乙とが多い。だか ら結核病院がガラあきになったから

といって，乙れに鉄格子をはめればすぐ和布1
1病院になる

というような，安直な考え方は大きなあやまりである。

なお Ll本安1Jb:: ;の*I 'i相I1病院は，その南北lζ 長い地主llrl せな変

化の多い特徴を持つばかりでな く. [ J 本的な民族的特徴

もいかすべきである。 乙れは精神病院にかぎらず，他科

の病院についてもいえる乙とであろう。いままでは欧米

の病院そのままの模倣がお乙なわれていたが，乙れから

は IJ 本人の生活に適し，また口本人の4寺11にあうような

病院をつくるべきである。 乙の乙とは必ずしも近代病院

に引と障子をつかえという13味ではない。 しかし工夫に

よっては ， 健康な口本組Ａ味が近代ＹＮＮ￟ｾの中に十分生 か さ

れるはずである。欧米の 11 本ブームがとりいれている流

行的な 11本組味とちがった，新しいし1本雌l沫の病院がで

きる乙とが望ましいのであ る。

( 官者医療法人式場病院院長)
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産 科 病 棟

産 科 医 の

足 立

五ll 3誕の方は全然素人である市才; に，どうした風の吹 き

廻しか，医者の立場から病院主112告に関して何か省け とい

う難題がまい込んできた。一口lζ 医者の立場といっ ても

，今日のよ うに医学の分野が細分 されて くると ，一つ隣

りの科の診療内容なども一向車j らないのが針通である。

早い話が，おi&などは生理的の現象でサンパ一助産婦と

い う立派な名称があるーで結構であるというよう な乙と

を平気で し11( するほかの科の大家さえある。しか し大初

公はもちろん，地方においてもだんだん病院分娩が増え

ていく傾向は何を物語っ ているか，われわれ産科医の方

からいえばペニシ リンi時代がほかの医学の分野にも大 き

な改革をもたらし 10年前の診察内科と今 11 では比校に

な ら な い状態で ，化 ｩ 股 性疾 Ａ必 の 紛格 交換で［会族ｾ が あふ

れていたよう な乙とは，近頃の若いインターンにはt想像

もつかないほどではないかともいえる。 したがって綜合

病院のあり方も当然変っ て乙なければならないし，建築

の級式も変っ て くる のが当然である。 ζ とに終戦後の社

会的風潮は病院看設の面で，いわゆる完全右辺への要一虫

を一回強 く打立てるように なった。その結果婦人の忠者

への倣い方も一応厳 しく男子忠. f ' i と灰別するように な り

と くにミ女性の尊重ミ ー - !Jti} 人の心廻状態までを勘案し

た対人関係、の確立に努力が払われるようになってきた。

乙乙でふたたびi r?i を産科病棟にもどして見ると ，な る

ほど産科病棟 lζ 入る大部分の人達は生理的なおEEを目前

にひかえた妊婦である ので. 乙れらの人迷は病人とはい

えないかもしれない。しかし乙れらの人達のい くらかは

何 らかのほかの病気を持っ ている人述であり . またいく

らかの人迷は乙 れから起るおf U乙産科的な病気を引き起

す iu能性を持つ人達である。したがっ て乙れらの人達を

すべて生理的現象のために病院に1 ( i i!'1 している婦人であ

ると考えるととは大きな円険である。

病院分以: の11*んなと乙ろとそうでないところや，ある

いはその病院の性絡などによってー病院における産科病

織の占めるスペースは異っ ている。しかし全診療科を持

つ綜合病院にあっ ては. 大{ 本金ベッド数の 1 0 - 159ぢ前後

つ て

立 場 よ り

春 雄

を 見れ ば 卜分で あろう。 つ ぎに具 体的に建築上のｾ 日 を

あげるた めに，われわれの ところのjl '!l 科病棟( 大阪週俗病院)

について説明を加えなが ら宅者の理位、を述べて見たい。

現在281. 米の産科病棟でもちろん手狭ではある が，乙れは

近く行なわれるだろう病院の増築を計算 した上の ことで

あり，その場合に現在のものが中心となって機能を |・分

発揮できるように考ーえている。以下項を分けて産科医の

立場から考えて見たL、。

1  . 産 室

位 置 :

本院での位向 は別図でお判 りのζ とと 思 うが，市-riの

: J l I ! : ¥Rからいえば. Pl i 室はまだお産の済んでいない人 ( ItfE

fl，1}) と. すでにお注を済ました人(儒腕) とを入れている

病室の rll 聞にあること が好ましい。 これは ζ の両者を一

緒の病主におくと，ともすれば棒婦は分娩H与の7刊当をよ

り大げさにI t fE姉lこ教え込むこと が多l 、からである。すな

わち. その一間部乙耐えたことを誇らしく思うと 同時に .

未知の人は |刊誌訴の好い対象であるからである。したが

って近くお盛をひかえた人迷は，乙れら経験- ( i の言till iJ に

よっ て不必裂にィ、安と 焦燥と を! 必じるおそれカ!恥 る。乙

のよう な理由から，おP! i を済ました人と済まさ ない人達

とはできるだけ顔を合わさ ないようにするために . }J笠宮室

で区切っ て見 るのも一つの Ｉｪｩｬｾ であろうと思う 。 ｔｴ ＭＨ￭Ｍの

i1ll 室
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前 生 児 E巨

病院では11: 築が完成すると，別棟の同じ| 続! こ雄知・の入院

室を作る考えで，現ぜEの産科病棟といわれる場所は全部

緑婦のために開放しようと思っている。

設 備

最近になって無痛分娩やら tes t-Iobour ーあらかじめ

難EEが予処lされるものを石視の下で一応f I 然分娩を行わ

して， o、' ! . t ( 乙応じ手術分娩! こ移れるようにするものーが

多くなれば産室はただちにそのまま下術室J 己変り得るよ

うに整備する乙とが必裂である。直接l l ; 築とは関係ない

が，このためには集計の考案になる特別のt ( 床を使って

機K 応じいつでも手術台として応用する乙とができるよ

うにしている。サイクロプロペインJ 1 .J折腕; 併の乙とを考

え，コンセントはすべてネジ込みの耐燥用を使用してお

り，はは i82室の入口かる電話手jぷにしている。 p O雨iの興ill

した事11経』ζ 対して，あまり明るい監の色は好ましくない

ので，できるだけ dork なものが良いと思っている。ま

た照明も必要以上lζ 明るくすることも差し控えたいとい

う窓味で，天井には別々に点滅できる後光灯 2 ケと必姿

な部位だけを照明ナるフットライトがベッドの足側に 2

個装備しである。いよいよ分娩の1 } 日始ともなればはじめ

て無彩灯あ) J をかりる (ζ の縦影幻は適当に回転さすこ

とで怜: 王切IJfll 時には . 千*i 野のnurリj 灯となる) 。壁 [ζ は

吸引装位と酸素笑気Ｈ未完成 ｪ のパイプ ｘＭｲｯ ｹ 写 ｾｉｾ 設ｾ

Ｒｾ ，計ｩｊｬ ｬｊｮ お ｌ インタホーンがある。 ｬ 主室を乙のように

して使えば、分娘: 数の少いと乙ろで産婦人科の子術室と

lill 室とをわざわざ 2 つ設備しなくとも，お五l乙共同でき

ると思う。

2. 陣 痛 愛

陣痛室はおのおの l 休先別lこ入れてある。これはぜひ

Ｇ ｗｾ にしておかないと ， 忠ｻＧ￭Ｇ相互ｼ剖に何一つよい影響

はない。とくに紛糾I ｦＷＱｾ｝ 性骨 ｮ 術分以 ｊ を行なおうとする場

合はしかりである。われわれのところで年間]1200の分
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放があるが，陣痛室の 2 床は少なすぎる。g E 床 1 つに陣

痛室ベッド 2 つの割合でひとまず満足すべきであろう。

陣痛室は当院では Ai r-C ondi ti加 になってないが司J . ' _ [ 互に

洗汗淋潤陣痛の発来』ζ 苦悩する人達を見れば，ぜひ乙乙

までは乙の設 ｾｭ を延長すべきであり，座長 ｪｽ は住宅 ｬζ いる

附より 、陣痛訟にいる悶の方が長い乙とを知らねばなら

ない。

3. 新 生 児 室

乙れは看護作業室と隣接させておき ，その隔壁はガラ

ス張りで，新生児室勤務の看護婦以上の多くの目が常l乙

新生児を若視できるようにしておくべきである。反対側

は泳浴室と調乳室になっているが，新生児のための調乳

は比較的簡単であるので， ζ のスペースは近い将来にお

いて歩行できる繰婦がきて授乳するための授乳室にかえ

たいと思っている。とくに完全若設では母親が泳浴 lζ 立

ち会う乙とができないので，現在ベランダの方から見学

しているが，互や冬はもちろん雨天の日は因るので，乙

乙から訪日浴も自由! と見学できるようにしたい。

新生児室はもちろん A ir-co吋 it 剛 である。また赤ん坊

が 30人も一度に泣き出すとかなりやかましいものであ

る。したがって泣き声の洩れないようにしないと . 入院

患者の安眠をさまたげる乙とがあるので，乙の辺( ( . もう

少し留芯; してほしい( 2 重原: に改装したく思っている) 。

4. そ の 他

その他のことは一般の病棟と大差はない。しかしl主科

病棟としては内診ができる部屋を一つ持つ乙とが必変ーで

ある。

いついかなるときでも産婦人科的な診察や処置ができ

なければならないからである。

またi W. 室への出入りーーとくに医者の出入は病室の!心

者((1f'-IJ らないように行けることが好ましい。慌ただしく

医nlli や石護婦がi W. 室lζ 山入りする乙とはほかの入院忠者

としては何かィ、安を感じるものらしいからである。われ

われのと乙ろでは医員当直室と右設録更衣笠のと乙ろに

通路をもうけたいと思う。

いづれにしても乙の必科病被は近級通信局の杉山処築

部長を初め，当路の方々の絶大な協力を得て東京の山田

建築 ・JI務所の山田守氏によって作られたもので，同氏が

設計 K 先立って，よく私どもと話しあって十分にわれわ

れの怠 ｉｾ を勘定 ｬ 乙入れて作っていただいたものであるの

で11' ': 1 ¥乙れを職場とするわれわれも少なからぬ誇を持っ

と同時K 設計者に感謝している次第である。

( 市省大i匝組liJ Wi 院産婦人科部長)
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病 院 建 築 の 将 来 を 考 え て 現 在 の 矛 盾 を つ く

藤 本

最近社会悩勢の好転，そして述築工法 ・材料の進歩 lこ

したがって新様式の建築が行なわれている。医学の分野

でもその進歩に応じた病院建築が行なわれている。しか

しその建築内容については病院の定義とは異ったものが

でき上っている。すなわち病院建築で近代建築の代表と

なり得るものが少ないのは残念である。乙の原因につい

てはいろいろの 'Jl 情があろうが，建築関係者に病院に対

する認識が少い乙とも考えられる。いま建築雑誌で病院

建築がとりあげられた乙とは乙の問題の打解K 一矢を報

いるものとして敬意を表したい。

医師の側からの窓見として結論は述築家が病院として

の特殊性に対する理解が少なし医師の要望を乙なし得

ない点に不満足な結果が出るものといえる。とはいえ ，

病院建築のモデル設計や各室の利用法の解説舎がないた

めで，もし病院建築を進歩させようとすれば，恒久的な

綜合研究機関があってもよいであろう 。

板本的な乙とは別として，砲、は乙れまで病院建築の設

計につき建築関係、の業務 l乙関係する機会をもち，とくに

挫築家と医師との中間にあって両者の斡旋を行なう ζ と

を経験し，病院建築の難しさを理解する乙とができた。

そこで乙の経験を土台として，設計 ・胞行間における医

師と建築家との問の矛盾および医師に対する要望，最後

に建築家への豆ー望を記し立を来したい。

A.  医師と建築家との聞に生ずる矛盾

設計開始時の矛盾 : 病院設立が計画されると，設立地

および予算などが決定し公表される。そして院長あるい

は乙れに相当する者が指名されて設計がはじまる。設，11・

1やの多 くの紛争と考えられる乙とは乙の時期に起ってい

るといえる。それは設立地やm築面積 ・予算とは一致し

ないような病院構想、が作 られていて，医師はこの病院構

想にしたがい，建築家は前者の9 ! 3長l邸点や予算にしたが

っている点である。乙 れらの場合に医師側は施行-ti.，ζ 窓

見を兵 Iドし，予定の変更を要求するであろうが， -gfSの

修正に終る乙とが実情である。そ乙で乙の時期のX'lfi の

ために完成まで川沼 lζ 進行しない乙とがある。

設計中の矛j宵 : 設計開始時に建築内海が議論されな

い場合』ζ 起るもので，各フe ロγ クl e分目I j してその剖)l lJ iの

みの修正を専門医あるいは担当医に渡す場合である。 ζ

の際 ｬζ はＹＡ築上の ｾｩｬｊ 約，すなわち柱位置や配 ｩｩＺ ダクトな

どが決定されているため，建築経験に乏しい医r : rli の湯合

淳

lζ は適合されたものができ上らない。さらにフ' ロック別

にするために動線や経費の配分などに無理がかかってく

る。ただし乙の間の経過は担当医師がフe ロック別配分 l e

満足すれば9 ! 築家の説明により納得できる点が多い。と

はいえ， ru築家が病院内の各室での機能 ・特徴を理解し

ていないと，医師側の要望が表われない乙とがあり，と

きには建築家が医師に相談したという言訳に利用される

場合がある。

建築中の矛盾 : 平面設計が完了すると. 立体図ある

いは展開図の作製そして入札 ・建築施行という段取りに

なる。平面図を理解できた医師も立体図や展開図は判読

し難くなってくる。建築中は基礎打ち，土地掘りや，足

場が組まれ医師側は漠然と乙れをみている。しかし埋込

物や特殊配管は乙の間lζ 行なわればならぬ。そ乙でつぎ

の内装時の問題が ζ の時期に起っているのである。医師

も進んで9 ! 築家と打合せをするほか，建築家も不明の部

分を I! f ] らかにしておきたい。また工事で屯気 ・水道 ・ガ

スが日IJ の請負になっている場合はよ く打合せをしないと

思わぬ降客が起る。乙の聞のことは一般の建築でも同様

であるから別にとりあげる ζ とはない。

内装| 侍の矛盾 : 内装がはじまると一番問題となる ω

は. 建築l ζ nって作られるものと，設備備品として購入

されるものの組合せである。つぎは器具の取付位置の問

題である。医師側は ｾＱ Ｑｩ 品も入った完成状態を拙いて内装

をみてゆく. 建築はifi 負った設計図でみてゆく。一般に

内装になると建築家も使用者側にきわめて協) ] 的である

が，設計H寺の器具の変更はすでに購入されている関係上

経伐の点で困難を伴う乙とがある。もちろん予算面より

の変災という乙とができれば別であるが，乙れは全く無

駄な ζ とである。乙の時期の紛争は展開図や立体図さら

に建築2器具に対する理解に乏しい者がいるためであろう

が、建築家は常識と思われるような洗面器， ドアハンド

ル， tG気スヰッチ lこいたるまでカタログとともに示して

おきたいものである。 その他病院とての特殊器具の取付

や紀代とのA 結など複雑なものが多 く表われてくるのが

普通である。 乙れらの注; な事項についてはあらかじめ検

川されていないと相互に誤解を生じて くる。建築上慣例

的な総兵の1 & 付位置が病院建築では不都合な場合があ

る。あるいは建築上の慣例を改めねばならぬのではない

かと思っている。

81 



B.  病院Z主計に当って要望されること

前写iは各種の病院建築の相談をうけた際に私が感じた

乙とを総括的に述べたもので具体性を欠いているが，あ

まりに蕊礎的なことであり . また多 くの項目 lζ 汎るので

省略したまでで，機会があれば個別的に論じたいと思

つ。

そ乙で建築施行を円滑にするための第一歩というもの

を考えてみよう 。病院構成として代理郎門 ・外来診療部

門 ・特殊診療部門 ・中央診療部門 ・病棟割i門 ・附属施設

に大別する。管理部門では医療関係と事務関係があり，

乙れ らの業務を行なう室を設ける。外来診療部門ではそ

の病院で行なう 診療科目によって決定される。特殊診療

部門とは専門家 ｬ こも認識されていないが，鉄の肺ｾ ・ 高

低気圧室 ・人工腎験室などの性絡のものを合めるもので

ある。 ζ れらは室の設備も特殊で忠者が長時間その室で

特殊設備によって治療を絞ける必要があるもので，月IJに

考えた方が管理上好ましい。中央診療部門では検査室 ・

手術家 ・レントゲン室 ・薬局などで各個別に行なうより

統合した方が設備 ・管理 ・能率のよいものを集める。ド付

属施設としては機関場 ・給食施設などでその他食堂 ・娯

楽室にいたるまでのものを合んでいる。大病院では研究

室設備や解剖きそも備えたい。

乙のように大別した各項目について司その内特を只休

的lζ はめ乙んでゆく。とくにその病院の特色をよく判る

ようにする。 ζ の際に人員配置 ・ 経ｾｾなどについても忘

れではならぬ。文部省にも病院研究会があったと聞いて

いるが，医学の進歩に追随できる機能はなかったように

恩われた。そこで現在乙れらの基準を明らかにしたもの

はないであろう。われわれが乙のような乙とを考えると

すぐ予算: 獲仰と結びつけて考えられるのは残念である。

病院建築A 画の複雑性について少し く兵体的に 1 例を

あげよう。病床数 300 床，手術合 5 台という z計算ができ

たとする。病床については病棟部門で、外来診療科目見IJ

により割当が決められる。通常内科 ・外科と分けるが，

内科で胃腸関係のものを多く入院さ せ手術が行なわれる

と，外科ベッド数に合した手術台数などは不充分となる

のである。

私はあえて病患別診療を行なえというのでないが. [:時I

属施設を考える時は注意しなければならぬ。手術台が 5

台で診療科が全科であれば，外科関係全科が同時に手術

することはできない 。 そこで。 λ 院ＺＧｊＮ ｾ￭ 行ーの ｉｉｉ 定病 ｦ ， ｬ こした

がって下手ｦ［￯ ｬ 時間を決めて Ｑ 週間を Ｇｾ［ｪｊ 当てる 。乙 の ｪ 必合で

も同一疾病に対しての1 = - 1本I時間が災り . さらにTH: j _，l'i.に

よっても大いに呉る故. 相当に余裕をおく必必がある。

手術室では各室のi青掃および材料準備のために 1 11 設け

る方がよいとなると l i!!Jは 5 L 1 となってしまう。そ乙で

手術数が多 く. 手術者ーが少ない場合や，午 lii Jll1外来診療

で手をとられ ると手術室の到j 務時間は非'l;¥o滋なものとな
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る恐れがある。乙れを忘れて統計をとると全く実際 lζ 合

わぬものに なる。そこで医師の定員を決めないと乙れに

n う石・設婦や補助員の配置が決 らない。現況は乙乙まで

考慮されていないので円滑な勤務が行なわれないことに

なっている。勤務配置については事務関係は一般によく

研究 されているので，病院形態では医療部門が円滑を欠

いたようにみえて くる のである。

乙ψ 点については医療関係者，とくに医師の病院百- 理

に対する認識を深めてほ しい。病院建築では多くの問題

が明 らかにさ れていないため，病院のモデルは現在の状

態ではできないのではないかとも考えられるが，それだ

けに私としては実行してみたい乙とでもある。

さらに医療上の矛盾がある。保険患者での l L1の入院

Ｑｾ は ＲＸ 点すなわち ＲＸＰ 円である。病室の設備につい て，

その限境，ベッド ・マトレスなどに条件をつけてゆ くと

不可能である乙とは誰でも理解できるであろう。もし保

険点数を無視して設備し て ゆけば，病院経ｾ ｾ はいかにし

てま かなうべきか。 乙れらの乙とを明確にした基準を医

師は明確にもっていないと，保険患者の入れない病室の

みができ上ってしまう。も し冷暖房付のホテルで医師，

看談姉付で入院したらいくら請求されるでしょうか。

最近では冷房のない手術室はな くなりつつあるが. 手

術料の算定会議で乙れらの維持経費が考慰されているの

であろうか。乙のようなことを探してゆくと普くのがい

予に なるほ どある。 しかし専門家が正しい芯見を述べて

おかぬと， FI 本の医療の向上すなわち平均レベルの上昇

は望めなくなると思、うのであえてー. ニを記した。

C.  建築家に対する要望

病院施設の特殊性は各室の構造や設{il 1 i に多くの乙とが

喜ij 求される。たと えば病院は常に不潔になり やすい。乙

れは病人の集ると乙ろであるから当然である。そ ζ で容

易に汗i.Mできるようにして欲しい。室の角や椀界の届か

ないところを作りたくない。戸初lを埋込みにしたり ，術

品に ｬｬｾ 輸をつけておくのは乙のためで・ある。しかしこれ

らの)JII 工は面倒なことが多く ，乙れらに適応した工法や

415AAを探すことが必要で，広い智殺をもって乙の難問題

を解決して君主しい。乙の医療上の要求は一般建築にとり

入れてもよい乙とが多い故，われわれの要求に注目する

乙とは生活の向上 [ζ も寄与するものである。.

結 び

医師上りのｾＨ見という魁自にしたがって矛盾や 不平 のみを特きすぎた

かもしれはい。しかし病院政築の定義が確立していない現況よりみて ，

またそデル磁築が完 f していない現況では ，多〈の複維な ζ とがある ζ

とを示した 15がより rJ:.:J.f であろうと考えてmいたものである。

私はUとして医師やm世話Eが1m知であると思つてはいないし ，現在も建

築に対してｾ＼ の努 力が払われている乙とに敏怠を払っている者であるＮ

E の記述では病院で働く一般労弱者や，病院を利用する思イ首の側に色立

っていろいろと書いたものである。

('l'l者 大阪大学附属病院中央手術部 ・外科)

‘  
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病 院 建 築 に 関 す る 文 献 の 紹 介

伊

病院の処築，! l Ti ! i i について体系的な知識をねようとする

場合，すぐ干にする乙とができるすぐれた参汚告は，残

念ながら今のと乙ろ ，まだわれわれの身近かにはない。

もっとも手憶にまとまった知識をうる乙とができるのは

建築学便覧 10 篇 18 章病院: 日本建築学会編・担当吉武

泰水 (丸善) ＱＹＵＶ であろうが，乙れもページ数の ｾｉ 日 ＱＱ 仮に

よる記述の不-1' 分な乙とと，すでに{ ' } き改められなけれ

ばならない内容がだいぶある乙とから ，今日では，さほ

ど満足すべきものとはいえない。 ζ のような事的から建

築学大系 35巻病院: 吉武泰水 ・田口正生 (膨国社) は，

執乍も相当に進んでいる紋子ではあるが，その出版 が -

U も早からん乙とを待たれるものといえよう。乙れは相

当のページ数であるか ら，著者一等の従来の蓄f}'[ からいっ

ても総括的な参巧文献として第一級のヅj- 作となるであろ

う乙とが期待される。一般に建築設計資料集成: 日本建

築学会編 (丸善) 1956は，製図板のかたわらに置いで参

考にするハン ドブック として相当に役立 ってきたが，病

院のなHc 関する限り，従来のものはあまり使いものには

ならないという声が高かった。乙のよう な批判K 応える

べく現在その改訂が進めら れτ いるから ，完成の腕には

一応設計者の32; 剥 ζ 応じられるものに なるだろう。外国

のもので設計ーの参考になるものとしては，まず第- 1 (

Design  and conshuct i on of general  hospi tal s U. S.  D. part -

ment  of Heal th， I: ducati on and Wel fare Publ i c He. l th Servi ce 

(F. W.  Dodge Cor p.， Ne w York)  1953 を挙げなければなる

まい。アメ リカとわが国とでは医療制度のちがいなども

あるので，そのままをすぐに使うわけにはいかないが，

戦後のわが国の病院のあり方がアメリカのそれに学ぶと

乙ろが多かった乙となどもあって，参考になる点が多

い。乙 の本を完訳したものに訳註などをつけで利用の仮

をはかったものが綜合病院の設計と檎造: 吉武泰水・渡

辺源太郎 ・伊藤誠訳 (相模書房) 1956である。なお病院

建築: 小川健比子 (彰国社) 1955は同じ本をほん沢再編

して，それに仙の資料を ぺ、三加えたものである。また

アメリカの文献に Hospitals  - Integ同 ted des引 : Isadore 

Rosenfield (Rei nhol d Publ i shing Corp. ， Ne w York) 1955 があ

る。一般的な i及川 l の問題のほかに設備や椛造 ・工伐にま

で言及した総合的 な本 で ， 参考文献としてはＮｩｬｬｾ なも の

藤 誠

の一つであろう。似たよう なみ; でドイツの Handbuch fu r  

den Nauen Kranl 惜 nhausbau :  Paul  Vogl er und Gust av Hassen.  

pflug ( Urban &- Schwarzenbe叩， Munchen- 8erlin)  1951 があ

るが内容がやや古い。イギリス l乙は Hospi tal  pl anni ng 

requi rement s  G uy Al di s (Sir Isaac Pi tman &- Sons Ltd. ， 

London)  1954 がある。病院を病臥や外来診療部 ・下術

部といったような，い くつかの部門lこわけ，それぞれの

所袈室と相互のつながり， Ｊ見以や必ＧＡＲな設ｾＯｕなどを凶式

的 ・箇条: m. 的 lこ整然と ;iGili しているが，医療の進歩や社

会的条件の変化に対して，乙のように整然たる内容がど

れだけ ):j 命を保つのか，やや不安な感じがしないでもな

い。乙とに各室の所2 J S 設備や寸法など，事的のちがうわ

が固にそのまま通用するとは思えない。ずっと規模の小

さいI B. I 旋や診療所κ 対しては 医病院建築の計画: 大沢源

之助 (彰国社) 1955があるが，計画の参考文献としては

ややものたり な く，せめて Doctor s' offices  and clinics 

medi cal  &- dental  Paul H.  Kirk φ I: ugene D.  Sternberg 

( Rei nhol d Publ i shi ng Corp. ， New York)  1955 くらいの内科

がほしい。ただし後者はアメリカのものであるため，す

ぐにわれわれのものにはなりにくいうらみがある。病院

の設，: 1" 1ζ 先立って，その働きを適確に理解するためには

近代病院の設備と機能 : 橋本寛敏 「医学書院) 1955をー

抗するのも有益であろう 。乙 の木は「写工ょによる解説」

という副題が示すように，グラフィックなレイアウトで

楽しく読ませてくれるのが特徴であろう 。もっと ほり.

げて，新しい病院のあり方から勉強したい ji"J きには病院

管理学: 島内武文 ( 医学書院) 1957があるが，記述が系

統的でｾを得ている点では 病院管理の実際Ｚ今村栄一 Ｈ

医学書院) 1959の方がよみやすい。同じ傾向のものでイ

ギリスの 8ackground to hospi tal  pl anni ng H. W. C.  Vi nes 

( Faber and Faber Ltd. ， London)  1952 があるが， " 己述がよ

り建築的で内容もなかなか興味深い本である。 Modern

hospi tal  pl anni ng in Sweden and other countri es :  Gust af  8. 

Li ndgren ( Medens， Stockhol m)  1951 の一般的心述には，や

やありふれた面もあるが，医療のすべてが同家で保障さ

れているといった泣かな恵、まれた問スウェーデンの病院

の ＭＭｾ［ｍ を知るのも，おもしろい ζ とではある 。よ り広 く

はヨーロ ッパの病院建築: 小川健比子 (彰国社) 1959が
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ある。 国述の世界保健機構 WH O のフェローとして，

1956年ヨーロッパ諸国の病院を親 しく見聞してきた著者

による解説と ，鮮明な多くの図版とから学ぶと乙 ろは大

きい。 なおアメリカの病院については Archi t edural

Record 誌に述= 賊されている Buildi ng types st udy の病院

に関するものの号を見落すわけにはいかなし、。 1950年以

降だけを拾 ってみても次のよう なテーマがある。

トわspi tol s ・••.• ・・ 0 ・・・・ ・・ ・H ・・・ ・・・・・ ・・ Feb. 1950 

Mentol  hospitol s  ・e ・・・・・ 0 ・a ・・・・ ・・・・ ・・ 目 ・ Oct. 1950 

Tubercul osis Hospitols .............. .. ....・・ Apr. 1951 

Hospitols ond heolt h  centers ・e  ・・・・ ・・・ Oct.  1951 

Revi sed elemen!s 01 ! 陥 generol hospi tol . . .  Apr.  1952 

Hil l- Bur ton Hospi tols ・・・ a ・・・・ 0 ・・Oct. 1952 

Hospけ01 pl onning-s tudi es .. .. ... ・・0  ・・ Feb. 1953  

Mentol  hospi tols  .. .. ・.. .. ・. . ..・・.. Nov. 1953 

Hospit ols  ond 加。Ith loc iliti es  ...... .... .. .. ， Mor.  1954 

Bui Idi ngs for tne 句 剖 ・・・・ e ・0 ・u ・・・・.... Sept. 1954 

Hospitols  ・a  ・・・・・・ 0  ・e ・・ ・ー・・・・ .. .. Oct. 1954 

Hospit ol s ・a ・・・・・・・ー・・ ・・・ ・・ ・ ・・0 ・・ Mor .  1955 

Publ  ic heol  th  center s ・・・ ・ 0 ・・・・・ Aug.  1955 

Hospi tol s ・・ ・・・ ・・・ー ・・・・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ Nov. 1955 

Ment ol  hospi tols  .. ...... .. .........・ ・ .• Nov. 1956 

Hospi tol s .. ・・・・ ー・ ・・・・ ・・・・ .... .・ e ・ー.. ・Nov. 1957 

Hospitol s  ・ . ，・・ ・・ ・・ 0 ・・・・・・ ・・ ・ー・・..， Sept. 1958 

Hospitols ・e ・・・ ・・・. ... .. .. ...... ・Mor.  1959 

研先("J なも のとしては ， まず郊ーにイギリスの St ud削

in the f unct i ons and desi gn of  hospitals: Nuf f i eld Provi nci al  

Hospit als  T  rust ( O xford Uni versity Press)  1955 を挙げな

ければなるまい。病院総2誌についての乙の1目先報告に関

しては，いろいろ批判すべき問 ｪ 泊もあるが，多 ｦｻ ｊ 的な ｾｍｩ

j I 分析のブ'1i1とj也巡な私み丞ねに，最近のわが国の研究

とたまたま一致している点なともあり ，きわめて興味深

い文献のひとつであるといえる。わが国のr!1fJLI 氏栄につ

いては後にあげるが，それ以 ，iijt c lXJ!，iや社会保怖の引状

を知るための基本的な資料としては厚生白書昭和33年度

版: 厚生省大臣官房企画室編 (大蔵省印刷局) 1959があ

る。乙れは31年度l仮 ・32年度版とともに 3 何日の EJ 古で

あるが，年々の報告を継続的によんでいるとねると乙ろ

は大きい。なお研究者には病院要覧 : 厚生省医務局総務

課編 ( 医学書院) 1959が欠く乙とのできないもののひと

つであるが，次々と新しい病院が総てられていく別状に

追いつかず，内容が常に最新版とはいえない点が111 しま

れる 。どんどん改 訂版が ｕｾ さ れて ｵｰ to dote のテーター

であることが世才れる。

特殊な問題については . T he  rural hospi tal - its st ructur e  

and organi zat ion:  B.F .  8r i dgman (W .H.O. ， G eneva)  1955 が

地方t'l: .の問題などを倣ったらのとして，医療施設の適正

な分仏や診療|到などが問j也にされ山した今 11 . ［Ｈｾ｜ｩ￳Ｇ ，Ｚ され
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なければなるまい。そのほか個々の問題に関して，まず

伝染病棟の設計については，今のところ防疫必携ー第 5

集施設篇 : 厚生省防疫課編 ( 医学書院) 1957 くらい しし

か見当ら ない。

次 IC糾f事11病院については，多方面か らの要求にもかか

わらず，研究がまだ絡についたばかりであることとも関

辿して，ほとんど参汚占がない。精神病院の管理: 関根

真一 ( 医学書院 ) 1952 がいくぶんの参考 lζ な ろうか。

X 線や T 総を扱う部門の設計も ，多くの場合，設計者の

W1をなやます問題のひとつである が， 放射線部の設in一

般については病院の彼射線科: 山下久雄 ( 医 学 書 院)

ＱＹＵＲ がある 。防 禦そのものについては，許容量の只体ｩｙｾ

な値ICついて，いろいろ議論されている段階なので，雑

誌その他 lζ デー ターがいろいろのっている割合には ，'W 

れる参考文献がないといった感じであるが，もっともオ

リジナルなものは Medical X - ray prot ect ion  up to t wo 

mi llion vol ts Nati onal 8ureau of St andards Handbook 41 

( U.S .  Dept. of C o mmerce)  1949， X- ray protecti on desi gn:  

N.  8.  S. Handbook  50 ( u .s. Dept .  of Commer ce)  1952， 

Prot ecti on  against radiati ons f rom radi um， cobalt  - 60 and 

cesi um- 137 N.  B. S .  Handbook 54 ( U.  S .  Dept. of  

Commer ce)  1954 の3つであるといえよう。わが国でも医

学欣射線学会維誌などに数々の研究論火; がみられる。 1，，1

じように設計者がi'l ./Ji' する問題としては ，手術室の|りj 燥

伝導 Ｉￂ Ｈがあるが ， 総 ｊ ［ｔ［ｩＧ ， Ｏ ｾ Ｑ ζ わかり や すく ｪ Ｏｬ ， べたものとし

て 床仕よ材料の選び方と使い方- 6章手術室の床仕上:

吉武泰水・高野隆・西野範夫・伊藤誠 ( 日本建築学会関

東支部) 1958 が 参 引こなろう 。

最後に建築学会その他に発表された研究論文のー比を

あげておく。解説的な火:1猷lこく らべて多少の読みづらさ

はあるが，個々の問題にあたったときー託されれば B没，n・

上( J 効な f がかりが1ｾｽＮ ら れるであろう 。

病院のＹｊｬｾ長， ｊ ｩＧ｝ｬＡｈＱｃ 1到する研究

《カ ツコ内の (5702) 111957作211 ' >: 吋、す》

① 総論的なもの

- 病院建築の最近の発展 Ｍ ｭ Ｖ ＱｾＱ Ｑｊ ＢＧＱ 両院学会総会特別‘Ｚ陣

dii 古武!ii 水" 病院16:(き2号ゲ (5702)

② 外来診療部に関するもの

・外来診療部の設計 : 古£切I究室。油業技術841J " (5806)  

Ｍ ｴｩｩ 代病院外来 Ｑ 診療 ｬｾＱ の調査報告 Ｚ 山氏Ｑ，＼ 水 ・ ｮ 和太

. (J I雌 ，減 ・石凶忠雄 . t脳 lu:三 ・却l!"i f.3lfi " 学会研究科1{lr291JII

(5410)  

- 外来各所における所要時間および忠者数比ギ :

ＶＴＲＱ五 ｴｍＡＩ く Ｎ ｴ｛ 羽 ｬ 犬 ・ 伊 ｽ様減 ・ 伏 ｊｊ［ Ｈ Ｂ Ｚ ｾ Ｇ ｊ ｊｬｬ ｦ ｾ 禿 ｦｴ ￬ 1/学会研究明l

{!i 281J J II (日11)

・外来における同伴者 : 吉武!ii 水・克和夫 ・伊藤波 ・

:1)，1，;(;[三 ・加賀完治 H学会研究報告28 1J 1" の111)

・待合室のm以ーがJ院外来れf I - : 庁武?ii 水句会研究仰向

261j- "  (5405)  

.J 

.  

， 

.、



.  、

4  .  

.'  

- 利用者数の変動についてー共同胞殺の泡正規彼氏関する

研究ー . 附田光正 H学会研究報告35号11 ( 5606)  

・病院の外来診療部 : {J I麟滅。処築界5巻41J1I (闘の

・ ＧｮＺｾヒ病院外来部の性絡と平 Ｑ｝ 川 のさ れ Ｉｪ ｦｃ ついて

一八縮製鉄病院調査報告 - : i'f 木正夫 ・荻原正三 ・片|間正喜 H学

会論文報告W60号11 (5810)  

・ 事業主病院外来 ｩ 郁 の規模について一入制限鉄 Ｑ 内ｾｾ［ＩＧｾ￯Ｇ ｩ

報告- : ，'1木正夫 ・荻原正三 ・}' i 附疋&f l l学会; 論文線伶1I l 601}"

(5810)  

① 病棟に関するもの

・円型病院の得失について : L Vグループ ρ病院16巻Hj "

(5701) 

・病棟部の構成と看護単位の大きさ : 伊藤 ;被 ・栗原嘉

一郎。学会論文報告W57号11 (5707)  

・右談単位の設けられ方一東北地方の助f i - :  n: 和犬・

岩崎弦 ・鶴谷消巡 H学会研究報告44号グ (5812)

- 病名I! 施設の規快 : 吉武M水停会論文W50 f}1I (5503)  

・病院の規模と病棟の構成 : 究和夫 ・総本酪俊咋会治

文綴告1I l ω【r 11 (5810)  

- 示談単位と他部門との結びつき : 伊藤 被 ・烈5; ( }Z-

郎・野村*太 H学会論文報告W60fj " (5810)  

- 石談単位内の病室構成 : 伊藤娘 . ＡＮｖ ｬ｢ｾＨ 嘉一郎 ・ 野村東

太 H学会諭文報告W60! } " (5810)  

・看設単位の構成 : 吉武研究室'包I築技術941;)" (5馴 )

・忠朽の tL ' ! 入について : 伊藤 誠 ・野村JIi )， ・仲村宏一H学

会研究報告43号11 (5806)  

- 外科病名I ! について : 111口正生。学会論文報告到161丹。

(5902) 

・産科病棟 ・小児病棟の構成 : n 和夫 ・伊藤波 H学会

研究報告37-! }" (5612)  

. iITf H病棟について : 間口疋生 H学会論文綴{ ' 部58号W

(5802) 

- 小児病棟について : rnniF.生 H学会論文官! { l fW62r}"

( 5ω6)  

・小児科病棟における病室構成とその| 間仕切り方に

ついて : 111木正犬 ・松本磁俊 W学会愉文相l倍W5 4 1;，'" (5609)  

. 小児病棟および小児病室の構成一特に病室および

生活空聞について- i ' f 木正夫 ・松本理f俊。学会; ぬ文報告W

57号 (5707)

・伝染病棟の設置とその性中島 : 伊藤械 ・東原嘉一郎 ・野

村w太 H学会研究Y1HJ; 44号11 (5812)  

・伝染病棟における病室構成 : 伊藤 l被・架原混一郎 ・野

村東太。学会研究報告44号11 (5812)  

・ 精神病院における治療と病棟 Ｚ 伊 隊械 ・ 到 ｾ ｊ ｩ［Ｈ滋一 郎

・ 野村ＮｾＡぷ ・ 小林健司 ｈ 学会関取支部茸 ＱＲ Ｖ 何日 ｆ Ｇ 先発表会 ＱＱ ( 5905)  

・ ｾＺ ， Ｇ［ Ｍ ｦｩｬ ｬ ｬｲｩ Ｚｪ院における忠、 一 行の分けブ Ｇｪ Ｚ 伊藤誠 Ｇ ＡｉＧ Ａ Ｏ瓜蕗Ｍ

ＱＩ ＱＱ ・野村瓜 太 ・ 小林健司 ｈ 学会ｼ対 ｾｲ 支部首 ＱＲ Ｖ Ｑ 司 研究 発表会 ＱＱ (5906)  

@  付属診療施設に関するもの

- イミl"JiJ!，J合療施設 . ; 巨大古武研究室 ρ 氾l築技術92-rjtt (5ω 2) 

・検査施設について : 箆和夫 ・伊藤誠。学会諭文報告集54

ワ" (5609)  

- 結核療養所の臨床検査部門について : rnniF.生 H 守

会論文報告集53! } " (5606)  

.  x*制も没の配iiii と腕校 : 句和犬 . { J 1版減" 学会治文報

{'r! 11541j "  (5609)  

- ラジオアイソトープ治療室の設計について :

伊藤 波 H 占武研究宅設計資料11 (5404)  

・所理1' - 1何本数 : 71. 和夫・伊蹴球。学会研'光報{ '了33り"

(5510)  

- 中央下vI-i l郁の規模について : w，l m光疋 H 学会研究判l告35

f j "  (5606) 

・所2 f 手術室数について 悶立大学付属病院の湯

合一大t / I 不二雄 '写会関東支部ffi 26問研究発表会11 (5906)  

・綜合病院の中央材料室の計画について : 四日夜生

H 学会諭文報告W57号" (5707) 

- 結核病院の oxygen ｳｵ ｰ ｰ ｬ ｹ の設日 ｉＭｾ ｉ Ｍ 四につい て Ｚ

間口正生 ・渡辺栄ー ・附 繁 W学会論文報伶W5 4号11 (5909)  

① サービス施設に関するもの

・厨 房 : 京大古武研究室" i l ! 築後術87! }" (5809)  

・病院の給食サービスについて : 野村東太 H 学会論文組

作W54fj ll (5609)  

・病院の給食サービスについてー続 1ー : 野村県木

H学会論文寝l告W5 7号11 (5707)  

・病院の洗濯サービスについて : 野村東太 . ，'1木 登

" 学会論文報告集57号。 (5707)

① 管理部に 関するもの

・職員の織成とその施設ーその 1ー : 伊藤滋 H学会研

究報告39f }" (5708)  

・ ｍｾ 口の椛 ｬ 戎とその施設ーその Ｒ ー Ｚ 伊 磁波 Ｎ !I'!版画Z一

郎。学会研究報告40号" (5712)  

① 医療組織に関するもの

・医療機関の使われ方一東京都小平町の喝合一 :

浦氏ーが学会治文報告W54号" (5609)  

・対it五を '1-' 心 としてみた医療機関の使われブi 一長野

県の幼合一 : 浦氏一 ・柳沢 1!J. ρ 学会研究報告401j" (5712)  

・近郊I.::! 村地域小病院の佼われ方 : 叩良一 ・松崎和夫

H学会研究報告401} 11 (5712) 

・工業労務者住居地域小病院の使われ方 : 浦氏一 -

川添英司 H 学会研究報告40号" (5712)  

・医療機関の伎われ方一主に医療機関のslI] からみ

Tこー : ［ｉｮ 良一咋会論文報告 ｾＱ ＵＷ 号Ｂ (5707) 

・医療施設の伎われ方一地域の側から みた :  ｾｦ 武

ぷ水 ・浦 氏一 ・柳沢忠 ・福田常男 U学会論文報告W60りρ

(5810)  

・小見川 IIIJ の医療機関利用状況; ，n H - ・柳沢忠 ・

上肥間五 ・11下あ[ . " 学会研究報告44号11 (5812) 

.  Iif¥内3Fl"I J也の医療施設利用 : IiIi Jよ!- ・柳沢忠 ・よ肥

間五 ・日下ゐζ H学会研究報侍44り。 (5812)

- 医療機関の地域利用についての凋在 : 古武M水-

1，Ii  良_ 11.病院17YJ 3り" (5803)  

(' fi者 司l大て学部7ヰ武研先宅 ・千明大学; 持師)
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捌 歓 迎 亘乙

机 1ももん炉r 司、

「会員の声J 欄 ICどしどしと投稿下きい。自由伝討論の場としてと利川下さ t 、。内容は自由。

住 宅 は ま だ ま だ た り な い

程、は最近ある若い夫婦から，小住

宅の設g汁を組まれた。もちろん伐官

金融公印資金によるものである。

条件は敷地33坪 ，市内の住府地域

で平尾の q崎正Jl， 9] 坪は 10.1:>"]'から 12

，3J5fとまで，予算は: l >l 当り 4Tj 2 ，3千円

まで，家族は若夫婦[ζ 幼児 1人， 1下

問は 1 主だけにして欲しい，という

要求である。あとはおまかせすると

いわれでも，乙ういう条件を満すと

すれば，大休もうプランは定ってく

る。それでも私は 4 つばかりいろい

ろプランを担いて撰定して目った。

しかし私はそのプランを見ながら，

いったい私達が20年前学生時代梨し

みに捌いて見たプランとどれだけの

逃いがあるかと疑問に思った。ーも

ちろん私 自身のフィ クションの不足

もあろうがーなるほど玄関が小さく

なり， リビンタキチンができ ， ロー

カというものが小住宅では安を消し

た。しかしii ・宅( 実は板の間にすぎ

ないのだが) と 11 本聞があり ，Lぷ乙

そないがj111入， y ，及] 政仮所，下駄符も

そなわっている。そしてその新夫仰

は設，n. ，まそれで充分満足だから，と

にかくあとはできるだけ安くやって

たという。もちろん会沢住宅にはい

つも rjl し込むが，いつ当るか解らな

いものを待っているわけにもいかな

い。安い治家があればそれでも良い

のだが

τ}1実住宅金融公庫にしても 3 分の

1 の頭金を 2 万何千円かの月収のう

ちから， 4 ，000 円近くのjill 金を刀々

償還してゆくのは，つらい訴しであ

ろう。しかしとにかくi ' I 分の家が持

てるという乙とは何よりにもまして

魅力である。

それがその人達の住宅の内科に対

するすべての欲望を消極的にしてい

るように見えた。そして要求のゆい

ままに，なれない私の設計は ， 1' 1分

の家が欲しいというより，とにかく

住む家が欲しいという夏型lζ 乙たえ

たというにすぎないだろう。そして

乙のように側々に向分の小さい家を

持つという乙とは，現在の住閉その

ものおよび住町の将来の問題1(. 対し

でも， i ' I 分の生活l乙持;ィ・7した例人的

な要求をある程度以剣(ζ 汚える乙と

には役立っても，それが iI 分の属す

る社会的な断尼iの一般的な，普通的

な住j計へのEE求 lこ統一されるという

1 ' 1 いたいというのが最大の豆ー求であ ことを，ほとんど不可能にしている

った。 ように見える。

現在乙の人は郊外の交通不便な木 住居lζ 対する勤労者の要求が，例

造のアパート住いで， ｱ ， ｾ Ｑ 間に入 々的 1(. 自己の立任として解決される

口に 2 帖たらずの板の間があるだけ 限り，住宅の京の解決に近ずく乙と

で，敷金 6 ))'1' ] ，似る時のお礼金( は燥しいであろう。

? )  2 7;' 円，家賃は月 3 ，000 円であ 金融公庫などの融資が，さしあた

る。しかも Ｒ Ｑｾｲ で台所は Ｑ Ｑｾ 与の共同炊 って最低のめぐまれた人々( 乙の言

τ]1: ，仮所はも ちろん共同，風日はな 35はいささかおかしいが， CI 分の家

い。子供のいないH寺はそれでもよか が主t てられる階層の最低総にある人

ったが，子供ができて見ると我慢で 々の意味〕のある程度の解決lζ は役

きなく，自分の家を建てる決心をし ' j ' { っても，その乙とによって. 反而
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より板木的な解決が後廻し lこされる

という乙ともできるのではないだう

ろか。

最近京白Ii 府がある同地の公立の鉄

筋アパート入問者の補欠入府者を募

集したと乙ろ，ただ l fi のさ主家』己弁I

し，なんと 800 ｾ人の ＱｾＳ 込みがあっ

た。もし乙のす. 慣な一人に当選した

としてこの人 1(. i ' I 分の一手速を悦ぶ乙

とのあまりーイ主F ，i }1こ対するいろいそ

の ｩｲｮｾ 求を見付け ｴ ｬＧ ｬ すようＩＱｊｬ Ｑ 与する

乙とはほとんど不可能であろう。

荘、は乙の人が特別にてι 述であった

という乙とのために ，住民ーに対する

すべての不満が将来とも我慢されて

終うのではないかと思う 。五il; 没併は

!rg和34年 7 月 13日付の新聞にi j ¥設 IL!

苦を発表し，住宅はいまなお l以後で

あり . 打i一定 180 j j の不足がある乙と

を訴えている。しかもその解決の大

部分を同民の自己資金の建設に期待

している。

以後の住宅問題が悶民の個々の努

JJ によってある程度解決されたとは

いえ，国民は随分ノ三きな努力をはら

わされてきたものであろう 。現在ダ

ンチ肢にも なれない大部分の木当 1(.

住宅を必豆ーとする人迷のために，も

っと線本的な政策と組織を ，白色を

発表するだけで満足せずに考えて白

いたいものである。

建築家も ，はなやかにru築誌上を

JI長わしている新住宅の氾濫のかげに

せめて fl分の住める家をと，ささや

かに断っている多くのまじめなI j UJ 労

者のある乙とを忘れてはならないで

あろう。 ( 34. 9 . 11 )

( 明者京都調透明務庁i)

.  
唾
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. 6.  

ロ

理 事

. 6.  

τ E  

12臼 正午ー 1 時 半 於 会 館 集 会 室

11¥席者尼崎，東畑正副会長外 13理事

大倉京部支部長

議 事 (  1  ) 建築士会述合会主催展覧会後mの件

( 2 ) 会館i! l I 営委員会委旦委嘱の件

( 3 ) その他

( イ) 編集委員追加委腕の件

( ロ〉大阪住宅復興促進協議会主H l ¥の「小

住宅設計コン クー J レ」後援の1' 1:

( ハ) 委員長，支l ".111え代理設置承認のn

( 4 ) 入退会者承認の件

( 5 ) 報告すZ項

出 版 委 員 会

内壁工事分科会 ( 第 1部)

4 日 6 1時一 7 1時 於会合十談話室

H'r 席者 竹内主査，行口，小泉各委員

上 ( 第 2部)

6 日 4 時半- 5 時 半 於 会 館 談 話 室

同

1'1¥席者 竹内主査，後川，山田各委員

向 上 ( 第 3部)

6 日 6 1均一 7 11寺於会館談話室

i ' I ' ，席将竹内主査，大手| 二，谷口，山岡各委員

編集方針の大1{i; jを協議の上， ZE別分担. ( i を決定した。

なお，今後のj住めブi につき打合せ。

編 集 委 員 会

車宇 事

. 6.  

コ玄

7 日 4 1均一 7 1時 於会館会議室

11 . ¥席者塚本委員長外 4 幹事

12月「地方正112定tt#W号」の企画案作成について審議

委 員

. 6.  

ココE

8 日 4 11与- 5 1時 半 於 会 館 会 議 室

山席者塚本委員長外 13委員

議白F ( 1) 経過報告

( イ) 9 月「設備特集日」

( ロ) 10Jj i 病院特集号j

( ハ) 11 月 m材特集号 」

( 2 )  12月「地方建築特集号 J 企国平評議

Ｈ Ｓ Ｉ 委員追加 Ｑ 委腕と委日長不在 Ｇｩ Ｇ Ｑ ｾ ＺｐＮ ｬｬＮ の

約二

ee 

(  8 月 分 )

事 業 委 員 会

17日 5 1時半- 711寺於会館集会主

出席者岩崎委員長外 12委員

議 事 (  1)  9 月の卒業企聞について

( イ〕新建築見学会

( ロ) 工場見学会

( ハ) 各都説明会

( 2 )  10月の事業企画について

( 3  ) 報告さjT.Jji

4・

小 委 員 会 ( 若い会員の集い〕

19日 正午ー 1 11寺半於会館会談索

11¥席 者 必 村 主 査 外 4 委員

本月末実施の「若い会貝の集い懇親会j について協議

打合せ。

建材審査委員会

分 科

. 6.  

:z:< 

21 日 3 時- 5 11寺 於会宮山;淡ihI二室

11'1席者 若ノに地引 ，谷仁13 委員

(  1  ) アートボンド審査の件

( 2 ) グイケンインシュレーション l政汗板務

1'F.のf' 1二

( 3 ) ダイ ケンインシ ュレー ションプランク

特有の件

なおm材! i i ' . ，: 査委口会の改組lこ関して: " 0; 見交換。

教 育 委 員 会

分 科 会 ( 鉄筋コンクリー卜講習会)

24日 3 11与一 5 11を於会飢会議室

出席者 奥島委員長，北Ji l，千'J: 沢，金子 3 委旦

従来実施してきた鉄筋コンクリート工事諮科

会より更に高度の講習会の実施企画について得

議。

法 規 委 員 会

28日 4 11与- 6 11} 於会館淡iE1; 子.

出席者 恒岡委日長外 7 委日

東京都およびグ1117尾市の駐車場条例:liil 定の状況につい

て説明があった後，大阪における m:l・Tf "iJ JJ j設Wi の設定につ

いてjg; 凡の交換を行なった。
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4  

・、

-、.  

写真コンクール

審 査

. b.  

2 玄

集

7 日 5 時半- 8 11与 於会館集会室

山席者松村主査，佐久間委員

森，政問，多比良，t白:ぷ 4 審査員

応募54点を審査して入選作 5 点( 内 カラー 1 点) を

選んだ。

表 彰 式

27日 正午ー 1 11寺 於 会 館 集会室

出 席 者 岩 崎 委 員 長、松村主査司佐久間委員，

政問答査員，入選者 4 名

入選者 lζ 表彰状，11品および富士フイノレム K.K. より

の副11を手交した後， 一同でコンク ーノレに 関して懇

談。

. b.  

=  

夏期会員懇親会

1 日 Ｓ ＱＱｾｪＭ 8 1時 半 於 生 駒山上

生駒山上テレビ格施工の大林組制l提供による貸切パス

2 台で協会前をi l ¥発， r妓奈，生駒山上有料道路をドライ

ブして山上お. 説完テレビの)i!l. 送所を見学した後，生駒

山ロッヂの食堂において懇親ビ ールパーティーを開催，

7 11与下山した。 なお，当日は職域グ J レー プの Il t話人i41'l氏

を招待した。参加イヨーは尾崎会長をはじめ ＹＷ ｾ 出。

見

「鉄骨構造計算と実例」出版記念会

26日 6 11寺- 8 11寺 於南京飯山

尼崎会長 j他国委員長その他関係省 21 1己が 出

席。

「若い会員の集い」夏の懇親会

持 4

寸一

29日午後 4 時一30日午前 1011与 一iI- 1 於有馬保健

指導所参加者 17名

. b.  

コ'"

ロート製薬株式会社工場見学会

20日 2 時一 4 1時半 参加者 20名

設計 日建設計工務株式会社

施工 竹 中 工 務 庖

支 部 事 項

京都支部常識員会

1. 1時 日 10口 6 時

1. 場 所 東 洋 亭

1.  議 'jT ( イ) 事業実施に関する件

( ロ〉その他

足山市会長は手仏常務J ! l l ' j ; : を待問してはi席の上一同と恕

談した。

×  ×  ×  ×  

×  ×  
〉ぐ ×  

×  ×  ×  
〉、

111111111 11111111111111111111 111111111111 111 1111111 11111 1111111111 11 11111111111111111111111111 1111111111 111111 1111 

編 集 後 記

A>: Uの企画については ，はじめ ，111製正次郎( u 正ll) LG . 鈴木成

文 ( 大阪市大) 氏のと協力をえて，去る 6 月の幹 'Jl 会でー応の線を

だし，その後，夜n会でさらに追加1bi摘などを検. H したものである。

病院政策といっても ，耳目論的 ILζ れを研究きれている 15は，関西

では少なく，勢い，古武先生はじめ東京の諸先生にお願いする ζ

とにはったが，担忙しいととろをきいそく申し あげ恐縮 ｉ ｾ 思ってい

る。特殊な術院hI i i ; 肢 として ，成人病センター ，sjj !J: 1車11<のhI i i 放をと

りあげた。

手術室の照 ｉｖｊ については ， 京大病院のＢ例 ｉ ｾ ついて紹介させてい

ただいた。乙れは文部省 「施設月朝lNo.31J に紋日l L l ; が発必ずみの

ものであるが ， ｪｊｬ策関係者 ｉｾ は ， なじみない月報である ので ， c.c. 

IL継者のと了承のもとに転載させていた Tごいた品 のである。

なお ， 本号 ｉ ｾｉ 主，とくに ，ぉ 医者きんの辺見を邑乙うという己と

で，約10氏の著 名な医者 IL r病院建築について」感組を求めたと乙

ろ，幸いに， 5  LI;か ら玉稿をいただいた。 それぞれの専門の立掛か

ら ｾｾ かれた色のだ げに 示唆する と乙 ろ大きく ， よくかみしめてみ た

いと思う。

以上，ご 多忙にもかかわらず ， と執《医いた ｦ ごいたれ位 ならび ｉ ｾ 企

幅広と協力いただい た方々 に深〈感謝申しあげます。

1111111 11111111111111111111 111111 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11111111111 11111 

建禁思待宙服役一- f 〈GDA.L)

剖1. . : 1. 一回. ，' 7
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社団法人 日 本 建 材 協

会 合 と 事 業

建材会館分科委員会 Ｗ 月 Ｓ 日 ＴｾＸ Ｑ 時 現場検閲后l喫

茶庖 2 11皆 青木副会長並笠原主査以下全員出席。入口

ドア取付，小問書j プラン大姿。 1 ， 2 1暗中央ア ングル

仕切。出品会費等協議。

出品分科会 Ｖ 日 ＴｾＸ Ｑ 時現場より喫茶ｦＮ ｳ 2 階 村石

主査，青木副会長，金光理事長，室谷委員長外 6 1' ，

出。敷金 5 カ月 。一階 8 ，000 円と 10 ，000PJ
o

3  W，!! 中央

催場50 ，000円協議。資金借入依頼。

庶務会計分科委員会 Ｗ 日 Ｔ ｾＸ 時現場検分後喫茶Ａ苫

2 階 田村主査，金光理事長，室谷委員長外 6 名 社

並に事務局。契約の件。総会報告の件，収支概算。事

務員募集の件。借入証等協議。

理事会 Ｙ 日 ＳｾＵ 時於 Ｔ 階背木 副 会長 ， 金光理事

長外 71号。 代理出席 4 名。会館並展示場実行分科委員

報告通り 承認 納涼ビーノレパーティー 8 月上旬開催協

議祁報告。

臨時総会 ＱＴ 日 ＳｾＴ ＱＱ 寺於今橋クラブ Ｔ Ｑ 猪朝来強風

雨のため予定よりおくれ，委任状と実出席とで 120 1ぅ

lζ 述 し開会。京笠ビ J レ仏- 入，五tt 材会館並新展示場開設

の件rc. っき報告と 諒承を得るため， 中村会長挨拶後事

務局長司会の下rc. ，室谷実行委口長，金光理事長夫々

詳細説 明 ， 次』 ζ 育万三 副 会長より綜合報告と 資 金募集 ｾ￉

ｕｾ 品 ｉ Ｚ ｐ 込み之 ｬ ぎ協力方を依頼。 ＴＱＱ 寺 ＱＰ 分 ｬｵＮ ｪ 会 。

講演会 中近 東京仰に関し Ｑ Ｔ 日 Ｔ Ｎ ＱＰｾＵＮＲＰ 於同席にて

ず ｩｾ 谷産業 ｋ ｋ ｊｬｬｬ 家文 ｊＴｴ 専務を 村 石副浩 ｧｦ Ｈ 長紹介。 同氏は

中近東における日本人歓迎と U 本池材の有望市湯たる

事を各地視察談lζ おり混ぜて興味深き話あり . 一同純

益する所多かった。当日会するもの約50; g人。

六協会主脳会談 ＱＶ 日正午 ｾＲ 時於大阪クラブ，日本建

築協会，建築家協会，大阪府建築士会，建設業協会，

建築学会支部，日 本主Hオ協会， 6 団体主l悩と事務局担

当出席wi 界向上につき忽話した。

出品分科会 27 1J 11 .  30 ｾ＠ 2  1時 村 石主査，金光理事

長 ，室谷委員長，事務局長等会合 。 Ｑ Ｑ 秘 ｾＳ 階迄の 申

込受付整理。不足小間募集分担。

A

9
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7  月
ふ

一

品幸E

日 誌

1 日 日本建築協会理事栗原電気 ｋｋ 社長 ， 架 ｊｊｾｴ 信虎氏

葬儀，阿倍野祭場l乙て挙行。青 木 副 会長，金光砲事

長，大和常務理事参列。

7 日 笠原副理事長，大阪建築事務所j ド上技師，問中山、

務係長，松下電工 KK 工場に至りアコ ーデオンドア 代

用品につき検分 12時帰阪。

8 日 青木副会長，大和;中J務理事は，竹 JJ' 要，. ! i i 畑， J己的

先生訪問し京町繍会館借入の件と北浜は現状j邑りの 'F

など会事業近況報告 と挨拶を述べた。

20日 顧問 宮 l協大阪府建築部長渡米のため，大阪発

12 . 30 はと号で上京。事務局長見送る。

22日 北浜会館一II ¥I i 展示場入口掲示板新調設置する。

24日 5 1時梅沢氏 と事務局長，桜橋ビ J レtli. 上lζ 至り 8 .FJ

3 日ビーノレパーティー開催打合せ。

25日 特別会員一瀬大阪郵政局課長 12時30分発東京転任

大和; 常必型ni 駅頭見送る。

27日 正tュ材会航ケース造作工事。大和工業，依田商! 占，

東! l l i 製作所に分m，見も!i を徴したが，予定額より巡か

に超過のため止むな く，全他家具造作を二葉足装備工

業 K K  rc.一括注文した。

J・

ｾ＠

会 員 動 勢

電話増設，変更

ｋｋ 原田商応では ｾ Ｖ ＵＵＱｾ 7  IC. 変更。

東日本化学工業 ｋｋ では ｀ ＶＳＹＶｾ 8  rc. 変更。

KK 淵i谷繭広では@ 4486を増設した。

移 転

O イワクラホ毛ゲン販売 K K は 大 阪 市 浪 : i a区 7V原田I

1173番地に移転。

0 示大産業 K K は大阪市住吉区平林南之|町331i):.t山乙移，1忌

電話 ｀ ＱＱＵＸｾＹ ， 04引 2954，3097。

p  

.  

電話@9908

第 会 場 同 上 会 館 内 電話@7172

日本建材会館所在 大阪 市 西区京 ｕｉｊｈｾ ｲ，￟伴 ｉ 狗 電話⑪5590

第 2  4Z23h Z  場 同 上 会 航 内 電話⑪5092

福 岡 分 室 博多駅前通松下ピ J レ柿入 電話①1225

90 



t  

司，

‘  

1  

装 飾 と 実 用 性 を 誇 る

τ ま =

フE

絡 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大阪市城東区聖子江東 3 (京阪 野 江 駅 前

T E L 代 表 ⑮ 1751- 4 ・3638

京 ・広 島 ・和 歌 山

中式ヌカイライトベンチレーター

%，ヌチー J I，サ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

88c mX I21 cm. . . 800円

88c mX I 52cm. . . 900円

121 cm X  152cm. . . 1300円

152cm X  152cm・.. 1600円

182cm X  152cm.・・2000円

岡田中工業株式会事t大阪出張所
大 “ !，' MP/ T兵I i l l I H尼 崎 市 開 竹 谷 町 2 - 89 T E L 大 阪 (48) 0545 

撤 式

会 員 商 庖

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34) 207- - 8・4836- -7

I  
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瞳 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

. 6.  

ｾ＠

@7031⑧6793 

@9278 

@1820 

1596 

② 1938 

0 1158 

商三 晃

大阪市北区宮田町一六

東京都港区芝琴平町四O

名古屋市中区新栄町二丁目 ー

福井市宝永上町一O 五

広島市石見屋 町五五

福岡市養巴町二二

株式会社

本 社

出張所

暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

工 業 株 式 会

取締役社長 山 田 文 次

大 阪 市 西 区 京 町 錦 上 通 1 丁 目 7

電 @ 代 2 6  1  3 ・ 2 0 6 1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の l

電 ④ 1 7 7 8 ・4 3 8 6  

名古屋市中区梅ケ校l町2 の 3 電 ⑤1765

東 京 都北区上十条 1 の10 電 ⑧2346

広 島 市 西 魚屋町31 屯 ②1375

社田

社

営 業所

山

本

所

胃

K

M

F

γ

n

H

J

，， 

出

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸期南通一丁目 三 じ帯地

電 話 大 阪 @ 代 表 5231 ・82311昨

東 京 ・ 名 古 屋

京 都 ・事1
1戸 ・岡山 ・高 松 ・広島 ・福 岡

熊本 ・札幌 ・仙 台 ・新潟 ・金 沢 ・福 井

J
齢

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

給 排 水 ・衡

暖 冷 房 ・換

-， 

本

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑥4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノ ー ・電話神戸0 5892

庖

所

支

出張

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大正ニ年 病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

株 式 ＺＺＺｳＺＢ｣宮古，ｾ一一冨註同 ｲ
会社 刷 局 襲 可 ヨ ニ: ' 1司 ， 白

東 京 広 東 京 駅 前 丸 ピノレ6 階 67 6 区

電話和田倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐姻通大同ピノレ714号

電話土佐掲@ 1568 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② ∞10・0956 ③ 必61

名古屋市中区南大津通一丁目千代

田ピノレ 522 号 電 話 中 局 @ 1766

広阪大

庖幌宇L

水 道 ・衛 生 ・媛 冷 房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフ ドレイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順波町通一丁目四四番地

電話大阪｀代表 ＴＴ ＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳＭＴ 番
庖 東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号 館 5 号

電話 ＲＸ 局 ＶＵＰＵｾＸ 番
金 沢 市 高 岡 町三五 匂話 金沢②2074

福井市城之橋下町一O 電話福井2436

高 松 市 二 番 丁 九 む 話 高 松 ②5195

本

金沢営業所

福井出張所

高松出張所

! 暖房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大 阪市西区土佐姻通 1丁目 14帯地

屯 話 @ 代 表 5 1 7 1 1s:

東京都港区芝岡村川J 6丁目 屯 話 @ 代 表 7121

名古屋市rl' 区材木町 1丁目 屯 話 @ 代 表 7856

京都市下京区烏丸通俗原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁目 m話③ 代 表 5101

稲 岡 市 千 代 栄 町 市 話 ⑧ 代 表 4731

名 古 屋 后

暖房・ 冷房 ・衛 生 ・水 道 ・電 気 ・厨 房 ・築 炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

社2頁

東 京 支 出

名古屋支厄

京 都 支 庖

事11 戸 支 厄

福 岡 支 応

機 工 業 大 阪 支 庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局

2951

3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 番 地

支 庖 ・ 出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

一
一
一

空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工

給水 ・排 水 ・術生設備 ・暖房 設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

社キオ建

式

社

株

会

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区中ノ島二丁目( 新朝日ピノレ 5 階〉

電 話北 浜@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目ー

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通 2 丁目 51 電話大阪⑬3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1 屯話東京@5281

広島出強所 広 島 市 空 鞘 町 99のl 電話広島③7臼4

福岡出張所 福岡市下呉服町2の9 電話福 岡 ②5389

祐徳ピノレ

株 式

会 社

本社及東京支庖

営 業 所

2  
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三署地 ( 毎 日大阪会館内)

屯 語 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二凶器地

東 京 ・名古屋 出 張 所 ) L 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地 ( 朝 日ピル 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社 東京都千代田 区神田駿河台 4 丁目 2 -i住地

工施計設

社

応

場

本

支

工

生

置

房 ・ 冷 房 ・水 道 ・衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

媛

IJ IIl  

本

， 
・、

朝 日 工 業 社

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6671- 5

東 京 支 底 m京都港区芝浜校側12 ー 7 氾@734 1  - 5  

北海道i J ¥奴 所 札 幌 市 北 四 条 笥15丁 n m②2203・③5374・5969

仙 台 U¥1J l 所仙台市元寺小路( 五城ピル) Hi ②8061・③9261

名古血出張所名古忠市由区東陽町 6- 5 m@1270 ・1484

広 /:b 山 強 所 広 品 市 大 手 町 8 - 155 氾③ 7 9  4  9  

福 岡 山 張 所 稲 附 11i N! r.f PII 3 屯@ O788 ・⑤0296

株式会社

A

G

2

 

株式会社

庖

本

支

J  .  

神戸出彊所

京続出彊所

三沢出強所

温 湿 度調 整 ・媛 冷房・換気 給排水・ 衛 生 設備

設 計 並 施 工

社

. 6.  

:z:s; 

⑨日 乏阜王寺|空雪

京 都 市 中 京 区 間 替 町 通 9Ill1i小路上ノレ

電話②22ω ・5532・6945

大阪市北区天満橋筋1- 37(天満橋北詰)

電 話 @ 8 8 2 9  

四 日市市浜田西末広町 電話7503 ・3665

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電 話 3 6  1  0  

社

大 阪 営 業 所

本

温 湿 度 調 整 装 置 、 媛 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市北区 制 UIJ30 電話大阪@ { j s t i g z 7 0

本 社 東 京 都 千代 国区丸ノ内 2 - 10 

電 話 ⑧ 2 6  3  1- 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東区東門前町3- 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

仙 台 支 庖

四日市営難所

濠 営 鎌 所

名古屋出張所

媛房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 電 気

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 10

電 話 大 阪 @ ( 代 ) 5171- 3 ・3643

東 京 都 千 代 田 区 神 間 和 泉 I nJ l

電 話 東 京 (866) 7 6 8 3 ・7‘ 7 1 6

下関市大和町33 大和ビノレ23号室

屯 話 ② 7 3  0  6  

工

嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

大阪市 北区高垣町二 三 電 話 大 阪@2085 ・5725

東京都千代田区神田司町 2 の10船木 ピル二階

電 話 e 5  0  3  8  

愛媛県川之江市川之江町古町

電 話 川 之 江 6 0 3  

社
大

本 社

東 京

営業所

四 国

出張所

本

東京営業所

"  下関出 ｾ 所

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防 水 美 装 塗 料… … ア ーマ ーコ ー ト

特 殊 防 水 パ テ … … タイガー印コーキシグ ・

ハイ ドロV ーノレ

床 面美装仕上材料・…・ ・フア ノレベ トン

美 装 吸 音 材 料・… ・・ラテ ックス ，ボード

本 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 J 3 T E L 大 阪 @筑泊3番

九州出強所 久留米市原古賀町北134の1 T E L 久留米7065番

北陸出彊所 石 川 県 松 任町 字布市町50 T E L 松 任 6721昏

アー マーコー ト西日本代理広

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取締役社長 中 山 俊 人

広 大阪市福島区上福島北二丁目一容i也

ｦｩｌ 話福 Ｎｾｾ｀ ＳＳ ＹＱ ＭＵ ＮＨ 昨

東 京 都 新 宿 区 荒 木 U町一 九 帯 地

氾 訴 ③ 2 1 7 7 - 8 1'昨

神戸市生m区下山下通八丁口 三三 屯訴元町@3035lfi

京都市中京区1 ' 5合 通三条下J レ 沼 郡 上③お6911}

w 森 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 f目 前 大三沢36干Ii

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小 野 田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 !苫

プ ロッ ク

セ ン トラノレ硝 子 特 約 販 売 1;5

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 般 的 新 地 三 丁 目 十 四番ー地

〈桜橋電停 曽根崎新地西入) 電話大阪Q1 I 1274- 6

支 后 ・ 東. 京 ・事l' 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

3  



ー ーー特命又は指名 の 場合は 本 欄をど［ｲ ｾ Ｑ 用の 程 お闘い 致 します 一一

各-種 電 気 工 事 態 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

令

官

大 阪 市 来 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @5 2 73- 5 ・5 4 5 1- 2

営業所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・ 福 岡

雄

株 式

正海

.t::::' 

ヌL

浅

浅 海 電

取締役社長

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 番

東京営業所 東京都中央区西八丁堀二丁目 十二

話 @ 8 3 3 0 ・8 3  0  3  

名古屋・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡

. A  

'%'1;' 式株気電藤エ

所業""ゐ
品

.-J 電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社

事

工

式 会

博 三

気 工

針 ・ 施

陽 電 気 株

取締役社長 山 本

電

股

朝

9・

中央電気工業株式会社

鵬

本 社 大 阪 市北区梅ケ枝問J 二五養地

電 話 大 阪 @8131代表~母 @7263

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 . 1;如 上ぢ

村今取締役社長
大阪市北区中之島三寸目 三 朝日 ピノレ7 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大代表)

大 阪 市 西 区 土 佐堀通リ四丁 目十一番地

電 話 大 阪 局 @ 5 2 0 1 番( 代表) - 3

京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 2 0

電話ｾ 3  4  8  1  

社

営業所

本

出張所

電 気 工 事 設 計 施 工

卜 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

社 大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 代 3 0 5 6

東 京 都 中 央 区 銀 峰 東 8 了目 4 番地

全国燃 料 会 館 ＶＰＷ 号室雲監話東京 ｾ ＷＴＶＴ

名 古 屋 ・四 日 市 ・福 山 ・福 岡

マヤ株式会社

本

東京営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三7 目 四 七 電 話北浜@770- 3

支庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 束 ③ 5010

支!苫 松 阪 市 本 岡IJ fit 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・田川・大分・四 日市

所

所張出

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

社

大

タ ケ ν

大 阪 市 北 区絹笠町50務地( 金ピル703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目 二審地

電 話 兜 町 ⑧1478 ・1479 ・1470落

大 阪 堺 ・名 占 屋 ・下 関

興

井坪

株式会社

取締役社長

社

庖

本

支

社

取 締 役 社 長 嘉 納 徳 三

社 大 阪 市北 区絹笠町50 ( 堂 ピノレ 3 階)

電 話 ⑧ 7 0 7 7 - 9

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 ⑬ 5148 ・部 46

東京都千代田区飯田 町2- 15(飯 田橋

ピル 4 階) 氾話@8520 ・8527- 9

名 古 屋 ・ 光

. A  

ココE式株機電宝

相

H

F

F

h

u

r

 

庖

本

倉

支

出張所

出張所

-ー

、

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 7 2

電 話 大 阪 ⑮ 代表 4035 ⑬ 3515 

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 淀 橋 @ 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

ネ土

電気設備工事 ・設計・施工

4 与

ｾ＠株 式

.t::::' 

ヌL中 本 電

社

電 気 工 事 設 計 施 工

. A  

'%'1;' 式株気電東江

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町三7 回一五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3  7  3  

大阪市城東区野江西之町三丁目 一一三

電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

正本中取締役社長

社本

社

本

支

機告書工渇

資材倉庫

出張所

4  



リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・柿工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南招江上通一丁目 三一

電話新町 ｾ ＳＴＲ Ｖ ＭＷ

-
d、

大 和 洋 瓦

-.  
雨風lζ 強く緩勾配iζ 最適

超軽量荷重( 坪当37貫)

発 売 元 和型より安い

大 仏、 組 24TJ Z白票

本 庖 京都市東山区今熊野池岡町九 ⑥おお

大阪営業所 大 阪 市 東 区内淡路町一丁目 @ 975 

A こ々 高o月' 霊知略おおき主畢

。 井 田 商 事 様 式 ? 会 社

大阪市浪速区首問手町 ー ＰＭ 七Ｎ地 ｆ 袋町駅貸物 ｉ｜ｾ 門前
唱を絡 ( 53)  4  e  9 0  ・( 54)  0 8 0 8 - 9  

刷、

.  

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理庖 ・株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪 神 国 道 野 星 電 停 前

製 造 元 東京サγ ヒッ ト商 会 電 淀川@0417・4091

standard 

大阪市東住吉区桑津町三丁

京辰

PAI NT I NG CONT R ACT OR  

塗 装 工 事 3背 負

式

社

株

会林 塗 装 庖

TEL. 大 阪 @1756- 7 ・東 京 ⑧ 1335

陶管・ベンチレーター

25 三 幸 商 会

大阪市北区曽狼崎土ー ノ凶ー

' 地 務 大 阪 ⑩ 3 1 4 5  

ヒ ュ ー ム 管

止
防

持
活

量

抑

風

軽

ト

一

一

)

耐

定

!

U

震

安

i

-

-

阪

航

、

/

蔚

ナ

ニ

ワ

瓦

揖

式

会

厳

重

蓮

謹

一

寄

言

圭

霊

刷

き

六

五

ナニヲ緩匂配荒

Ｓ 寸 ￭ｾ 勾配ＺＰ遁軽量 ＷＱ＼ 止付Ｈ空葺Ｉ瓦

販 売 と 施 工

事 仕 感 謝 の I芭

it 差IIJ ｾ草案業
大阪市西区靭南通二の二五〈市電靭南通電停前J

ψ 話 @ 2 5 7 1 ・2 '1 6  4 帯

大 阪 市 北 区 間 緑 町・交メ JJA 範: ーごT士:1l

電 話 大 阪 ⑧ 24"03.・ 3904 _ . ，. - 一一一'

5  



鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ 人11

大 阪 出 張 所

商 会

会 社

タ

0

・
ロ

工タ ア

鈴 木

ヤν  木鈴

ア株 式 会 社

J  

電 話 @ 飢 腕 ・ 回37 ・8729

居申dfZRfRニ呂タ
・L.._・固

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

.  

大阪ガス会社指定

園 南 風 呂 鵬 鎗 京

大阪市浪速区元町1丁 目742 但 ν 賑橋電停前 電話⑧5313 ・8128

シヤν9・
社

. 6.  

コヨE式株業エ和

ｅ ヨヨ ｬｾ 唱 ｅｩ ・

1l!⑧5750 ・8444

@ 0160 ・1733

大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目

東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁目

，民

‘・

工ンドレヌ( 長れの) G剥aω 舗の

妙シヂ似mi r-z三五iiii

谷樋屋根民是非どうぞ 5;;; 三LiLP 大島化学

大 島 庇 ・ 用 化 学 工 幾 饗 黍

〔広島営業所開設〕 ミ 揖 2 2古 E市主(J ;72.

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

各種送排風機・エロヒンヒータ ー・ キ ャビネ ッ トヒーター

冷却J J;(i: ・各 種 レ デ ス タ ー ・ア ネ モ ス タ ッ ト 類 製 作

各 種 陶 管 ・ 大 正 便 所 ・ S. P. 石 綿 パ イ プ ・ モ ル タ

ル製敷プロック・腰鉛ブロック・スペンサー

セメン ト煉瓦・流司洗濯糟・態芥箱・空気抜・ ヒューム管

各種セメント製品・コンクリート製品製造・販売

社

. 6.  

:z:s; 式株エ鉄本藤

大阪市旭区請、川町三T fJ 二八 t目指@ 1264 - 6

大 阪 市 北 区 神 I瑚 町 五 o lli 話@ 1144 - 5

名古風市東区駿河町一丁 目三 1I.i JiC"(!)4594 ・5118

ｬｾ＠ ，'O{ 川 市 大 字 太 間 一九' 1(. H.i 話(寝屋川 )0404

本 社 並 エ 場

梅 岡 営 業 所

名古屋出張所

寝 屋 川 工 場

三 舟 建 株 翁 曾⑨ 

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 池

電 話 @) 2 4 2 0 番

6  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

谷商届

神戸市生田区長狭通四 J 一地rmピノレ

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絢笠町五o y; ピノレ 5 隣

T E L 大阪⑧2021・3486 ・1141

本土本

応支

燃えない建築資桜

色、

d  

‘  

Eifi 昆彊週E 昌

モデルル ームへどう ￥

厄: .5又粛~ド

努ノ ｦ 対一トＭｾ
絶 対に亀裂を生じな L' 劃期的下塗壁材

今でも時代感動三枚 l .c .7! 努力 t l "、ます

電話新町(53)

2201 - 3t1f. 222i z画 楓

凶l降車履草直

キーンヌセメシト

各種焼石膏

告野厄蒼太阪支庖

本

， 

軽 量 鉄

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 25

電 話 @ 6  0  9 ・6 5  7  5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木古堂町53

電 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010

電 話 尾 道 2868 向 島 西 1 9

h  

， 

骨電 気 工 事 設 計 施 工

r 噌-'."園、

也 阻お 』。

タイガー印

社

場

本

工

電 工 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 築 村 l町 41

IB 話 @  6 3 3 5 (代表) . - 8  

東 京 都 渋 谷 区 大 和 田 町 25

電 話 @ 4 2 4 6 - 4 2 4 8  

名古屋市 ・四 日市市・三島市・甲府市

宇都宮市

株式会社

ネ土本

7  

支 后 並

営 業 所



h ス手ールサーνシ可.

・....:z ドp ー 可

v  r1l シャツ安= "

3子 ' E恒J : f.. "  

⑨芳1書割町挙gpk内烹全F55

ポリエステル樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

回目圃

固圃園

田| 園田園

目口固

寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファ ノレ ト 防 水 工 事 選

議 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイノレ工事選

選耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 業 A

N.G. イ シLノュライ ト

8  

大阪市北区浮図町82番地 電信豊崎@1333番

闘 . G. C 試

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米国パプコ. コンパウンドアスフアルト販売

内外玄業株式会私

_ "  

4・

t  

J  



也、

d  .  

跡 偽 t の年限仕様

@  

地区 組
メEヨA  員 名 住 所 電 認-

( 株) 久 保 高 庖 大阪市北区真砂町5 大 阪@α !07- 8・ω3 6 - 7

( 株) 木 下 議 三 商 庖 大阪市西区江戸堀南通5ノお 大 阪@5408・5486

近

( 株) 明 正 社 大阪市北区樋ノ上町45 大 阪 ｾＸＱＵＷＭＹ

( 株 ) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸繍下通1ノ7 大 阪@ お31- 5

( 株) 大 常1 商 会 大阪市南区高津田f 4 番T 7 3 大 阪@1588・1航路・“ irl

( 株) 石 国 建 材 J古 大阪市東淀川区元今里北通り 1 ノ31 大 阪@ お40・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町1ノ51 大 阪@3434- 6

• lt!J 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪@ 侃55- 7

順不

日本漉青工業( 妹) 大阪支底 大坂市北区富田町40 大 阪@5496戸 8

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵隊区荒田町1 T 目 神 戸⑤2140・2697

同

( 株) 中 出 商 会 神戸市兵庫区上沢通6ノ9 神 戸⑤4630

タ テ パ ヤ ν 商 f.5 京都市下京区四条大宮南入学校前 京 都@4468

同島応用化工 ( 株) 大阪出張所 大板市西区京町婿上通1ノ14 大 阪@ 1773- 5. 11ω- 10

東 ( 資} 岡 回 u  材 庖 名古屋市西区西菊井町2ノ12 名古屋⑬2057・0121

( 株 ) 名 E主 商 会 名古屋市中区宮出町41ノ2 名古屋@ 1329・2817・2106

調ー

高 相員 主E 材 r，l; 名古屋市中区材木町1ノ12 名古屋@3295

ｾｴ＠
北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町8 金 沢②4552- 3

北 川 工 業( 株) 富山常識所 舘山市奥田新町28 富 山 ②2218 ③ 1014

島 エ 務 1;5 高岡市大坪旭町2T 目32ノ3 高 岡 2463

睡
小 鳥 工 務 ! 苫 富 山 営 業 所 下草山市神通町3区1003 富 山 8221

中

i ' f 盛 建 材 株 式 会 社 広 島市鉄砲町108 広 島 ②2281- 4

1' 1 盛 建 材( 株) 岡山営業所 岡 山市東田町3 岡 山 ②7911・8169

回 ( 有 ) 小 野 甚 商 l占 岡山市内山下30ノ10 岡 山②4272

( 株 ) 浜 原 主主 商 庖 尾道市若宮町 尾 道 2760

四 ( 株 ) 浜 原 監 商 庖 防府支底 防府市大林寺 防 府 1臼 7

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高松市天神前220 高 松 ③4239

園

正和高ｾ株式 会 社 松山市1番町21 松 山 525・1159・2159

九 t' t 盛 建 材( 株) 福岡営業所 福岡市万行寺前町14 福 岡 ③1225- 6

暁 建 材 工 業 株 式 会 社 福岡市薬院町65 福 岡@4326

州 高 干商 工 業 株 式 会 社 長崎市大泉町45 長 崎 ②9228

建鮫省販建 22 号箆可
出資金 600万

亘 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 ー の ー 凶

東 京 連 絡 所 東 京 都 足 立 区 小 台 IIIJ 六三三 ( 田島応用内)

北陸 ・東 海 ・近 紙 ・中国 ・四国 ・九州

T E L ⑪ 代表 5 9 5 1

T E L  @ 代表 1 1 8 1
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寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ γ グ
施 工 請 負

プ ロ ツ ク

ベニヤブラ ッν ュドアー
造 作 取 付

グ ラ イ シ ダ ー 床 削

6 E 2  寄 木 商
4222』E  

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掘 6- 49

官電 話 ⑧ 3  7 3  1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1 む:l.. T.... 置IIo.. T... 圃・邑 ｔ ＮＮＮ｡ｉ・ｏＱ＾ＮＮ ｔ ａＺ ι ， ｾ λ ｔ ａＺ 晶 、 ｔ ａｬ見 、、 ＮＢＧｌ ｊＡヲ，ｾＺ 、マ ｡ 開回目 Ｇ ＮＯＮ .. ' - T _ _  ｾ＠ I  J  

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、その上 「アリノン」は

くされ・かびにも特効があります 。

、.  

協議

… ｉＧｉｊｾｾ＠
回

山宗化学椋式会社 支JJL凶品作EEYd石材FF品fL22??g- 界主:23i

アルミ= ウムの新しい瓦/

ア ル マ イ ト 染 色 仕 上 色 瓦

金，育. 赤，緑色あり

発明賞に

輝く…・・

.  f.t R. 坦偽報，そ町他7 ルミ建材も販売致してお 1) i す.

よ

L 、

住

心

地

を

お

約

束

・

一 位 計 施 工 は 地 工 明 細 書 で ー

ー特 徴 一

合近代建築にマ y チした美しい銀白色 合熱反射高〈夏は涼し〈冬は崎かい

合経〈てきぴf 盤義不要の理想的屋銀村 合不燃・耐震性で防火・芭・築地区にも

合鰻勾配で完全な防風水特許 費量適

北陸軽金属工業株式会社

ヨ住 宅t 富山県高岡市金屋町 1 6  8  電信( 代) 2 0 . 5  

. . 出蛋所 東京郷墨田区嚢平信 4 丁目 10 電音量 (622 )'符71 .9885
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-
.  

!  ア ス フ ア ル ト 防 山 瓦 石τ :r;:. ｾ＠ ｴｾＮ＠
4 製 造 業 社

協 和 建

k. k. エ

k. k. 工

田 島 応 用 化

東 亜

材 工 業 k.k.

ｾ社

盛 社

工 k. k.  大阪出強所

工 業 k. k.

日 遷 化 学

日 新 工 業

工 難 k. k. 大阪管難所

k .k .  大 阪 支 庖

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k. k. 大 阪 支 臨

池 田 商 事 k . k .

内 田 商 会

梅 本 石 油 k. k.

綬 松 商 会

大 阪 朝 日 渥 膏 k. k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

川 崎 物 産 k. k. 大 阪 営 書 院 所

中 西 涯 膏 産 量1 k. k. 大阪営難所

k. k . 長 野 商 庖

日 本 i l 殴 興 難 k. k.

前 田 商 庖

村 井 工 事 院 所

山 女 商 事 k. k.

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 難 k. k.

k. k. 井 上 浄 矢 筒 庖

k. k. 石 田 建 材 后

大 阪 耐 強 工 繁 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

k. k. カ ナ ヱ 商 会

共 栄 涯 膏 工 繁 k. k.

k .k. 木 下 値 三 商 l i 5

k. k. 久 保 衛 庖

清 水 興 業 k. k.

k. k . 大 和 商 会

友 図 工 業 綜 式 会 社

内 外 工 業 k. k.

日 本 涯 膏 工 難 k .l ι 大 阪 支 庖

k. k. 双 葉 商 会

松 本 湿 膏 工 業 k. k . 大 阪 支 庖

マＩｾヱス工Ｎ k. k.  

k. k. 明 主 社

米 岡 工 難 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k.k. 中 出 商 会

三 情 工 業 所

中 村 1 I I 育 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k. k. 浜 原 重 量 商 広

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k. k.

k. k. 山 本 商 会

砂 賛 助 会 員

丸 普 石 油 k. k.  

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁 目 91

大 阪 市 西 成 区 禍 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 減 京 区 西 四 日 野 6 丁 目 43

大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 過 1丁 目 14

八 尾 市 竜 曜 日町 字 太 子 堂 629

大 阪 市 東 淀 川 区 郷 土 通 3 丁 目 39

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 40

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三 和 ピ ル)

大阪市東区道修町 1 丁目 11(加藤 ピル)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2  

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 - * 町 14

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 印 住 道 町 9 13

大 阪 市 北 区 約 笠町50 ( :1l t ピル二階)

大 阪 市 北 区 老 松 問J 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 6 丁 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 期 北 辺 5 了 目 36

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 1丁 目 13

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 詰il 下 辺 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今盟 北 通 1丁 目31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町 4 丁 目104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1 丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 sI J 2丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 畑 南 通 5丁 目 35

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 都 品 区 都 島 中 通 6 丁 目 41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1丁 目 51

大 阪 市北 区 ｬｾ 岡 町 ＴＰ

大阪市東淀川区 木 川 西ノ sIJ 2 丁 目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市 福 島 区 上 稲 Jゐ南通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5  

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 43

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸市兵 ｾ ｉ ｉ 区上沢迎 Ｖ 丁目 Ｙ

神 戸 市 兵 庫 区 神 岡 田J 4 3 9  

神戸市生悶区北長狭通 6 神繊共栄 ヒソレ

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

・尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 PIJ 1  0  8  

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 一 審 問I

松 山 市 笠 町 2 丁 目 9 5  

大 阪 市 南 区 長 郷 橋 筋 3 丁 目

(ア イクエオ11m

(37)  6∞2 ・857

(66)  8861- 2 

(97)  4460 ・8288

(44)  0809- 10・1773- 5

八尾 (029) 2308 ・3039

(39)  0924- 5 ・2045

(53)  5281- 3 

(23)  173111:; ・2931代

(23)  1345 ・1346 ・3381

(36)  7474- 6・8563・7406

(54)  3785- 7 

(34)  8643 

(53)  4520 ・8401

(79)  4427 

(36)  0774 

(34)  4305 

(44)  0853 ・5196

(23)  2771- 2 

(44)  5224 

(73)  2514 

(44)  025511:; ・53921¥:

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1∞5

(37)  3340 ・3505

(37)  1333 

(33)  3679 ・4481 ・8471

(35)  2922 

(94)  5561- 2 

(44)  5408 ・5486

(34)  0207- 8 ・4836- 7

(37)  0251- 3 

(64)  1鴎 8 ・1905

(35)  4779 ・ω97

(64)  3434- 6 

(34)  1804 

(37)  3375 

(35)  9231 

(45)  2360 ・2030

(34)  8157- 9 

(75)  7271 

濃川 ( 5) 2697

濃川 ( 5  ) 必30

元町 ( 4 ) 6930 

元町 ( 4) 5腿 4

岡山 ( 2 ) 4272 

尾道27ω

中 ( 2) 2881- 2  

高松 (3) 5034 

松山0525 ・1159 ・2159

松山 2717

(27)  1251 ( 代)

日 1 ; : 1人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 支 部 予 - 正 二fI
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軽 い 窓 ， 明 る

い 窓 . 清 潔 で

錆 び な い ア ル

ミ ニ ウ ム の 窓

海 辺 町 潮 風 に

も . 温 泉 の 化

学 作 用 に も .

い つ も 美 し い

光 沢 を 保 つ ア
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窓
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で す

明 る い 生 活 に

明 る い 窓

ス パ ン
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ア アスフアル ト同 業 会 … ... ・H ・..11

浅海電気kk ・H ・H ・. . …. . . ・H ・. .… 4

kk 朝日工業社. . . . ・ H ・....・ H ・- …・ 3

伊奈製陶kk ...・ H ・. . …. . .・H ・. . 中挟

井田商事kk ……. . . ・H ・. ....・ H ・.. 5  

kk 岩住鉄工所・・. . ........・・・・・・・・・15
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川 口ゴム工業kk ・H ・H ・H ・H ・..前付

河津装飾kk … … … … H ・H ・. . . 前付

kk 関西機械建材社…. . . . . ・ H ・.. 16

関西三星タイル会 ・・・ H ・H ・..… 20

関西ペイジト kk … … 目次対抗面

近畿建材工業kk . …....・ H ・..… 3

工藤電気kk ・H ・H ・.....・ H ・- …・・ 4

kk 久保商庖. ..・H ・H ・H ・-… H ・H ・. 1  

kk 建材社...・ H ・. . ……… ... .・ H ・. 2  

kk エ英社 ・… … . ..・ H ・. . . …表 2

江東電気kk …. ...・ H ・....・ H ・.. … 4

kk 小俣製作所… ・・H ・H ・...・ H ・.. .87

kk 金剛商会……. . . ・ H ・.....・ H ・.. 5  

サ サシ エス石膏kk ・H ・H ・..… … 中挟

斎久工業kk ・H ・H ・H ・H ・.. ... ・H ・.. 2  

kk 斎藤省三商庖・ H ・H ・...・ H ・-… 2

「材料と設計J .. ... .…. . . ・H ・.. 63

三機工業kk ・・ H ・H ・...・ H ・....・ H ・. 2  

kk 三幸商会・・ H ・H ・- …. .. .・H ・-… 5

kk 三興社… ... ..・ H ・.... ・H ・. .. ・H ・4

kk 三晃商会.. .・ H ・. . …. ..・ H ・..… 2

特 別 広 告 ( 順不同)

kk 戸団組・H ・H ・. ....・ H ・.. ...・ H ・.. 9  

西松建設 kk. .... ..・H ・..…...・ H ・.10

次
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三宝電機kk. …...・ H ・.. .. .・ H ・-… 4

kk 三和V ヤッタ ー製作所… 前付

敷島金物kk ・・ H ・H ・-目次対抗面裏
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新鋼建設工業kk ・・ H ・H ・- …・…・・ 7

kk 新興建材工業所… .....・ H ・... 18

須賀工業kk ・・ H ・H ・.. ...・ H ・- …… 2

鈴木ν ヤタア商会・ H ・H ・. . …… 6

住友金属工業kk .…....・ H ・...表 3

セメダイ γ 商事kk ・H ・H ・. . …前付

夕 田島応用化工kk ・・ H ・H ・.. .・H ・表 4

田中工業kk ・H ・H ・H ・H ・. . . . … … 1

kk 田中風呂製作所・…. . ，・H ・.. 6  

田辺工業 ｫｫ ・・ ｈ ・ ｈ ・ＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮＮ ・ ｈ ・ Ｂ Ｘｾ
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第一工業kk .. .・H ・... ........・ H ・.. 3  

大嘉熱工業kk ... ・H ・... . .・ H ・.... . 3  

大日本硝子工業kk. …. .. .・H ・.. . 8  

大日本塗料kk ・・ H ・H ・.. ...... ..... 59

大 仏 組 ・…. . . ・H ・..… H ・H ・-…・ 5

高齢、熱学工業kk. . .... ... .・H ・-… 3

kk 武智工務所・・ H ・H ・.... .・ H ・-… 87

談陶kk ・H ・H ・.. .. …・…. ..・ H ・- 前付

中央電気工業kk ・・H ・H ・. .. ..・ H ・. 4

朝陽電気kk …・ ....・ H ・.....・ H ・... 4  

kk 電工社・・ H ・H ・.. ....・ H ・....・ H ・. 7

東京鋼板工業kk ・・ H ・H ・... … .. 14

東邦商会・・H ・H ・.. ..… ・・… … ・… 7

東洋キャ リア工業kk ・H ・H ・..… 3

東洋陶器kk. . ...... ・H ・... … ・・・前付

東洋リノ D ュームkk ・・ H ・H ・- 前付

東洋レーヨ シkk … ・・・ 目次対抗面

ナ ナニワ瓦kk ・H ・H ・. .. ..・ H ・. .… … 5

内外工業kk.... ・H ・... ・H ・. ... ・H ・. 8

内外土木建材社 .. . .・ H ・.. .・H ・... 15

中本電気kk ……. . . ・H ・.. ...・ H ・. 4

中之島製鋼kk ・H ・H ・. ..，..・ H ・-前 付

浪速合板 ・・ H ・H ・.... .・H ・.......... 7

浪速建材工業kk ・・H ・H ・-… … .. .19

kk 三晃商会. . . ・ H ・.. .. ..・ H ・- ・… 11

kk 栄興商会… ... ・H ・........ .・H ・.11

日本管工業kk ・・ H ・H ・-… H ・H ・.. . 3  

kk 日本金具製作所・ H ・H ・..… 中扶
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kk日本シ ャッタ ー製作所 ・.. .・H ・表 3

日本 U 川防水剤製造所 ・・…・ … 表 3

日本ドアーチェ ック製造K K … … 中挟

K K日本ド 7 ーチェッタ製作所 ・・ ・・・・16

日;本熱学工業kk ・・ H ・H ・.，.・H ・... 3  

日本ハード ボード工業kk … 中扶

日宝蛭石kk …. ... .. ... .・ H ・.. .・H ・15

日i歴化学工業kk ，…....・ H ・...前 付

酋日本7 ス7 アル ト事業協同組合… … 9

kk 西原衛生工業所……. . . ・ H ・.. 2  

kk 野上工業所・・ H ・H ・.. .・H ・-… .. 4  

ハ kk 林塗装庖・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・.. . 5  

kk 汎建製作所・ H ・H ・.. . .・ H ・- …・ 17

kk 日立銀作所・・・・ H ・H ・...・ H ・表 2

kk 平川鉄工所… ・・………… 前付

フタパ黒板 ...・ H ・.. ・H ・H ・. . …. . 5  

福屋工業kk ・H ・H ・.. .・ H ・....・ H ・.. 5  

藤森建材kk .…. . ..・H ・... ・H ・. . 前付

kk 不二製作所.. .・ H ・H ・H ・.. .・ H ・.12

「プラス チ ックス ・エー ジ」 … 63

平和工業kk ・・ H ・H ・H ・H ・..... ・H ・. 6  

盤国セメント kk ………・・…… 14

北陸軽金属工業kk … ' " ・H ・. 10 

マ 美索工業所・ H ・H ・. . 目次対抗菌裳

水谷ペイシト kk ... ・H ・. . ...・ H ・..87

kk 三高製作所... ・H ・-… H ・H ・-… 17

kk 三谷製作所… ・…....・ H ・. . . 前付

三舟建材商会・ H ・H ・・… H ・H ・-… 6

kk 室谷商活. ... ・H ・...・ H ・H ・H ・... 7  

ヤ 山田工業kk … … … … . .. ・H ・..… 2

山宗化学kk … ... ・H ・'"・ H ・...・ H ・14

kk ヤマト 電気商会…・ H ・H ・.. … 4

kk 山本建材社・… ・…. ..・H ・. . . 中挟

kk 油脂化工社・… … … H ・H ・. .表 3

kk 吉田芳雄商庖・・H ・H ・H ・H ・.... 5  

吉野石膏kk …・…. ... ・H ・. .. .・ H ・. 7

kk 寄木商庖… - … … … … .. 10

ラ kk ライ ト製作所・ H ・H ・... ..・ H ・. . 1  

kk 銭高組…. ; : ; . . . ・ H ・... …・. . .・H ・..12
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置 掴

幽 園

東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0  0  0  

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18番 地 ( 桑田喜ピル 3 階)

電 話 @ 9 1 5 4 - 7  

名古屋市 中区大池町 24 (丸善 ピル) @3048・4593

広 島 ・ 福 岡 ・ 富 山 ・ 札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖

ァ
u
l
 

ユ

、ン
ツサ

ム

ス

ウ

レ

ト

一

ン

ル

テ

ア

ス

タツヤユJ)1-チス

名古屋支庖

代 理 后

，1 

.  

@  

社
£泊h

ヨ冥式株トンメセ国豊

町

京

回

東

苅

阪

県

大

岡

倉 ・

福本 社

事 務 所

|スカイライト並開門ンチレー-ター l
岩 元 式

サッシュ、ドアー、シャッター

伸縮属、オペレーター、門扉鉄栂

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里町 4 の40

電 話 ⑧ 0 6 1 6 ・0 6 1 7  

エ
一

元

利

白
石

，，.，... - : ;  f=. f v 

近代建築で:二二LZCィー J ヵーペ Y ト で す

ー 富 士 田

製 造 発 売 元

三 星 装 備 株 式 会 社

大 阪 市東 区 南久 宝 寺 町 1 - 15  (久 宝 会 館 ) T  E し 大 阪 ⑮ 4 4 4ワ
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令、

.r 

‘、

官

lヒルコシ|
二・ッポール|

曳免 汚x 虫豆

レディ

1 0  

• ミクスト

壁塗材. ノ

③ 自 室 蛭 眉 株 式 会 社

大阪市東区高麗橘 3 - 7 T E L  (23) 1601 ・1704 ・5627 ・5628 海11工場 ・大阪市東淀川区豊里菅原町119 TEL  (38)  3101 

ベ ン チ レ ー タ ー ( 筒型各種)

パーチカルベンえレーター (電動式)

波 型 硝 子 屋 損 完 全 蔓

般 E十 施 工

株 式 会 社 内 外 土 木

大阪市西区土佐堀船町23 ( 大阪商工ピノレ)

鋳ぴたい

暑佳( I )

建 材 社

T E L  (44)  3983 ・4396

警霧器岱銭ｾ［爽
本 社 大 阪 市 西 淀 川 区 干 舟 東 二 丁 目 三 一 番 地

電 話 淀 川 (47) 代 表5123 ・30∞

防 水 に 耐 酸 に

責 任 施 工

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会

大 阪 市 北 区 高 垣 町 八 十 番 地

電話 代 (36) 178・4161 (34)  4957・4958番

社
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(，.， タ ロ グ瑚 旦 乞 剛一 報 }

揮 出 製 材
アルミニウムのJ甲出型材 は 権 維な型状の もの が容 易 に 作

れ 、 製品 コス ト吾下げ、美 し〈、鋭ぴず、 合 金 に よ っ て

鉄鋼 に匹敵 す る 強 度 を持 ちます 。

勉 近 は 、 建 築 、 船 舶、航 空機、 その他軽 工 業 平 家 庭 様 具

等極 め て 広 範聞に使用されています。

アル ミニウ ム工裁に於て伝統を跨る当社 は 、 政 新式 抑 出

般 により、管 、4阜、線 、 その他各組の型材 を生盛 し、急

激 に 期大 してきた新しい需要に応じて い ます 。

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社

本 社 堺 市 海 山 町 6 の 2 2 4

電 路 m ( 3 )  1181  (大 代 表) ・大阪 (67) 3522 (代 表)

東 京 営 嫌 所 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 堀 留 町 1 の 1 2  

電 話 ( 剖 ) 0087・0334・0715・1776・柑 26・7667

， 

-
.
 '
 

• 

ス チ ー ル シ ヤ ッ タ

ラ イ ト シ ヤ ッ タ

軽 便 シ ャ ッ タ ー

特 殊 機 械 扉

押 上 式

捲 上 式

檎 引 式

，. 

刷会社繍. . 機械. ，九総

本 社M ー 工 場 大 阻 市 車淀 川 区 野中北 通二 丁 目 三 五 電話 三 蜘 ｉ Ｉ ｾｾ Ｚ［

輯 ニ 工 場 大 阪 市 岨 車 区 野 江 西 之 町二 丁 目 二 電 信 組 車 @ 咽2日

古 置 市 中 区 車 陣 町 七 T 目 ニ 喧 館名古腫担咽 372

広 島 出 張 所 広 島 市 小 網 町 三 九 電 路 広 島131ロ o

聞 出 世 間 禍 岡 市 上 州 崎 町 二 五 電 儲 嗣 悶(316326

釜 録⑮ ｾｉ 司 ＧｊＮＧｾ Ｇ繭 得

〆

営

ニ ュ ー ス 印

。

業 品 目

ド ア ー チ ェ ッ ク

フ ロ ア ー ヒ ン ヂ

ピ ポ ッ トヒ ン ヂ

ラ パ トリ ー ヒ ンヂ

カ タ ロ グ 巡 呈

警嘉日本ド＿ーテＮｺＧｾク狼作所
尼 崎 市金 楽 寺 2 丁 目 24 番 地 ・包 括 大阪 ( 48 ) 5855 ・7273 番

16 
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陸孟孟ミ玉置ヨ訪司

骨

d

v

大 阪 市 東 淀 川 区 西 '1' 込 町 7 - 6 9  

大 阪 37ー 1 7  5  4  ( 代 表 )

本社工場

電 話

ユ

1、

ン

タ

ツ

ツ

サ

シャ

ド

ル

J レ

J レ

チ

チ

ス

ス

ス

伝 統 に

輝 く

、』

.  
4  

4  

ア

新 規 製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

チ

優 秀 な

製 品

当k

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

所作製建汎
株 式 会 社

2  ft 0  3 ・ 4 4  6  1  ⑬ 花此電話大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

鉄材' /1; 少〈てすみ施工簡易な格納町 ・工場 ・体育館の建築には

附 Ｐ ＺＱ文ヂベ ｊｾ

プ
ン

-フク

川

崎

捨

五

郎

町

'

r

J

へ

Z

型

設計の御依頼に応、じます ( 施工は御自由です〉

カタログ及び殴計穆考資事時雌昼

考E健 織 本 建 築 質 量 十 計 算 事 務 既 販 売 織 本 特 蘇 構 造 研 史 所

東 京 都"< . 1 1 失区日本橋鱗殻町 3.-，; 2 ( 水天宮交叉占互角) T PL  ( 釘) 併43 ・7∞7・7脱泣

“ ORI MOTO"  DI AMOND TRUSS 

、
回
，

l

1

1

u

17 



18  

( カ タ ロ グ の お 申込 み ¥

は全 国 有 名 建 材 底 え ノ

ＨＡＯＢＭ￘ｾＮＶＴ ｾ［＾＾｟ｬ＠
下電 ｔ タ Ｖ ｲ｟ｾ

EI : J ' T: J  

防 水 習j ・ 急 結 帯J

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 四 ツ 服 従 話 大 阪 ( 5 4 ) 5 7 5 6 - 9 帯

， 

司'

、

-

)!. 



、

ふ

浪建式

スチールサ'Yシュ・ドアー

シヤ' ツター・オペレーター

J¥与力ライジンクoJt!理I場完戚

一 製 造 販 売 一

第 二 工 場

浪速建枚Z業様式会社

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 ¥l ! &' i 城東@>1171- 3醤

第 二 工 場 ・大 阪 市 城 東 区 荻 m横 堤 町 四 一 番 地 包括減東@唱153 ・6824番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピル六号館 007号室 電鱈東京@4611番

沼間営業所 ・沼 岡 市 天 神 町 三五 番 地 〈 す Y ピ ル 内 ) 電話楠岡08462番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 ー 七 番 地 lli 短 大 分 1366番

Ｙｾ 亨最高の晶貫新じい建築資材

ｬｅ［ ｩｩ ヨ・ ｅ 事 ｅ 長ＭｾＭ 田村式〆タルシーリング

田 村 式 金 属 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ -

v  ・鋲ｾ疹勿 Ｔ 勿タ モリソン式mードサッシユ

弘 田 ?M255怒号多汐 ノンスリーップ・白地棒

コーナーピード.J  ¥0ンチンク

立ZZZ 令官紅白盲導担問1
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@  4 4 6 8  

テ パ ヤ シ 商 庖

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル 電 信

タ株 式 会 社 木 下 隆 三 商 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 掴 開 通 5 ノ 3 5 電 話 @ 5  4  0  8  

株式会社

大 阪

久

市 北

f果

区 真

商

砂 町

庖

5 電 話 @ 0 2 0 7 - 8  

合 資 会 社 岡 田 建 材 唐

名 古 屋 市 西 区 西 鏑 井 町 2 ノ 1 2 電 飴@ 0 1 2 1 ・2 0 5 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所
株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 鹿 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2 電 蝕 ③1329・2106・2817大 阪 市 西 区 南 緬 江 上 過 1 ノ 3 5 電 隊 @  1 2 7 8  

合名会社 利 倉 主 主 筋 J ; S 日 東 物 産 株 式 会 社

本 社 ・ 名 古 屋 中 区 東 瓦 町 3 9  電 話 @ 6 1 7 6 - 9  

和

石

20 

大 阪 市 剛 区 長思揖 筋 2 ノ20(道 頓組電 悼 附) ⑮ 刷71 - 2 .0371

@  7 6 0 4  

Jl( 1 a 倉健所 京都市中京区河原町賀川 下ル 電 話 ③ 3 2 9 9  

要 員 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 陽 区 百 本 栂 筋 2 ノ 3 6 電 信 @  3 2 8 6  

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 電 話 ⑥ 2 6 9  7  

ス チ ー ル サ ッシ • ドア

アルミ サッシ・ ド ア ー

スチールシャッター - オペレーター

戸、

一

、ｾ 大 阪 達 材

舷 息 出 聾 所 ・ 舷 車 市 竹 鹿 町 2 7 電艶Q ) 2 2 0 1 ・2 3 6 0

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8 電 話 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山・ 岡 山 市 東 岡 町 3 電寝起1) 7 9 1 1 . 8 1 6 9

掴 岡・ 偏 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

関西三星タ イル 会員

( 弊社場工場事稼所)

エ 業 株 式 舎 社

世t . 所

工 事 部

本 社 工 渇

経理部分室

泉 尾 工 場

出 強 所

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 十 一 番 地 電話 @836. . . . . . S39若手

電話 ③71'1:1・ 7047番

電話堺②おお......3327祷

電 話 ⑮ 8 3 0 蒋

電 話 @2  2  3 番

全 所

堺 市 松 屋 一 丁 目 六 番 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 7 番 地

大 阪 市 大 正 区 泉 尾 浜 遜 四 丁 目 六 番 地

名 古 屋 ・ 金 沢

4 ・l



な建材足場痢鍋答

1 . 組なヤ解体が尚早でj止くできます

2 ， ，，'!t < て粁〈、ム' 1 : fJ ! i だな J O! J ができ主す

: 1 . 腐蝕せず II< tj f史川できる為、木村足IAJ より粁治11' ，です

1. ｲ ー ｊｾｪ 砧が幣然としてスマートで、行 Ｑ［Ｂ ，の ｸ 仰を ｷ じません

住 友 金 属 工 業 株 式 会 枇

J  

I  :l*5I: f t a跡 的 タ 同 製 健 所

式

式

ス

プ

ン

動

動

フ

ィ

電

手

パ

パ

ム

M

古

台

育
高知

日本建築協会優良謹明

トヲ方- ' 1ィ1- 0雪

F 株式会社日本セ〆ント防水剤製遣所

.  ;T: H  1  ￍ＼ ｈＧ Ｚｾ ，ｾ＠ i三塚 di i高台 1'. の他Jt28 ， 1  屯 I"C i  上峯 2  1 5 3  

大 阪 連 絡 所 大 阪 市 * 区 船 越 町 2 - 31(船越ヒソレ)

屯J . l i 1@2626(11'!. jj]j ) ・9231( ピノレ代表)

オ ｾｾￎ ｊＮｩｉＮ ｀ ＱＳＳＱ ・ ＱＱＱＱ 介 ③ ＰＷＲＱ ・キ ｌ 帆 ⑤ Ｗ ＱＷＱ
米 ;;i @  0  8  7  4 ・ 安 総 工 事 制 | 凋 ③ 5 7  6  5  

局 総 ③ 8 6  9  Ｗ ・ ｾｾＺ lt 建 村 瓜 M ; ④ 3 5 6 7  
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責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

八幡メタルホームK K 推 奨 品

東京剖; 品川区二葉町 1- 4 41 電話荏原@1715芸

大阪市東成区西今里町 2 ー 48 電 調 印 ・ 鵬3 :

・園田・圃・圃圃・園・ーーーーーーー← :  

さき 消 脂 化 工 社本社

矢 中 龍 次 郎 大 阪 管 割 問
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